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l区1号住居跡

図番 土器種別 法量 （cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

1-1 須恵器 ①細砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 カマド 底部片

64 碗 ②2.3 ②還元焔 部回転糸切後裔台貼り付け。内：胴部から底

③ (7.6) ③灰白色 部回転ナデ。内面に油煙付着。

1-2 須恵器 ①細砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部回転ナデ、底部商台貼 住居床面 底部～高台部

64 坑 ②2.2 ②還元焔 り付け。内：胴部から底部回転ナデ。

⑮ .4 ③灰黄色

1-3 土師器 ① (18.0) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部上半ヘラ削り。内：ロ 覆土 口縁部片

64 甕 ②8.0 ②酸化焔 縁部横ナデ、胴部上半ヘラナデ。

③にぶい橙色

1-4 須恵器 ① (18.3) ①砂・白色鉱物 ・雲母 ロクロ整形。内外：口縁部は回転ナデ。鍔部 覆土 口縁部～胴部

64 羽釜 ②5.3 ②半還元焔 貼り付け。 破片

③にぶい黄橙色

1-5 須恵器 ①(18.6) ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。内外：口縁部～胴部上半回転ナ 住居床面 口縁部～胴部

64 羽釜 ②9.4 ②酸化焔 デ。鍔部貼り付け。 破片

③にぶい黄橙色

1-6 須恵器 ① (23.0) ①砂・白色鉱物・雲母 ロクロ整形。内外：口縁部は回転ナデ。鍔部 住居床面 口縁部～胴部

64 羽釜 ②12.8 ②半還元焔 貼り付け。 破片

③にぶい黄橙色

1-7 須恵器 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下半は回転ナデ、下端 住居床面 胴部下半～底

64 羽釜 ②7.6 ②半還元焔 はヘラ削り。内：胴部下半は回転ナデ。 部破片

③ (6.0) ③灰褐色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

1-8 凹石 デイサイト ①18.0 ②13.8 両面に凹み、また摩耗痕がある。 カマド 完形

64 ③8.5 ④1,300 
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第 3図 2号住居跡出土遺物 (2)

l区2号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

2-1 土師器 ①(11.3) ①砂 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 覆土 口縁部～底部

64 杯 ②3.2 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/5 

③にぶい赤褐色

2-2 土師器 ①(12.2) ①砂・雲母 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

64 坪 ②3.6 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。内面に放射 掘り方 1/3 

③7.2 ③赤褐色 状暗文。

2-3 土師器 ① (12.3) ①砂 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

64 杯 ②3.4 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/4 

③にぶい黄褐色

2-4 土師器 ① (11.8) Q砂 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り 。内： 掘り方 口縁部～底部

64 坪 ②3.2 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。内外面に油 覆土 1/3 

③にぶい赤褐色 煙付着。

2-5 須恵器 ①(12.0) ①砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

64 坪 ② .1 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切り。内：口縁部～底部回 2/5 

③ (7.6) ③暗灰 ．灰色 転ナデ

2-6 須恵器 ①12.3 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～底部

64 坪 ②3.7 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切り。内：口縁部～底部回 覆土 3/5 

③7.0 ③灰色 転ナデ

2-7 須恵器 ① (12.5) ①砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

64 坪 ②3.7 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切り 。内：口縁部～底部回 覆土 1/3 

③8.3 ③灰色 転ナデ

2-8 須恵器 ①13.4 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 ほぼ完形

64 坪 ⑫ .6 ②還元焔 ナデ、底部回転ヘラ切り。内：口縁部～底部

③8.7 ③灰暗灰．灰白色 回転ナデ。外面燻し。

2-9 須恵器 ⑬ .4（摘み径） ①砂 ・小石 ロクロ整形。外：口縁部～天井部下半回転ナ 住居床面 ほぽ完形

64 蓋 ◎ .3 ②還元焔 デ、天井部上半回転ヘラ削り摘みは貼り付

③18.6 ③鈍い赤褐色 け。内：口縁部～天井部回転ナデ。内外面に自

然釉。

2-10 須恵器 ① (9.0) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、胴 住居床面 ほぽ完形

64 小壺 ② .0 ②酸化焔 部下端ヘラ削り、底部ヘラナデ。内：口縁部 掘り方

③7.1 ③明褐色 ～底部回転ナデ。外面に自然釉。

2-11 土師器 ①(13.0) C砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部上端横ヘラ削り。内： 覆土 口縁部～胴部

64 甕 Ri.6 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部上端ヘラナデ。内外面↓ 上端1/4

③鈍い赤褐色 油煙付着あり

3-12 土師器 ①(18.1) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部上端横ヘラ削り。内： カマド 口縁部～胴部

64 甕 ② .2 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部上端ヘラナデ。 上端1/4

③鈍い赤褐色

3-13 土師器 ①砂・白色鉱物 脚部は貼り付け。内外面：脚部は横ナデ。 住居床面 底部～脚部

64 台付甕 四．0 ②酸化焔 覆土 2/3 

③ (10.7) ③にぶい赤褐色

314 土師器 ①砂・白色鉱物 脚部は貼り付け、輪積痕が残る。内外面：脚 住居床面 脚部4/5

64 台付甕 ②4.6 ②酸化焔 部は横ナデ。

③10.4 ③明褐色
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竪穴住居跡

l区3号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

P L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

4-1 土師器 ①(12.3) ①砂 ・小石 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り、 一 カマド 口縁部～底部

64 坪 ②3.8 ②酸化焔 部指頭痕。内：口縁部横ナデ、胴部～底部ナ 士坑1 4/5 

③ (6.8) ③にぶい橙色 Tしーヽo 覆土

4-2 須恵器 ①(12.5) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 貯蔵穴 口縁部～底部

64 杯 ② .2 ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/2 

③ (6.2) ③にぶい橙、灰白色 ナデ。

4-3 須恵器 ①13.0 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 貯蔵穴 口縁部～底部

65 切 ②5.2 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 4/5 

③ .9 ③灰白色 ナデ。

4-4 須恵器 ①14.1 ①砂 ・小石 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

65 碗 ② .8 ②還元焔 部は高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 部2/3

⑮ .3 ③灰 ．にぶい黄橙色 憔し。

4-5 須恵器 ①14.2 ①砂・小石 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ、底 カマド 口縁部～高台

65 坑 ②5.6 ②半還元焔 部は高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 部3/4

⑮ .5 ③灰黄色

4-6 須恵器 ①(15.0) ①砂 ・小石 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ、底 カマド 口縁部～底部

65 坑 ② .8 ②還元焔 部は高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 1/3 

③ (6.2) ③灰白、にぶい赤褐色

4-7 土師器 ①(19.0) ①砂 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

65 甕 ② .8 ②酸化焔 箆削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラナ 土坑 l 上端1/6

③にぶい橙色 ァー＊。

4-8 土師器 ①砂 外：脚部ナデ。内：脚部ヘラナデ。外面油煙付 住居床面 脚部

65 台付甕 ②3.2 ②酸化焔 着。

③ (9.5) ③にぶい赤褐色

4-9 須恵器 ①砂 ・小石 外：胴部上半回転ナデ、胴部下半縦ヘラ削 カマド 胴部1/3

65 羽釜 ②23.1 ②還元焔 り。 内：胴部回転ナデ。 貯蔵穴

③にぶい橙色 覆土

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

4-10 砥石 安山岩 ① (10.3) ② (8.5) 4面を使用。 土坑5 1/2 

65 ③7.5 ④725 

4-11 磨石 安山岩 ⑰ .5 ◎ .2 両面に摩耗痕。 覆土 完形

65 ③2.4④55 
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第6図 4号住居跡出土遺物 (2)

l区4号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器萬 ③底径 状況

5-1 須恵器 ①13.0 C砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

65 坪 ②3.8 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 3/4 

◎:6.0 ③灰白色 ナデ。

5-2 須恵器 ① (12.6) ⑬少 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 土坑2 口縁部～底部

65 坪 ②3.6 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 2/5 

③ (7.0) ③灰白色 ナデ。

5-3 須恵器 ①12.1 ①砂 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 完形

65 坑 ② .5 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底

③5.5 ③灰色 部回転ナデ。内外面燻し。

5-4 須恵器 ①12.1 ⑰少・ 小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 ほぼ完形

65 坑 ②3.9 ②還元焔 デ、底部回転糸切後嵩台貼付。内：口縁部～底

◎ .2 ③黒褐、灰色 部回転ナデ。内外面燻し。

5-5 須恵器 ① (12.2) G泌； ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

65 椀 ②5.1 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部3/5

③ (6.0) ③灰白色 部回転ナデ。

5-6 灰釉陶器 ①12.9 ①細砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、高 ピット 3 口縁部～高台

65 坑 ⑫ .0 ②還元焔 台部貼付。内面：口縁部～底部回転ナデ。 掘り方 部1/3

③ .5 ③灰白色 覆土

6-7 灰釉陶器 ①12.6 ①細砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、高 住居床面 ほぽ完形

65 皿 ②2.9 ②還元焔 台部貼付。内面：口縁部～底部回転ナデ。

③7.0 ③灰白色

6-8 須恵器 ① (23.3) C砂 ・小石 ロクロ整形。内外口縁部～胴部上端回転ナ 住居床面 口縁部～胴部

65 羽釜 ②9.0 ②還元焔 デ。鍔部は貼付け。内外面油煙付着。 上端1/5

③灰白色

□ 口
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第8図 5号住居跡出土遺物 （2)

l区5号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

7-1 須恵器 ① (14.0) ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 貯蔵穴 口縁部～高台

65 坪 ⑫ .0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 部2/5

＠．7 ③灰色 ナデ。

7-2 須恵器 ① (13.0) ①砂 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 掘り方覆 口縁部～高台

65 坑 ⑫ .8 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 土 部1/5

③ (6.7) ③灰褐色 部回転ナデ。

7-3 土師器 ①(19.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

65 甕 ②7.4 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 上1/4

③灰褐色 ナデ。

7-4 土師器 ①(13.0) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部上半横ヘラ削り 、胴 カマド 口縁部～脚部

65 台付甕 ②13.5 ②酸化焔 部下半縦ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部 上端2/3

③橙色 ヘラナデ。脚部は貼付。内外面油煙付着。

8-5 須恵器 直径6.3 ①砂 須恵器の底部を紡錘車に転用。縁は打ち欠い 住居床面 完形

65 転用紡錘車 孔径0.65 ②還元焔 た後擦っている。穿孔は焼成後。

厚さ 0.7 ③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

6 台石 安山岩 ①24.6 ②16.8 一部赤化。 カマド 完形

65 ③9.8 ④刈，900 写真のみ
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第9図 6号住居跡出土遺物

l区6号住居翔

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

9-1 須恵器 ①11.4 ①砂 ・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 貯蔵穴 完形

66 坪 ②3.6 ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

③5.3 ③灰褐 ．にぶい橙色 ナデ。

9-2 須恵器 ①12.0 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 貯蔵穴 ほぽ完形

66 碗 @4.9 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～

③5.7 ③灰色 底部回転ナデ。

9-3 須恵器 ①砂 ロクロ整形。内外口縁部～胴部上端回転ナ 住居床面 口縁部～胴部

66 羽釜 ② .0 ②酸化焔 デ。鍔部は貼付け。 上端破片

③橙、灰褐色
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第11図 7号住居跡出土遺物 （2)

l区7号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成 ・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

10-1 土師器 ① (12.7) ⑬少 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：掘り方覆 口縁部～底

66 杯 ②3.3 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 土 部5/6

③にぶい褐色

10-2 土師器 ①(11.0) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り 。内：覆土 口縁部～底部

66 坪 ②2.7 ②酸化焔 口縁部～胴部横ナデ、底部ナデ。 1/4 

③にぶい橙色

10-3 土師器 ①(12.0) ①砂 外：口縁部横ナデ、胴部～底部上端ヘラ削り。 掘り方 口縁部～底部

66 坪 ②2.9 ②酸化焔 内：口縁部横ナデ、胴部～底部上端ナデ。 1/4 

③橙色

，
 



I区

10-4 土師器 ①(14.4) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

66 坪 ②3.0 ②酸化焔 口縁部～胴部横ナデ、底部ナデ。 1/3 

③にぶい褐色

10-5 土師器 ① (16.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部上端ヘラ削り。 床下士坑 口縁部～底部

66 坪 04.0 ②酸化焔 内：口縁部横ナデ、胴部～底部上端ナデ。 上端1/4

③橙色

10-6 土師器 ①(12.3) ①砂 ・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り 。内： 覆土 口縁部～底部

66 坪 ②3.6 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 2/5 

③にぶい橙色

10-7 土師器 ①14.4 ①砂 ・小石 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 ほぽ完形

66 坪 ◎ .0 ②酸化焔 口縁部～胴部横ナデ。

③にぶい橙色

10-8 須恵器 ①14.4 ①砂 ・黒色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 ほぽ完形

66 坪 ◎ .4 ②還元焔 部回転糸切後ヘラ削り。内：口縁部～底部回

③9.7 ③灰色 転ナデ。

10-9 須恵器 ①(16.0) ①砂 ・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

66 坑 (Di.3 ②還元焔 部高台貼付後ナデ。内：口縁部～底部回転ナ 部1/3

③ (10.4) ③灰色 ァー＊。

10-10 須恵器 ① (12.0) Q砂 ロクロ整形。内外面口縁部～天井部回転ナ 住居床面 口縁部～天井

66 蓋 ②3.4 ②還元焔 ァ一ャ。 部1/3

③灰色

10-11 土師器 ① (20.0) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部上半横ヘラ削り、胴 ピット 1 口縁部～胴部

66 甕 ②21.8 ②酸化焔 部下半縦ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部 1/6 

③灰黄褐色 ヘラナデ、輪積痕が残る。内外面に油煙付浩。

10-12 土師器 ①(14.0) ①砂 外：口縁部横ナデ、胴部上端横ヘラ削り 。内： ピット 5 口縁部～胴部

66 甕 ② .0 ②酸化焔 口縁部横ナデ。外面に油煙付着。 上端破片

③にぶい橙色

10-13 土師器 ①砂・ 白色鉱物 外：胴部～底部ヘラ削り。内：胴部 住居床面 胴部～底部

66 甕 ②27.0 ②酸化焔 ～底部ナデ、輪積痕が残る。 1/3 

③橙色

11-14 須恵器 ①砂 ・小石 内外面叩き目。 住居床面 胴部破片

66 甕 ②還元焔

③灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

11-15 紡錘車 流紋岩 ①5.0 ②5.0 ほぼ全面に線刻。 東壁寄り 完形

66 ③1.9 ④70 

11-16 紡錘車 流紋岩 ⑰ .5 ⑫ .5 はぽ全面に線刻。 ピット1 完形

66 ③1.5 ④50 

11-17 こも編石 閃緑岩 ①10.0 ②7.0 全面に摩耗痕。 南壁寄り 1/2 

67 ③ .2 的 5

11-18 こも編石 黒色片岩 ①16.7 ②7.0 両面に敲打痕。 掘り方 完形

67 ③2.2 ④1450 

19 こも綱石 安山岩 ①18.2②8.4 両面に摩耗痕。 掘り方 完形

67 ③5.5 ④1,290 写真のみ

第12図 8号住居跡出土遺物 （1)
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゜
1 : 3 10cm 
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竪穴住居跡
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゜
1 : 3 10cm 

第13図 8号住居跡出土遺物 (2)

l区8号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

12-1 須恵器 ①13.2 ①砂 ・小石 ロク ロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 完形

67 坪 @ .2 ②還元焔 ナデ。内：口縁部～底部回転ナデ。外面に油

③5.7 ③灰白色 煙付着。

12-2 須恵器 ①13.0 (l)li'J;.小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 ほぽ完形

67 坪 ②5.0 ②還元焔 ナデ。 内：口縁部～底部回転ナデ。

⑤ .2 ③灰白色

12-3 須恵器 ①14.0 Q砂 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 ほぼ完形

67 婉 ②5.3 ②還元焔 デ、底部回転糸切後尚台貼付。内：口縁部～底

③7.2 ③灰色 部回転ナデ。

13-4 須恵器 ①砂 ・小石 ロク ロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 住居床面 胴部～高台部

67 婉 ② .2 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転 1/4 

③5.7 ③灰黄色 ナデ。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

5 こも編石 緑色凝灰岩 ①7.6 ②5.9 両面に摩耗痕。 ピット 1/2 

67 ③2.7④230 写真のみ

ロニ 三三三／ □ -ロ
2 - 3 
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第14図 9号住居跡出土遺物 (1)

＼
 

゜
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第16図 17号住居跡出土遺物
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l区9号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成 ・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

14-1 須恵器 ①12.0 ①砂 ・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 完形

67 坪 R1.0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

③5.0 ③灰色 ナデ。

14-2 須恵器 ①13.1 ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

67 杯 ② .8 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 カマド 2/3 
③8.0 ③灰白色 ナデ。

14-3 須恵器 ①13.1 g砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

67 婉 ②5.6 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 カマド 部3/5
③7.9 ③灰色 部回転ナデ。

14~4 須恵器 ①14.2 G没レ・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 ほぼ完形
67 婉 ②5.7 ②半還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 カマド

⑮ .5 ③灰白色 部回転ナデ。

14-5 須恵器 ① (16.0) ①砂 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 覆土 口縁部～高台

67 碗 ②5.2 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底。 部1/3

③8.6 ③灰白色 部回転ナデ。

14-6 須恵器 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底部。 住居床面 胴部～高台部

67 坑 ＠14.0 ②還元焔 回転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転ナ 1/3 
③ (7.6) ③灰色 ァ一9。

15-7 須恵器 ①14.7 ①砂 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 住居床面 口縁部～胴部

67 碗 R1.9 ②還元焔 覆土 3/4 
③灰白色

15-8 須恵器 ①13.3 g少•小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 ほぽ完形

67 皿 ②2.7 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 土坑 l

③7.5 ③灰白色 部回転ナデ。 覆土

15-9 土師器 ①砂 外：胴部中央～胴部下半縦ヘラ削り、脚部上 覆土 胴部中央～脚

67 台付甕 ②11.4 ②酸化焔 半横ナデ。内：胴部ヘラナデ、一部指頭痕。 部上半3/4
③橙 ・褐色 脚部横ナデ。外面に油煙付着。

15-10 須恵器 ① (20.0) ①砂 ロクロ整形。内外口縁部～胴部上端回転ナ カマド 口縁部～胴部

67 羽釜 ②5.0 ②還元焔 デ。鍔部は貼付け。 上端破片

③灰黄褐色

15-11 平瓦 ①砂粒・白色鉱物 凹面ムシロ状圧痕。 凸面横ナデ。 カマド 破片

67 ②還元焔

厚さ1.7 ③灰色

15-12 平瓦 ①砂粒 凹面ムシロ状圧痕。凸面横ナデ。 住居床面 破片

67 ②酸化焔

厚さ1.6 ③にぶい橙色

15-13 平瓦 ①砂粒・白色鉱物 凹面布目痕、側部幅のごく狭い面取り。凸面 住居床面 破片

67 ②還元焔 ナデ。

厚さ1.4 ③灰赤色

l区17号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

16-1 須恵器 ①13.7 ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 土坑 口縁部～高台

68 皿 ②3.1 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部4/5
③ .3 ③黒褐色 部回転ナデ。内外面燻し。

16-2 須恵器 ①16.1 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 土坑 口縁部～焉台

68 坑 @6.6 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部4/5
③8.5 ③灰黄色 部回転ナデ。

16-3 土師器 ①(19.9) ①J; 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

68 甕 ②21.0 ②酸化焔 ヘラ削り、胴部中央斜めヘラ削り、胴部下半 3/5 
③にぶい赤褐色 縦ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部ヘラナ

デ、一部輪積痕。外面に油煙付着。

16-4 土師器 ① (20.3) ①砂 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

68 甕 ②17.5 ②酸化焔 ヘラ削り、胴部中央斜めヘラ削り、胴部下半 1/2 
③にぶい赤褐色 縦ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部ヘラナ

デ、一部輪積痕。外面に油煙付着。

16-5 須恵器 ①9.0 QJ;•黒色鉱物 ロクロ整形。頸部は貼り付け。内外：口縁部 住居床面 ほぼ完形

68 空・ギ ②23.6 ②還元焔 ～胴部回転ナデ。外面一部自然釉。

③14.0 ③灰色

16-6 平瓦 Q砂・白色鉱物 凹面布目痕、側部・端部面取り。凹面横ナ カマド 破片

68 ②還元焔 デ、側部面取り 2回。

厚さ1.9 ③暗灰色

14 
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第17図 10号住居跡出土遺物

l区10号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①□径②器高③底径 状 況

17-1 須恵器 ① (12.3) ①砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁～底部

68 杯 ②3.2 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/4 

③5.5 ③灰色 ナデ。

17-2 須恵器 ①12.9 ①砂 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁～底部

68 杯 ②3.7 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/2 

◎ .1 ③灰白色 ナデ。

17-3 須恵器 ①砂・小石・雲母 ロクロ整形。胴部は回転ナデ、底部は回転 住居床面 胴部～高台部

68 碗 ②3.3 ②還元焔 糸切後高台貼り付け。内：胴部～底部回転ナ

謬 ．4 ③灰黄色 Tー3o 

17-4 須恵器 ①砂 ・小石 ロクロ整形。胴部は回転ナデ、底部は回転 住居床面 胴部～高台部

68 婉 ②3.5 ②還元焔 糸切後高台貼り付け。内：胴部～底部回転ナ

謬．2 ③灰色 ァ―̀。

17-5 土師器 ①(19.1) ①砂・小石 外：口縁部横ナデ、胴部上半横ヘフ削り、胴 住居床面 口縁～胴部片

68 甕 ②16.2 ②酸化焔 部下半縦ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部

③にぶい赤褐色 横ヘラナデ。内外面に輪積痕が残る。

15 



I区

17-6 土師器 ①(17.7) ⑫少 ・小石・ 雲母 外：口縁部横ナデ、胴部上半横ヘラ削り。内： 住居床面 口縁片

68 甕 ②7.0 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部横ヘラナデ。

③赤褐色

17-7 土師器 ① (10.4) ①砂 ・雲母 外：口縁部横ナデ、胴部上半横ヘラ削り。内：住居床面 口縁片

68 台付甕 ②7.8 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部横ヘラナデ。内外面に輪

③明赤褐色 積痕、油煙付着。

17-8 土製品 長さ7.5 ①小石 外面は面取りがしてある。 覆土 破片

68 支脚 幅7.5

厚さ 6.0 ③にぶい黄橙色
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第18図 11号住居跡・ 12号住居跡出土遺物

1区11号住居跡

1冑底径|：ロ~：物③色調
③にぶい橙色

出土
成・整形技法の特徴 残存状況

外：口縁部～胴部上半横ナデ、胴部下半～底 I住：；い 1口縁部～底部

部ヘラ削り。内：口縁部～胴部横ナデ、底部 カマド 3/4 

ナデ。

l区12号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

18-12-1 土師器 ① (13.0) ①砂 外：口縁部横ナデ、胴部横ヘラ削り。内：口縁 貯蔵穴覆 口縁～胴部片

69 坪 ②2.5 ②酸化焔 部横ナデ、胴部ナデ。 土

③明赤褐色

18-12-2 須恵器 ①11.8 ①砂 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 ほぼ完形

69 均 ②3.8 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

謬 ．1 ③灰色 ナデ。

16 



竪穴住居跡

18-12-3 須恵器 ①3.6（摘み径） ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～天井部下半回転ナ 住居床面 口縁部～摘み

69 蓋 ②2.2 ②還元焔 デ、天井部上半回転ヘラ削り。摘みは貼り付 部1/4

@;13.7) ③灰色 け。内：口縁部～天井部回転ナデ。

18-12-4 須恵器 ①3.3（摘み径） ①砂 ・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～天井部下半回転ナ カマド 口縁部～摘み

69 蓋 ②3.6 ②半還元焔 デ、天井部上半回転ヘラ削り。摘みは貼り付 部1/3

③(16.6) ③にぶい橙色 け。内：口縁部～天井部回転ナデ。

18-12-5 士師器 ① (23.4) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部上半横ヘラ削り、胴 住居床面 口縁部～胴部

69 甕 ②14.2 ②酸化焔 部下半斜めヘラ削り 。内：口縁部横ナデ、胴 1/3 

③赤褐色 部横ヘラナデ。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

18-12-6 こも絹石 安山岩 ①8.5 ②'6.7 部分的に摩耗痕。 南壁寄り 1/2 

69 ③5.4④凍)()

ー ニ ／

゜
1 : 3 10cm 

13-1 

゜
1 : 4 10cm 

第19図 13号住居跡・ 14号住居跡出土遺物

l区13号住居跡

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

19-1 台石 デイサイト ①24.2 ②17.5 両面に摩耗痕。石皿か。 南壁下 ほぼ完形

69 ③8.6 @)4,800 

2 磨石 軟質砂岩 ①13.0 ②10.6 一部赤化。 南壁下 完形

69 ③11.3 ④1,460 写真のみ

1区14号住居跡

図番土器種別 法 量 (cm)

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径
①胎土 ②焼成 ③色調

19-14-1 土師器 ① （18.7) ①砂 ・小石

69 坪 ② ．9 ②酸化焔

③にぶい褐色

成・整形技法の特徴
土

況

出

状

外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：I覆土
口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。

残存状況

口縁～底部

1/4 

17 
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第20図 18号住居跡出土遺物

1区18号住居跡

図番 土器種別 法蘊 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

20-1 須恵器 ①(14.0) ①砂 ・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 貯蔵穴 口縁部～高台

69 婉 ◎ .5 ②還元焔 部回転糸切後高台貼り付け。内：口縁部～底 部2/5

③ (7.6) ③灰色 部回転ナデ。

20-2 土師器 ①(13.0) ①砂 外：口縁部横ナデ、胴部上端横ヘラ削り。内： 貯蔵穴 口縁部～胴部

69 台付甕 ②5.3 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部ヘラナデ。内外面油煙付 上端1/4

③にぶい橙色 着。

20-3 土師器 ① (20.0) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

69 甕 ②7.1 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部ヘラナデ。 上端破片

③にぶい橙色

20-4 土師器 ① (20.9) Q砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

69 甕 ②7.1 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部ヘラナデ。 上端1/2

③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

20-5 砥石 流紋岩 ①3.8 ②3.1 3面を使用。 覆土 部分

69 ③2.6 ④34 
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第21図 19号住居跡出土遺物 (1)
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第22図 19号住居跡出土遺物 (2)

l区19号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

21-1 土師器 ①12.4 ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：住居床面 口縁部～底部

69 坪 ②3.8 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 2/3 

③にぶい橙色

21-2 土師器 ①13.1 ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

69 坪 ②4.2 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、胴部放射状 4/5 

③8.2 ③にぶい橙色 暗文。

21-3 土師器 ①(13.8) ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

69 杯 ②3.2 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/4 

③にぶい橙色

21-4 土師器 ①13.5 ①砂 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：住居床面 口縁部～底部

69 坪 ②4.8 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 4/5 

③にぶい橙色

21-5 土師器 ①(15.8) ①砂・ 白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：住居床面 口縁部～底部

69 坪 ②5.2 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/2 

③にぶい橙色

22-6 須恵器 ①11.6 ①砂・白色鉱物 ・黒色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

69 杯 ②3.2 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 2/3 

③7.0 ③灰褐色 ナデ。外面一部自然釉。

22-7 須恵器 ① (13.1) ①砂・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

69 坪 ② .0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 2/5 

③9.0 ③灰色 ナデ。

22-8 須恵器 ①11.8 ⑫少 ・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 ほぽ完形

70 坑 ◎川．7 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底

③7.4 ③灰白色 部回転ナデ。

22-9 須恵器 ① (13.7) ①砂 ロクロ整形。内外面ともに口縁部～胴部回 住居床面 口縁部～胴部

70 碗 ② .1 ②還元焔 転ナデ。 2/5 

③灰色
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第23図 20号住居跡出土遺物 （1)
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第24図 20号住居跡出土遺物 (2)

l区20号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

23-1 須恵器 ①14.2 ①砂 ・小石 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

70 碗 ②5.3 ②半還元焔 部回転糸切後高台貼付け。内：口縁部～底部 部2/3

③5.5 ③にぶい黄橙色 回転ナデ。

23-2 須恵器 ① (14.2) ①砂 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

70 婉 ②5.3 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付け。内：口縁部～底部 部3/5

◎ .7 ③灰白色 回転ナデ。

23-3 須恵器 ①13.2 ①砂 ・小石 ロクロ整形。内外面ともに口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～胴部

70 碗 ②3.1 ②還元焔 ナデ。 4/5 

③灰黄褐色

24-4 土師器 ①19.3 ⑤砂 ・小石・白色鉱物 外：口縁部は横ナデ、胴部上端横ヘラ削り、胴 住居床面 口縁部～胴部

70 甕 ②22.2 ②酸化焔 部中央斜めヘラ削り、胴部下半縦ヘラ削り。 2/3 

③褐色 内：口縁部横ナデ、胴部横ヘラナデ。内外面

油煙付着。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

24-5 砥石 流紋岩 ⑬ .3 ②3.1 4面を使用。 カマド 両端欠

70 ③1.5 G出
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第26図 22号住居跡出土遺物 (2)

1区22号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

25-1 須恵器 ①12.0 ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 土坑 l 完形

70 杯 ⑫ .0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。 内：口縁部～底部回転

③3.0 ③灰白色 ナデ。内外面一部油煙付恙。

25-2 須恵器 ①(12.6) ①砂 ・白色鉱物・雲母 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

70 坪 ②3.8 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/5 

謬 ．2 ③灰白色 ナデ。

25-3 須恵器 ①(13.5) ①J;・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～底部

70 坑 ②3.9 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 3/5 

謬 ．8 ③灰白色 ナデ。
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26-4 須恵器 ①18.6 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～裔台

70 坑 ⑮ .1 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 覆土 部1/2

③灰白色 部回転ナデ。内外面燻し。

26-5 須恵器 ①(14.5) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

70 坑 ②3.7 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 覆土 部1/2

③ .6 ③灰黄色 部回転ナデ。

26-6 須恵器 ①14.5 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

70 碗 ②5.1 ②遠元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 掘り方 部2/3

③ .7 ③灰色 部回転ナデ。

26-7 須恵器 ①15.1 ①砂 ・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 掘り方 ほぽ完形

70 婉 R3.5 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底

③7.5 ③灰色 部回転ナデ。

26-8 須恵器 ①15.0 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁～高台部

70 碗 ②5.3 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 上端4/5

③灰色 部回転ナデ。

26-9 須恵器 ① (16.0) ①砂 ロクロ整形。 内外面口縁部～胴部回転ナデ。 士坑 l 口縁部～胴部

70 碗？ ②3.8 ②還元焔 1/3 

③灰色

26-10 須恵器 ①(15.0) ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。掘り方 口縁部～胴部

70 皿 ②2.3 ②還元焔 1/3 

③灰色

26-11 須恵器 ① (10.0) ①砂 ロク ロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 土坑 1 口縁～体部片

70 椀 ②11.5 ②還元焔

筒形 ③灰色

26-12 土師器 ① (21.0) ①砂 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、口縁部上端 土坑 l 口縁部～胴部

7 甕 ②7.5 ②酸化焔 横ヘラ削り 。内：口縁部横ナデ、胴部上端横 上端1/4

③灰褐色 ヘラナデ。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状 況

26-13 凹石 安山岩 ①11.7 ②7.5 径1cmの凹み穴。 2ヶ所に摩痕。 貯蔵穴 部分

70 ③ .2 ④360 
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第27図 23号住居跡出土遺物
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l区23号住居跡

図番 土器種別 法 鼠（cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

27-1 須恵器 ①(14.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁～底部

70 坪 ②3.6 ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/3 

③ (7.3) ③黄灰色 ナデ。

27-2 須恵器 ①(13.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁～底部

70 坪 ②3.9 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/3 

③ (7.0) ③灰色 ナデ。

27-3 須恵器 ① (14.6) 暉少・ 白色鉱物 ロクロ整形。右回転。 外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

70 坪 ②3.9 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/5 

③ (7.6) ③灰色 ナデ。

27-4 須恵器 Q砂・小石白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外．胴部回転ナデ、底 掘り方 胴部～高台部

70 婉 ②2.3 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転 2/3 

③ .8 ③灰色 ナデ。

27-5 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 掘り方 胴部～高台部

70 婉 ②2.3 ②還元焔 部回転糸切後商台貼付。内：胴部～底部回転 3/5 

③ (6.5) ③灰白色 ナデ。

27-6 須恵器 ①砂白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底部回 住居床面 胴部～高台部

70 碗 ②2.9 ②還元焔 転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転ナデ。 1/4 

③ (6.6) ③灰黄色 内外面燻し

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

27-7 台石 安山岩 ①14.0 ②14.5 両面に摩耗痕と煤多量に付着。 南壁寄り 完形

70 ③>4.0 ④1,320 

8 こも編石 安山岩 ①10.2 ②7.8 両面に摩耗痕と先端に敲打痕。 覆土 1/2 

71 ③ .1 ④800 写真のみ， 台石 砂岩 ①14.5 ②15.1 全面に摩耗痕。 南面コー 完形

71 ③5.2 ④1,550 ナー 写真のみ
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24号住居跡出土遺物 (2)

l区24号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

28-1 須恵器 ①(12.0) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁～底部

71 坪 ②3.2 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/3 

③灰色 ナデ。

28-2 須恵器 ①(12.6) (Dli'J; • 白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

71 坪 ②3.6 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 掘り方 2/5 

③5.8 ③灰白色 ナデ。

28-3 須恵器 ① (13.8) ①砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁～底部

71 坪 ②3.8 ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 掘り方 1/4 

③ (6.4) ③灰黄褐色 ナデ。

28-4 須恵器 〇少・小石 • 白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 掘り方 胴部～底部

71 坪 ②2.2 ②還元焔 部回転糸切。内：胴部～底部回転ナデ。

謬．0 ③灰色
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28-5 須恵器 ①(13.9) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

71 坑 ②5.5 ②還元焔 デ、底部回転糸切後尚台貼付。内：口縁部～底 覆土 部1/3

③7.1 ③灰白色 部回転ナデ。

28-6 須恵器 ① (14.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

71 坑 ②5.2 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部1/2

③7.6 ③灰色 部回転ナデ。

29-7 須恵器 ①15.2 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 完形

71 坑 ②5.9 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底

③7.8 ③灰白色 部回転ナデ。

29-8 須恵器 ① (15.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

71 坑 ②5.4 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部1/3

③ (7.8) ③灰色 部回転ナデ。

29-9 須恵器 ①(14.3) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。掘り方 口縁部～胴部

71 坑 Ri.5 ②還元焔 ③灰白色 1/3 
29-10 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部下半回転ナデ、底 住居床面 胴部下半～高

71 坑 ②2.3 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部下半～底部回 台部

③7.0 ③灰色 転ナデ。

29-11 須恵器 ⑰J; •小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下半回転ナデ、底部回転 掘り方 胴部下半～高

71 婉 ②2.4 ②還元焔 糸切後高台貼付。内：胴部下半～底部回転ナデ。 台部

③5.9 ③灰色

29-12 土師器 ① (21.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

71 甕 ②5.0 ②酸化焔 ヘラ削り 。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 上端1/6

③にぶい褐色 ナデ。

29-13 土師器 ①20.0 ①砂・白色鉱物・雲母 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

71 甕 ②3.8 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 上端破片

③にぶい赤褐色 ナデ。

29-14 土師器 ①砂白色鉱物 外：胴部下端縦ヘラ削り、底部粘土継ぎ足し 掘り方 胴部下端～底

71 甕 ②3.0 ②酸化焔 後ヘラ削り。内：胴部下端～底部ヘラナデ。 部

③ .0 ③1こぶい橙 ．にぶい赤褐色 外面油煙付着。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

29-15 磨石 安山岩 ①15.6 ◎沿．3 全面に摩耗痕と側面に敲打痕。 南壁寄り 完形

71 ③ .9 ④780 

29-16 こも絹石 安山岩 ①16.1 ②:6.3 片面に磨面。 覆土 ほぽ完形

71 @4.1④710 
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第30図 25号住居跡出土遺物

1区25号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

30-1 土師器 ① (13.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部上端ヘラ削り。 覆土 口縁部～底部

71 坪 ②2.8 ②酸化焔 内：口縁部横ナデ、胴部～底部上端ナデ、一部 上端1/4

③明赤褐色 指頭痕。

30-2 土師器 ①(13.0) ①砂・白色鉱物 外．口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り 。内：覆土 口縁部～底部

71 坪 ②3.3 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 2/5 

③明赤褐色

30-3 土師器 ①(12.6) ①砂白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り 。内：住居床面 口縁部～底部

71 杯 ②3.4 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 2/5 

③にぶい黄橙色

30-4 土師器 ①13.7 ⑬J;・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：住居床面 ほぽ完形

71 坪 ②3.8 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。

③にぶい橙色
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第31図 26号住居跡出土遺物

l区26号住居跡

ロ ：［王底径口ここ③色晶

③褐色

出土
成・整形技法の特徴 残存状況
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第32図 27号住居跡出土遺物（ 1)
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第33図 27号住居跡出土遺物（ 2)

l区27号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

32-1 土師器 ① (12.0) ①砂・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

71 坪 ②3.8 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/4 

③橙色

32-2 須恵器 ① (13.0) 謬少・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転、外：口縁部～胴部回転ナ カマド 口縁部～高台

71 碗 ⑫ .6 ②酸化焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部3/5

③7.3 ③にぶい褐・黒褐色 部回転ナデ。

32-3 須恵器 ①(13.8) ①砂•小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、高 住居床面 口縁部～高台

71 婉 ②5.4 ②還元焔 台部貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 部1/5

③ (7.2) ③灰色

32-4 須恵器 ①(13.5) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ カマド 口縁部～高台

71 碗 ②5.9 ②半還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部1/4

③ (7.0) ③にぶい橙色 部回転ナデ。

32-5 須恵器 ① (14.1) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ カマド 口縁部～高台

71 碗 ②4.9 ②半還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 掘り方 部2/3

⑮ .4 ③にぶい黄掲色 部回転ナデ。

32-6 須恵器 ①13.8 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ カマド 口縁～底部

71 婉 ② .8 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 掘り方 4/5 

⑮ .5 ③灰色 部回転ナデ。

32-7 須恵器 ①15.2 i砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

71 塊 ②5.7 ②半還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 覆土 部5/6

③ .4 ③灰黄色 部回転ナデ。

32-8 須恵器 ①(18.0) ⑰砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 住居床面 口縁部～胴部

72 婉 ②5.6 ②半還元焔 内外面に油煙付着。 掘り方 1/3 

③灰黄色

32-9 土師器 ①(10.2) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、 一部指頭痕、胴部上半横 掘り方 口縁部～胴部

72 台付甕 ②7.4 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上半ヘラ 上半1/4

③にぶい赤褐色 ナデ。内外面に油煙付着。

32-10 土師器 ①(12.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕・指頭痕、胴部 掘り方 口縁部～胴部

72 台付甕 ⑫ .3 ②酸化焔 上端横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、一部輪 上端1/3

③にぶい赤褐色 積痕、胴部上端ヘラナデ。内外面に油煙付着。

32-11 土師器 ①砂白色鉱物 外：胴部下半縦ヘラ削り。内：胴部下半～底部 カマド 胴部下半～底

72 甕 ②8.7 ②酸化焔 ヘラナデ。外面油煙付着。 掘り方 部1/3

③ (3.5) ③にぶい橙色

33-12 須恵器 ⑪砂・小石・白色鉱物 外：胴部下半縦ヘラ削り。内：胴部下半ヘラナ 住居床面 胴部下半～底

72 甕 ②6.5 ②酸化焔 デ。外面油煙付着。 カマド 部2/3

③8.0 ③橙色 掘り方

27 



I区

33-13 須恵器 ①(19.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部上端回転ナデ、 カマド 口縁部～胴部

72 羽釜 ②7.0 ②酸化焔 鍔部貼付。内：口縁部～胴部上端回転ナデ。 上端破片

③明赤褐色

33-14 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部上半回転ナデ、胴部下端 住居床面 胴部～底部

72 羽釜 ②22.8 ②酸化焔 ヘラ削り。内：胴部回転ナデ、一部輪積痕。内 カマド 1/4 

③8.2 ③にぶい黄橙色 外面油煙付着。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

15 丸石 安山岩 ①5.9 ◎)4.5 麿耗痕。 東壁寄り 完形

72 ③3.6 ④135 写真のみ
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第34図 28号住居跡出土遺物

l区28号住居跡

図番 土器種別 法 昼 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

34-1 須恵器 ①(11.7) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 口縁～底部

72 坪 ②3.9 ②酸化焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 2/5 

③ (5.6) ③にぶい黄橙色 ナデ。

34-2 須恵器 ①(14.1) ①砂・小石白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 カマド 口縁部～高台

72 椀 ②5.1 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 部1/6

③ (5.4) ③灰白色 転ナデ。
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第35図 29号住居跡出土遺物 （1)
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第36図 29号住居跡出土遺物 (2)

I区29号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

35-1 須恵器 ①14.2 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ カマド 完形

72 坪 ②3.5 ②還元焔 デ、底部回転糸切、内：口縁部～底部回転ナ

③7.2 ③灰白・灰色 デ。外面燻し。

35-2 須恵器 ① (13.4) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁～底部

72 坪 ②4.0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/4 

◎ .0 ③灰白色 ナデ。

35-3 須恵器 ①14.2 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ ピット 7 口縁部～高台

72 婉 ②5.0 ②還元焔 デ。底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部3/4

③7.3 ③灰白色 部回転ナデ。

35-4 須恵器 ①(14.4) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～高台

72 婉 ②5.0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後商台貼付。内：口縁部 部2/5

③ (7.6) ③灰白色 ～底部回転ナデ。内外面燻し。

35-5 須恵器 ①砂 ・小石 • 白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部下半回転ナデ、底 掘り方 胴部下半～高

72 碗 ②2.5 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部下半～底部回 台部

@6.4 ③灰白色 転ナデ。

35-6 須恵器 Q砂 ロクロ整形。外：胴部下半回転ナデ、底部回 カマド 胴部下半～高

72 碗 ②3.0 ②酸化焔 転糸切後高台貼付。内：胴部下半～底部回転 台部1/3

③ (8.5) ③にぶい黄橙色 ナデ。

36-7 土師器 ①(18.4) ①砂白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕・指頭痕、胴部 住居床面 口縁部～胴部

72 甕 ②11.2 ②酸化焔 上半横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上 上半1/5

③にぶい赤褐色 半ナデ。

36-8 土師器 ①砂・白色鉱物 外：胴部下半縦ヘラ削り。内：胴部下半～底部 住居床面 胴部下半～底

72 甕 ②9.9 ②酸化焔 ヘラナデ。外面油煙付着。 掘り方 部1/4

③ (4.4) ③にぶい赤褐 ・黒褐色

36-9 須恵器 Q砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ。内：胴部 掘り方 胴部下端～底

72 甕 ②7.0 ②半還元焔 下端～底部回転ナデ。 部1/4

③ (16.0) ③灰黄色
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第37図 31号住居跡出土遺物
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l区31号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

37-1 土師器 ①(12.4) ①砂•白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

72 坪 ② .3 ②酸化焔 口縁部～胴部横ナデ、底部ナデ。内外面油煙 2/5 

③にぶい褐色 付済。

37-2 須恵器 ①(14.0) ①砂・白色鉱物・雲母 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 住居床面 口縁部～胴部

72 坪 ②刈．7 ②還元焔 1/6 

③灰色
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第38図 32号住居跡出土遺物
I区32号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

38-1 土師器 ①(12.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 掘り方 口縁部～底部

72 坪 ②2.3 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 1/4 

③にぶい赤褐色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

38-2 石鏃 黒曜石 ①3.0 ②1.6 北壁寄り 一部欠損

③O.4 ④ .13 
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第39図 33号住居跡出土遺物 （1) ゜
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第40図 33号住居跡出土遺物（ 2)

I区33号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

39-1 須恵器 ①13.4 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 完形

72 坪 ②3.3 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

③7.2 ③灰褐色 ナデ。

39-2 須恵器 ①(13.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

72 杯 ②3.8 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/4 

③ (6.4) ③灰色 ナデ。

39-3 須恵器 ①(14.6) ⑤砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～高台

72 碗 ②5.8 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 部1/5

③ (8.7) ③灰色 ～底部回転ナデ。。

39-4 須恵器 ①砂・小石 ロク ロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 掘り方 胴部～高台部

72 婉 ②3.5 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転 2/3 

⑤ .3 ③灰白色 ナデ。

39-5 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外．胴部回転ナデ、底部回転糸 住居床面 胴部～高台部

73 婉 ②3.0 ②還元焔 切後高台貼付。内：胴部～底部回転ナデ。 2/3 

③7.2 ③灰色

40-6 土師器 ① (21.0) ①砂・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕・輪積痕、胴部 住居床面 口縁部～胴部

73 甕 ②9.2 ②酸化焔 上半横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上 上半1/4

③橙色 半ヘラナデ。内外面油煙付着。

39-7 土師器 ① (16.0) ①少・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上半横 住居床面 口縁部～胴部

73 甕 ②10.8 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上半ヘラ 上半1/4

③にぶい橙色 ナデ。外面油煙付着。

40-8 須恵器 ① (19.1) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、胴部 住居床面 口縁部～胴部

73 甕 ②17.8 ②還元焔 下端ヘラ削り。内：口縁部～胴部回転ナデ。内 覆土 1/3 

③灰白色 外面油煙付着

こ 1
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 □。

第41図 34号住居跡出土遺物 （1)

1 : 3 10cm 
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第42図 34号住居跡出土遺物 (2)

l区34号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高③底径 状況

41-1 土師器 ① (12.6) 瞑少・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁～底部

73 杯 ②3.5 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 1/4 

③にぶい褐色

41-2 灰釉陶器 ①(14.4) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部上半回転ナデ、 覆土 口縁部～高台

73 坑 ② .9 ②還元焔 胴部下半回転ヘラ削り、底部高台貼付。内： 部1/6

③灰白色 口縁部～底部回転ナデ、全面施釉。

42-3 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 外：胴部叩き目、一部自然釉。内：あて具痕、― 住居床面 胴部片

73 甕 ②還元焔 部輪積痕。

③灰色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

41-4 砥石 砂岩 ① (9.5) ②5.5 4面を使用。 覆土 片端欠

73 ③3.2 ④170 

口 口 ＼こ二／ク3

二 □ 口—__ -5 口＝／
~"" 6 

` ` 

゜
1 : 3 10cm 

第43図 35号住居跡出土遺物 （1)
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1区35号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

43-1 須恵器 ① (12.8) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

73 坪 ②3.9 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/5 

③ (7.0) ③灰白色 ナデ。

43-2 須恵器 ①(12.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～底部

73 坪 @.9 ②酸化焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 2/3 

③5.0 ③にぶい橙色 ナデ。

43-3 須恵器 ①池； • 小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 掘り方 胴部～底部

73 杯 ②2.5 ②半還元焔 部回転糸切。内：胴部～底部回転ナデ。 覆土 2/3 

③ .4 ③にぶい橙色

43-4 須恵器 ① (13.6) ⑪砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

73 婉 ②5.7 ②半還元焔 部高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 部2/3

◎ .2 ③明灰褐色
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43-5 須恵器 ①(14.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～裔台

73 坑 ②5.5 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 覆土 部1/2

③7.6 ③灰白色 部回転ナデ。

43-6 須恵器 ① (15.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 カマド 口縁部～高台

73 碗 ②5.3 ②半還元焔 部高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 掘り方 部1/4

③ (8.0) ③浅黄色

44-7 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底部回 住居床面 胴部～高台部

73 坑 ②3.0 ②半還元焔 転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転ナデ。 2/3 

③7.4 ③にぶい橙色

44-8 灰釉陶器 ①砂白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部回転ナデ、底部高台貼 住居床面 胴部～高台部

73 婉 ②1.7 ②還元焔 付後回転ナデ。内：胴部～底部回転ナデ。 3/5 

⑤ .8 ③灰白色

44-9 灰釉陶器 ①14.4 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 掘り方 口縁部～高台

73 碗 ② .3 ②還元焔 部高台貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回 部1/2

③7.5 ③灰白色 転ナデ。内外面口縁部～胴部施釉。

4-10 土師器 ①(18.2) ①砂・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

73 甕 ②5.4 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 上端1/5

③にぶい赤褐色 ナデ。

44-11 須恵器 ① (19.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部上半回転ナデ、 住居床面 口縁部～胴部

73 羽釜 ②7.4 ②半遠元焔 鍔部貼付。内：口縁部～胴部上半回転ナデ。 掘り方 上半1/5

③にぶい橙色

44-12 須恵器 ① (20.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部上端回転ナデ、 掘り方 口縁部～胴部

73 羽釜 ② .0 ②還元焔 鍔部貼付。内：口縁部～胴部上端回転ナデ。 上端破片

③灰色

44-13 灰釉陶器 ①8.5 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。口縁部～胴部は丁寧に除かれて 住居床面 完形

73 転用硯 ②1.5 ②還元焔 いる。内外面底部は磨られている。転用硯か。

③9.0 ③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

44-14 砥石 流紋岩 ①10.3 ②5.5 3面を使用。 西壁寄り 1/2 

73 ③3.1 ④150 

16 デイサイト ⑮ .3 ②5.3 1面に磨面。 貯蔵穴 完形

73 ③3.9 ④100 写真のみ

17 安山岩 ①8.3 ②5.7 1個の凹み穴。 中央部 完形

73 ③ .8 ④150 写真のみ

図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅厚さ 厘量Ig) 残存状態
44-15 鉄製品 7.3 1.3 0.6 6 掘り方 茎部残存

73 刀子 1/2残存
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第45図 36号住居跡出土遺物

l区36号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

45-1 灰釉陶器 ① (16.5) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

碗 ②5.4 ②還元焔 部高台貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回 部2/5

③7.6 ③灰白色 転ナデ。内外面口縁部～胴部上半施釉。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

45-2 石鏃 黒曜石 ①1.6 ②1.0 南西コー 完形

@J.2 ⑬ .16 ナー

3 デイサイト ①7.8 ②8.1 部分的に摩耗痕。 覆土 完形

74 ③5.8 ④180 写真のみ
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第46図 37号住居跡出土遺物
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l区37号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

46-1 須恵器 ①11.6 ①砂赤色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 ほぽ完形

74 杯 ② .1 ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部底部回転ナ

③5.4 ③浅黄橙色 ア`―•o 

46-2 須恵器 ① (12.2) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

74 婉 ②5.2 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部2/5

③ (5.8) ③灰色 部回転ナデ。

46-3 須恵器 ①(13.0) ①砂白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 土坑 口縁部～高台

74 婉 ②5.2 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部2/5

③ (5.8) ③灰白色 部回転ナデ。

46-4 須恵器 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底部回 土坑 胴部～高台部

74 婉 ②3.2 ②還元焔 転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転ナデ。 2/3 

③(8.0) ③灰色 内外面燻し。

46-5 灰釉陶器 ①細砂 ロクロ整形。外：胴部回転ナデ、底部は回転 住居床面 胴部～高台部

74 婉 ②3.5 ②還元焔 箆ナデ後高台貼付。内：胴部～底部回転ナデ。 1/4 

③ (7.6) ③灰白色 外面口縁部、内面口縁部～胴部施釉。

46~6 灰釉陶器 ① (14.0) ①細砂・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。土坑 口縁部～胴部

74 碗 ②3.5 ②還元焔 外面口縁部、内面口縁部～胴部施釉。 カマド 破片

③灰白色

46-7 須恵器 ① (21.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部上端回転ナデ。 土坑 口縁部～底部

74 羽釜 ②26.8 ②半還元焔 胴部中央～胴部下半ヘラ削り、鍔部は貼付。 カマド 1/3 

③7.0 ③にぶい黄褐色 内：口縁部～底部回転ナデ。内外面油煙付着。

46-8 須恵器 ① (21.1) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部上半回転ナ 土坑 口縁部～胴部

74 羽釜 ②13.0 ②半還元焔 デ。鍔部は貼付。 カマド 上半2/5

③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況， 磨石 閃緑岩 ①10.5 ②8.1 両面に磨面。 覆土 完形

74 ③2.7 ④390 写真のみ

＿＿ 口 二三

II 2 

゜
1 : 3 10cm 

第47図 38号住居跡出土遺物

I区38号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

47-1 須恵器 ①(13.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

74 坪 ②3.7 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後底部上端回転ヘラ削 2/5 

③8.7 ③灰白・黄灰色 り。内：口縁部～底部回転ナデ。

47-2 土師器 ① (26.2) ①砂白色鉱物 外：口禄部横ナデ、一部指頭痕・輪積痕、胴部 住居床面 口縁部～胴部

74 甕 ②9.0 ②酸化焔 上端横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端 上端1/6

③明赤褐色 ナデ。
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I区

l区39号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

48-1 須恵器 ①10.2 Q砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～底部

74 坪 ②3.7 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 覆土 4/5 

③5.0 ③灰白色 ナデ。

48-2 須恵器 ①11.6 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～底部

74 坪 R1.5 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 4/5 

③5.5 ③灰色 ナデ。

48-3 須恵器 ① (12.4) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 口縁部～底部

74 坪 ②3.2 ②酸化焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 覆土 3/5 

③ (5.0) ③灰褐色 ナデ。

48-4 須恵器 ①10.7 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 掘り方 口縁部～高台

74 椀 ② .4 ②酸化焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 部3/4

③6.2 ③にぶい橙色 ～底部回転ナデ

48-5 須恵器 ①(11.5) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

74 婉 (m.2 ②還元焔 部高台貼付後ナデ。内：口縁部～底部回転ナ 掘り方 部1/3

③ (5.0) ③灰白色 ァ一ャ。

48-6 須恵器 ①12.0 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 掘り方 口縁部～高台

74 坑 ② .6 ②還元焔 デ、底部回転糸切後、高台貼付。内：口縁部 部4/5

③ .2 ③灰白色 ～底部回転ナデ。

48-7 須恵器 ①(12.4) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底部 掘り方 口縁部～高台

74 碗 ②3.9 ②酸化焔 高台貼付後ナデ、内：口縁部～底部回転ナデ。 覆土 部］／3

◎.o ③にぶい褐色

48-8 須恵器 ① (13.5) ⑤J;・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底部 住居床面 口縁部～高台

74 碗 ②5.9 ②酸化焔 高台貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回転 カマド 部2/5

③7.4 ③にぶい黄橙色 ナデ。内黒。

48-9 須恵器 ① 04.8) 暉J; • 小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 貯蔵穴 口縁～胴部
74 碗 ② .5 ②酸化焔 内黒。 掘り方 1/3 

③にぶい黄橙色

48-10 須恵器 ①(15.0) ①J; ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、一 住居床面 口縁部～高台

74 碗 ② .4 ②酸化焔 部輪積痕、底部高台貼付。内：口縁部～胴部 覆土 部上端1/3

③にぶい黄褐色 回転ナデ。

48-11 須恵器 〇少・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ、底部高 住居床面 胴部下端～高

74 皿？ ②3.0 ②酸化焔 台貼付後ナデ。内：胴部下端～底部回転ナデ。 台部

⑮ .4 ③にぶい橙色

48-12 須恵器 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ、底部高 カマド 胴部下端～高

74 坑 ②3.2 ②酸化焔 台貼付後ナデ。内：胴部下端～底部回転ナデ。 台部

③7.8 ③にぶい橙色

48-13 灰釉陶器 ① (15.5) ①細砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～高台

74 坑 ②4.4 ②遠元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 部1/4

③(8.0) ③灰白色 ～底部回転ナデ。外面口縁部～胴部上端・内

面口縁部～胴部施釉。

48-14 灰釉陶器 ① (13.8) ①細砂 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

74 婉 ② .4 ②還元焔 部高台貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回 掘り方 部2/5

③ (7.0) ③灰白色 転ナデ。内外面口縁部～胴部上半施釉。 覆土

48-15 灰釉陶器 ① (14.7) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

74 皿 ②3.3 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部3/5

③7.2 ③灰白色 部回転ナデ。内外面口縁部～胴部上半施釉。

49-16 須恵器 ①(18.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部貼付。内外面口縁部～胴 住居床面 口縁部～胴部

74 羽釜 ②7.5 ②還元焔（一部半還元焔） 部上端回転ナデ。 上端1/8

③灰色

49-17 須恵器 ① (21.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部は貼付。内外面口縁部～胴 カマド 口縁部～胴部

75 羽釜 ②13.3 ②酸化焔 部上半回転ナデ。 上半1/5

③橙色

49-18 須恵器 ① (20.9) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：鍔部貼付、口縁部～胴部上 カマド 口縁部～胴部

75 羽釜 ②24.5 ②半還元焔 半回転ナデ、胴部下半縦ヘラ削り。内：D縁 覆土 1/2 

③にぶい褐・灰白色 部～胴部回転ナデ、口縁部一部輪積痕。

49-19 須恵器 ① (22.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部貼付。内外面口縁部～胴 カマド 口縁部～胴部

75 羽釜 ②8.5 ②半還元焔 部上半回転ナデ。 覆土 上半1/5

③にぶい褐色

49-20 須恵器 ① (22.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部貼付。外：口縁部～胴部上 カマド 口縁部～胴部

75 羽釜 ②14.9 ②酸化焔 半回転ナデ、胴部下半縦ヘラ削り。内：口縁 1/8 

③灰褐色 部～胴部回転ナデ、一部指頭痕・輪積痕。

49-21 須恵器 ① (24.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部貼付。外：口縁部～胴部上半 住居床面 口縁部～胴部

75 羽釜 ②18.0 ②半還元焔 回転ナデ、胴部下半縦ヘラ削り。内：口縁部～ 1/3 

③褐灰色 胴部回転ナデ。内外面一部輪積痕、油煙付着

49-22 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部上半回転ナデ、胴部下半 住居床面 胴部～底部

75 羽釜 ②18.3 ②半還元焔 縦ヘラ削り。内：胴部回転ナデ、一部輪積痕、 カマド 1/3 

③ (6.0) ③灰黄褐色 胴部下端～底部ヘラナデ。内外面油煙付着。 覆土
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図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

50-23 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外面胴部中央回転ナデ、油煙 住居床面 胴部中央1/3

75 羽釜 ②12.2 ②酸化焔 付恙。 カマド

③にぶい橙色 覆土

50-24 須恵器 ① (26.8) ①砂・小石白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部回転ナデ、頸部ヘラ カマド 口縁部～頸部

75 鉢 ②8.9 ②酸化焔 ナデ。内：口縁部～頸部回転ナデ。内外面油 破片

③褐色 煙付着。

50-25 緑釉陶器 ①12.1 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

75 婉 ② .5 ②還元焔 部高台貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回 部2/3

③7.3 ③灰 ・オリーブ灰色 転ナデ。内外面全面施釉。

50-26 緑釉陶器 ①砂 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ、 住居床面 口縁部～胴部

75 皿 ②8.5 ②還元焔 全面施釉。 破片

③灰白色

50-27 須恵器 ①砂・小石・ 白色鉱物 外：胴部叩き目。内：胴部ナデ、一部指頭痕。 住居床面 胴部片

75 大甕 ②21.0 ②還元焔

③暗灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

50-28 砥石 安山岩 ①13.4 ②7.3 先端に敲打痕。全面に摩耗痕。 完形

75 ③ .5 ④885 

31 磨石 安山岩 ①8.8 ②9.3 部分的に摩耗痕。 中央部 部分

75 ③ .0 ④550 写真のみ

図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴
図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅厚さ重量{g) 残存状態 p L 長さ 幅厚さ重量Ig) 残存状態
50-29 鉄製品 6.5 1.2 0.4 4 覆土 茎部残存 50-30 鉄製品 3.1 0.9 0.5 1 覆土 有釘頭。断面は

75 刀子 1/2残存 75 釘 ほぽ完形 四角形。
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竪穴住居跡

1区40号住居跡

図番 土器種別 法量 （cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

51-1 土師器 ①13.4 ①砂・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕、胴部ヘラナ 住居床面 ほぼ完形

75 坑 ②5.5 ②半還元焔 デ、底部尚台貼付後ナデ。内：口縁部横ナデ、 （高台部欠く）

③灰褐色 胴部～底部ヘラナデ。内外面油煙付着。

51-2 須恵器 ①(12.4) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～底部回転 カマド 口縁部～底部

75 坪 ②3.3 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 覆土 1/2 

③7.6 ③灰色 ナデ。

51~3 須恵器 ①(13.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外面：口縁部～胴部回転ナデ。 住居床面 口縁部～胴部

75 坑 ② .7 ②還元焔 覆土 1/4 

③灰黄色

51-4 灰釉陶器 ①砂・小石 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 住居床面 胴部～高台部

75 婉 ②3.5 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転 2/3 

③7.0 ③灰白色 ナデ。外面胴部上半、内面胴部～底部施釉。

51-5 灰釉陶器 ①(16.4) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

75 碗 ②5.9 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部1/3

③8.2 ③灰白色 部回転ナデ。

51—6 灰釉陶器 ①19.8 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～高台

76 皿 ②2.1 ②還元焔 ナデ、底部糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部5/6

③ .5 ③灰白色 部回転ナデ。内面口縁部～胴部施釉。

51-7 須恵器 ①4.2（摘み部） ⑤砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。摘み部貼付。外：天井部上半回 住居床面 ほぽ完形

76 蓋 ②3.5 ②還元焔 転ヘラ削り、天井部下半～口縁部回転ナデ。

③15.5 ③灰白色 内：天井部～口縁部回転ナデ。

52-8 土師器 ①19.4 c砂・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上半横 カマド 口縁部～胴部

76 衷ム ②18.0 ②酸化焔 ヘラ削り、胴部下半縦ヘラ削り。内：口縁部 覆土 3/5 

③橙色 横ナデ、胴部ナデ、 一部輪積痕。

52~9 土師器 ①(19.5) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横ヘ 貯蔵穴 口縁部～胴部

76 甕 ②11.6 ②酸化焔 ラ削り、胴部中央斜めヘラ削り。内：口縁部横 掘り方 上半1/3

③橙色 ナデ、一部輪積痕、胴部ヘラナデ。内外面油

煙付着。

52-10 土師器 ① (20.4) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

76 甕 ②8.5 ②酸化焔 ヘラ削り 。内：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴 貯蔵穴 上端2/5

③明赤褐色 部上端ヘラナデ。内外面油煙付着。 掘り方

52-11 土師器 ① (21.7) ⑰少白色鉱物雲母 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

76 甕 ②7.7 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 貯蔵穴 上端1/3

③明赤褐色 ナデ。 掘り方

52-12 土師器 ①22.2 ①砂 • 白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横ヘ カマド 口縁部～胴部

76 甕 ②9.5 ②酸化焔 ラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ナデ。内 覆土 上端3/5

③橙色 外面油煙付着。

52-13 土師器 ① (24.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横ヘ 貯蔵穴 口縁部～胴部

76 甕 ②9.6 ②酸化焔 ラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ナデ。 掘り方 上端破片

③明赤褐色

52-14 須恵器 ①21.7 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。頸部貼付。内外面口縁部～肩部 貯蔵穴 口縁部～肩部

76 甕 ②7.2 ②還元焔 回転ナデ。 掘り方 4/5 

③灰色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

52-15 石製品 ガラス質安山岩 ①7.5 ＠刈．4 蛇尾と思われる。 北壁寄り 1/2 

76 帯金具 ⑳ .8 ④ o 
52-16 磨石 安山岩 ①8.7 ⑫沿．3 両面に磨面。 東壁寄り 完形

76 ③3.6 ④150 
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第53図 41号住居跡出土遺物

1区41号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

53-1 土師器 ①13.8 ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

76 坪 ②3.5 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 掘り方 1/2 

③にぶい赤褐色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

53-2 磨石 安山岩 ①13.8 ②8.0 両面に磨面。 覆土 完形

76 ③3.8 ④沿20
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第54図 42号住居跡出土遺物
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竪穴住居跡

l区42号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

54-1 土師器 ①(12.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：住居床面 口縁部～底部

76 坪 ②3.1 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/4 

③にぶい橙色

54-2 須恵器 ①(12.4) QJ; • 白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～底部

76 杯 ②3.8 ②還元焔 部回転ヘラナデ。内：口縁部～底部回転ナデ。 1/2 

③灰白色 内外面燻し。

54-3 土師器 ① (25.3) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕、胴部上端横ヘ 住居床面 口縁部～胴部

76 甕 ◎ .0 ②酸化焔 ラ削り。内：口縁部横ナデ。内外面油煙付着。 カマド 上端1/3

③明赤褐色

54-4 土師器 ① (24.2) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕・指頭痕、胴部 住居床面 口縁部～胴部

76 甕 ◎ .4 ②酸化焔 上端横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上 カマド 上端1/3

③赤褐色 端ヘラナデ。内外面油煙付舒。

54-5 土師器 ①砂・白色鉱物 外：胴部下半縦ヘラ削り 、底部ヘラ削り。内：住居床面 胴部下半～底

76 甕 ②9.7 ②酸化焔 胴部下半～底部ヘラナデ、 一部輪積痕。内外 カマド 部1/3

③7.0 ③にぶい赤褐色 面油煙付着。 掘り方

こニロニ 2
 

4
 

5
 

＝／ 

二
8
 

7
 

［
 
¥¥ 10 

第55図 44号住居跡出土遺物（ 1)
゜

1 : 3 10cm 

45 



I区

□¥¥ 
11 

E
 
／ 
□ニロロ

13 

/―□ -==----— ~\ 
14 

三
ノー

／
 、12
口―-

1 / 

15 

Ii 

ーロ＇
I
 

J
 

゜
(11~17) 
1 : 3 10cm 

゜
(18) 

1 : 4 10cm 

／
ロ

第56図 44号住居跡出土遺物 （2)

46 



竪穴住居跡

゜

口
21 口

22 

第57図 44号住居跡出土遺物（ 3)

20 

ーロ
3
 

ー

2

゜
(20~23) 
1 : 3 10cm 

47 



I区

I区44号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成 ・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

55-1 土師器 ① (12.6) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：住居床面 口縁部～底部

77 坪 ②3.0 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/3 

③ (8.2) ③褐色

55-2 土師器 ①(13.4) C砂白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 覆土 口縁部～底部

77 杯 ②3.7 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 1/4 

③褐色

55-3 土師器 ① (13.8) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

77 坪 ② .0 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 掘り方 2/5 

麟色

55-4 土師器 ① (12.7) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内：掘り方 口縁部～底部

77 坪 ②3.6 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/2 

③にぶい赤褐色

55-5 土師器 ①12.8 G少・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 住居床面 口縁部～底部

77 坪 ② .9 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 4/5 

③明赤褐色

55-6 土師器 ①18.6 Q溺・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。 内： 住居床面 口縁部～底部

77 鉢 R3.7 ②酸化焔 口緑部横ナデ、胴部～底部ナデ、一部指頭痕。 3/4 

③橙色

55-7 須恵器 ①12.7 〇少・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 完形

77 坪 ②3.1 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

③8.0 ③灰白色 ナデ。

55-8 須恵器 ①3.6 摘み部 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。 外：擬宝珠摘みは貼付、 掘り方 完形

77 蓋 ②3.1 ②還元焔 天井部～口縁部回転ナデ。内：天井部～底部

③13.5 ③灰色 回転ナデ。

55-9 土師器 ①19.6 該少・小石・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上半横 住居床面 3/4 

77 甕 ②26.8 ②酸化焔 ヘラ削り、胴部下半たてヘラ削り。内：口縁 カマド

③3.8 ③橙色 部横ナデ、胴部ヘラナデ。内外面油煙付着。 覆土

55-10 土師器 ① (19.8) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

77 甕 ② .2 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 掘り方 上端破片

③明赤褐色 ナデ。

56-11 土師器 ① (19.8) ①砂・小石白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

77 甕 ②5.7 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 掘り方 上端2/5

③明赤褐色 ナデ。 覆土

56-12 土師器 ① (20.9) ⑰少・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、 一部輪積痕・指頭痕、胴 住居床面 口縁部～胴部

77 甕 ②5.4 ②酸化焔 部上端横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部 上端破片

③にぶい赤褐色 上端ヘラナデ。

56-13 土師器 ① (22.1) c砂白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕。内：横ナデ。 住居床面 口縁片

77 甕 ②3.9 ②酸化焔 覆土

③にぶい橙色

56-14 土師器 ① (22.6) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

77 甕 ②5.1 ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 上端1/6

③にぶい褐色 ナデ。

56-15 土師器 ① (24.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 住居床面 口縁部～胴部

77 甕 ②10.4 ②酸化焔 ヘラ削り、胴部上半斜めヘラ削り。内：口縁 上半1/3

③明赤褐色 部横ナデ、胴部上端ヘラナデ。

56-16 土師器 ①13.8 GJ; • 白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上半横 住居床面 口縁部～脚部

77 台付甕 ②17.5 ②酸化焔 ヘラ削り、胴部下半縦ヘラ削 り、脚部貼付。 上端5/6

③にぶい橙色 内：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラナデ。内

外面油煙付着。

56-17 土師器 ①砂・小石・白色鉱物 外：胴部下半は縦ヘラ削り、脚部貼付後横ナ 住居床面 胴部下半～脚

77 台付甕 ②8.4 ②酸化焔 デ。内面：胴部下半ナデ一部指頭痕、脚部横 床下土坑 部1/4

③ (7.8) ③にぶい橙色 ナデ。内外面油煙付着。

56-18 丸瓦 長さ18.5 ①白色鉱物多い 凹面布目痕、粘土板合わせ目。凸面丁寧な横 住居床面 玉縁部

77 幅（16.0) ②還元焔 ナデ。

厚さ1.5 ③灰色

57-19 丸瓦 長さ39.4 ①砂 ・白色鉱物 凹面布目痕、粗い縦ナデ、四周にごく幅の狭 住居床面 2/3 

77 幅 27.4 ②還元焔 い面取り。凹面全面ナデ。◎の押印2ヶ所。 カマド

厚さ2.3 ③黄灰色
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l区44号住居跡

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

57-20 砥石 凝灰岩 ⑮ .7 ⑮ .5 5面を使用。 掘り方 ほぽ完形？

78 ③5.0 ④310 

57-21 こも編石 凝灰岩 ①13.9 ②6.4 全面に磨耗痕。 南壁下 完形

78 ③3.8 ④500 

57-22 こも編石 デイサイト ①11.8 ＠沿．9 片面に摩耗痕。 カマドに 完形

78 ③ .6 ④250 接近

57-23 こも編石 安山岩 ①8.7 ②14.6 中央部 1/2 

78 ◎ .7 ④260 
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第58図 45号住居跡出土遺物 （1)
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第59図 45号住居跡出土遺物 （2)

l区45号住居跡

図番 土器種別 法量 （cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

58-1 須恵器 ① (10.0) ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～底部

78 坪 ②3.3 ②半還元焔 デ、底部回転糸切後ヘラナデ。内：口縁部～底 2/3 

③5.8 ③にぶい橙色 部回転ナデ。

58-2 須恵器 ① (11.2) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 掘り方 口縁部～底部

78 杯 ②3.3 ②半還元焔 デ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転ナ 2/5 

③ .4 ③灰褐色 Tヽ—令o 

58-3 須恵器 ①11.4 Q砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～底部

78 坪 ② .1 ②酸化焔 部回転糸切後ナデ。内：口縁部～底部回転ナ カマド 1/2 

③ (5.0) ③にぶい橙色 プー＊。

58-4 灰釉陶器 ① 07.0) ①砂白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ カマド 口縁～高台部

78 輪花坑 ◎ .8 ②還元焔 テペ底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 上端1/4

③ (8.2) ③灰色 部回転ナデ。内外面口縁部～胴部上半施釉。

輪花は4ヶ所と想定される。

58-5 灰釉陶器 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部回転ナデ、底部は高台貼 住居床面 胴部～高台部

78 碗 ⑫ .8 ②還元焔 付後回転ナデ。内：胴部～底部回転ナデ。胴部 1/3 

③7.8 ③灰色 上半施釉。

58-6 須恵器 ① (20.0) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。内外口縁部～胴部上端回転ナ カマド 口縁部～胴部

78 羽釜 ②8.8 ②還元焔 デ。鍔部貼付け。内外面油煙付着。 掘り方 上半1/4

③暗灰色

58-7 須恵器 ① (22.0) Q砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外口縁部～胴部上端回転ナ 住居床面 口縁部～胴部

78 羽釜 ②12.1 ②半還元焔 デ。鍔部貼付け。内外面油煙付浩。 掘り方 上半1/8

③褐灰色

58-8 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部は貼付。外：胴部上半回転ナ 住居床面 鍔部～胴部

78 羽釜 ②18.4 ②半還元焔 デ、胴部下半縦ヘラ削り。内：胴部回転ナデ。 掘り方 1/4 

③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

59-9 台石 閃緑岩 ①38.8 ②28.2 両面に麿耗痕。 カマド 完形

78 ③12.5 ④18,500 
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第60図 46号住居跡出土遺物

l区46号住居跡

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

60-1 こも緩石 安山岩 ①16.9 ＠沿．7 ほぼ全面に磨耗痕。 南西コー ほぽ完形

78 ③5.2 ④760 ナー

60-2 砥石 凝灰岩 ⑮ .4②3.3 4面を使用。 東壁寄り 2/3 

78 ③1.6~2.4 ④85 
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第61図 47号住居跡出土遺物

1区47号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

61-1 須恵器 ①砂・小石 ロクロ整形。外：胴部回転ナデ、底部高台貼 住居床面 胴部～商台部

78 坑 ②3.3 ②還元焔 付後回転ナデ。内：胴部～底部回転ナデ。 1/4 

③ (9.4) ③灰白色

61-2 須恵器 ① (19.1) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部は貼付・内外面口縁部～胴 住居床面 口縁部～胴部

78 羽釜 ②5.6 ②還元焔 部上端回転ナデ。 覆土 上端破片

③灰白色
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1 : 3 10cm 

第64図 48号住居跡出土遺物 （3)

l区48号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状 況

62-1 須恵器 ① (12.1) ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

78 坪 ② .5 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 覆土 1/3 

③5.0 ③灰白色 ナデ。内外面一部油煙付着。

62-2 須恵器 ①(12.5) ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 住居床面 口縁部～底部

78 坪 ⑫ .3 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口線部～底部回転 3/5 

③5.8 ③灰白色 ナデ。

62-3 須恵器 ①(13.2) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～高台

78 坑 ◎ .4 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部2/5

③ (5.7) ③灰白色 部回転ナデ。

62-4 須恵器 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：胴部下端回転ナデ、底 住居床面 胴部下端～高

78 婉 ②2.4 ②酸化焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部下端～底部回 台部2/3

③5.4 ③にぶい黄褐色 転ナデ。内外面油煙付恙。

62-5 灰釉陶器 ①(13.8) ①細砂 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～品台

78 婉 ② .0 ②還元焔 部高台貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回 覆士 部3/5

③7.3 ③灰白色 転ナデ。内外面口縁部～胴部施釉、油煙付着。

62-6 須恵器 ① (20.6) ①砂・小石 ロクロ整形。鍔部貼付。外：口縁部～胴部上 住居床面 口縁部～底部

78 羽釜 ②25.1 ②半還元焔 半回転ナデ、胴部下半縦ヘラ削り。内：口縁 1/2 

③ (7.0) ③灰白・橙色 部～胴部回転ナデ、胴部下端～底部ナデ。内

外面油煙付着。

62-7 須恵器 ① (20.3) ①砂・小石 ロクロ整形。鍔部貼付。内外面口縁部～胴部 住居床面 口縁部～胴部

78 羽釜 ②12.0 ②半還元焔 上半回転ナデ、油煙付着。 上半2/3

③灰黄色

63-8 平瓦 縦37.9 ①砂・小石 凹面ムシロ状圧痕。凸面全面ナデ。側部・端 住居床面 一部欠

79 横23.6 ②半還元焔 部とも面取りなし。広端がやや斜めに切られ

厚さ1.7 ③褐灰灰•1こぶい黄橙色 る。

62-9 平瓦 縦 (9.9) ①砂・小石 凹面糸切り痕、布目混。凸面縦縄叩き、端部 住居床面 破片

79 横(14.1) ②還元焔 横縄叩き。

厚さ1.9 ③灰白色

63-10 平瓦 縦 (22.2) ①砂・小石 凹面布目痕。凸面ナデ、側部幅広い面取り。 住居床面 破片

79 横 (8.2) ②酸化焔

厚さ2.6 ③にぶい黄褐色
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62-11 丸瓦 縦（10.9) ①砂・小石・白色鉱物 凹面ムシロ状圧痕。凸面縦ナデ。 住居床面 破片

79 横 (9.7) ②半遠元焔

厚さ1.6 ③にぶい黄橙・灰色

63-12 平瓦 縦（11.2) ①砂・小石 凹面糸切り痕、布目痕、側部 ・端部面取り。 住居床面 破片

79 横 (8.7) ②半還元焔 凸面ナデ。 掘り方

厚さ2.0 ③灰白・にぶい橙色 覆土

63-13 平瓦 縦 (7.7) ①砂・小石 凹面布目痕。凸面ナデ。 住居床面 破片

79 横 (5.1) ②酸化焔

厚さ1.1 ③褐色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

63-14 砥石 凝灰岩 ①5.9 ⑫沿．0 両面を使用。 西壁寄り 部分

79 ③1.9 @65 
64-15 台石 安山岩 ① (22.0)② (15.4) 両面に摩耗痕。 カマド 2/3 

79 ③ .9 ④3,100 

／
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第65図 49号住居跡出土遺物
I区49号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

65-1 須恵器 ①(13.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～底部

79 坪 ⑫ .5 ②半還元焔 部上端ヘラナデ。内：口縁部～底部上端回転ナ 覆土 上端1/4

③ (6.2) ③灰黄色 ァ一9。

65-2 灰釉陶器 ＠砂 ロクロ整形。頸部は貼付。内外面頸部～肩部 住居床面 頸部～肩部

79 長頸壺？ ② .0 ②還元焔 は回転ナデ、施釉。 1/6 

③オリープ灰色
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一 第66図 50号住居跡出土遺物 ゜
1 : 3 10cm 
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l区50号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

66-1 須恵器 ① (14.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 住居床面 口縁部～底部

80 坪 ②.o ②酸化焔 デ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転ナデ。覆土 2/5 

③5.0 ③にぶい橙色 内面燻し。

66-2 灰釉陶器 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ、底部高台 掘り方 胴部下端～裔

80 坑 ②2.4 ②還元焔 貼付後回転ナデ。内：胴部下端～底部回転ナ 台部1/3

③ (8.2) ③灰白色 ァー•。

66~3 土師器 ①砂・小石・白色鉱物 外：胴部下半斜めヘラ削り、底部ヘラ削り 。 住居床面 胴部下半～底

80 甕 ②8.7 ②酸化焔 内：胴部下半～底部ヘラナデ。内外面油煙付 掘り方 部2/3

③5.5 ③褐色 粁。 覆土

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

66-4 石鏃 黒曜石 ①1.5 ②1.5 掘り方 完形

@0.3 ⑬ .41 
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第67図 51号住居跡出土遺物 （1)
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゜
1 : 3 10cm 

第68図 51号住居跡出土遺物 （2)

l区51号住居跡

図番 土器種別 法量 （cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

67-1 須恵器 ①(12.6) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 掘り方 口縁部～高台

80 婉 @4.9 ②酸化焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 覆土 部1/4

③ .2 ③にぶい橙色 転ナデ。

67-2 須恵器 ①(11.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

80 坑 ②5.7 ②酸化焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 部1/4

③ .3 ③にぶい橙色 転ナデ。

67-3 灰釉陶器 謬J;•白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ、底部高台 住居床面 胴部下半～高

80 坑 ②2.5 ②還元焔 貼付後回転ナデ。内：胴部下端～底部回転ナ 台部

③8.5 ③灰白色 デ。外胴部上半、内胴部～底部施釉。

67-4 緑釉陶器 ① (13.2) g濁・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部上半回 ピット 1 口縁部～高台

80 婉 ② .6 ②遠元焔 転ナデ、胴部下半回転ヘラ削り。高台部はヘ 部2/5

◎ .1 ③緑灰 ．灰白色 ラナデ整形。内：口縁部～底部回転ナデ。外：

口縁部～焉台部外面・内：口縁部～底部施釉。

稜婉、京都産。

67-5 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下半ヘラ削り。内：胴部 住居床面 胴部下半1/2

80 甑 ②10.2 ②酸化焔 下半回転ナデ、一部指頭痕。

③ (16.4) ③にぶい橙色

67-6 須恵器 ① (18.2) g少・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口繰部～胴部上半回転ナデ、 掘り方 口縁部～胴部

80 羽釜 ②10.0 ②還元焔 鍔部は貼付。内：口縁部～胴部上半回転ナデ。 覆土 上半1/8

③にぶい黄橙・灰白色 内外面油煙付着。

67-7 丸瓦 長さ (13.8) ①砂・小石・白色鉱物 凹面ムシロ状圧痕。凸面縦ナデ。 住居床面 破片

80 幅（11.9) ②還元焔 掘り方

厚さ1.4 ③明褐灰．灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

68-8 砥石 凝灰岩 ⑮ .7 ②5.3 4面を使用。 南壁寄り 1/2 

80 ③3.1 ④120 
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第69図 54号住居跡出土遺物

57 



I区

l区54号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

69-1 須恵器 ① (16.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

80 碗 ② .5 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 部1/4

③7.0 ③灰白色 転ナデ。内面油煙付着。

69-2 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ、底部回 住居床面 胴部下端～高

80 碗 ②1.8 ②還元焔 転糸切後高台貼付。内：胴部下端～底部回転 台部

③ .5 ③灰白色 ナデ。

69-3 須恵器 ① (13.0) 揺•小石・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 カマド 口縁部～胴部

80 婉 ②3.8 ②還元焔 掘り方 1/3 

③灰白色

69-4 須恵器 ①(12.2) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。内外面口縁部～胴部回転ナデ。 住居床面 口縁部～胴部

80 坑 ②3.0 ②還元焔 覆土 1/6 

③灰白色
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第70図 55号住居跡出土遺物
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l区55号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

70-1 須恵器 ①(15.0) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～底部

80 碗 ◎ .3 ②半還元焔 部高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 2/5 

③灰•にぶい橙色

70-2 灰釉陶器 ①(13.1) ①砂 • 白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部回転ナデ、胴部回転 住居床面 口縁部～高台

80 皿 ②2.4 ②還元焔 ヘラ削り、底部回転ヘラ削り後高台貼付。 部1/2

③ (7.0) ③灰白色 内：口縁部～底部回転ナデ。外面口縁部・内面

口縁部～胴部施釉。

70~3 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。底部高台貼付後ナデ。内：底部 住居床面 底部～高台部

80 坑 ②3.9 ②還元焔 回転ナデ。

◎ .9 ③灰色

70-4 土師器 ① (21.0) ①砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕・指頭痕、胴部 カマド 口縁部～胴部

80 甕 ②5.8 ②酸化焔 上端横ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上 覆上 上端1/6

③にぶい橙色 端ヘラナデ。内外面油煙付着。

70-5 須恵器 ①(18.0) c砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部貼付。外：口縁部～胴部上 住居床面 口縁～底部

80 羽釜 ②28.1 ②半還元焔 半回転ナデ、胴部下半縦ヘラ削り。内：口縁 1/2 

③7.6 ③灰白・橙色 部～胴部回転ナデ、底部ナデ。内外面油煙付

滸。
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第71図 56号住居跡出土遺物

l区56号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

71-1 須恵器 ① (12.0) ⑰砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～底部

81 杯 ②3.6 ②還元焔 部粘土付足し後ナデ。内：口縁部～底部回転 2/5 

③ (7.0) ③灰色 ナデ。外面一部自然釉。

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

71-2 多孔石 デイサイト ①15.5 ②17.9 径15mmの凹み穴。 27号溝 完形

81 ③9.3 ④3,400 
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第72図 57号住居跡出土遺物

l区57号住居跡

図番土器種別 法量 (cm)

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径
①胎土 ②焼成 ③色調

72-1 須恵器 ①12.9 ①砂・小石

81 坪 ②3.6 ②還元焔

③8.3 ③灰色

成・整形技法の特徴
土

況

出

状
残存状況

ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 I住居床面 1ほぽ完形

部回転ヘラ削り。内：口縁部～底部回転ナデ。
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第73図 58号住居跡出土遺物
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竪穴住居跡

1区58号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

73-1 須恵器 ①(12.8) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 口縁部～底部

81 均 ②<l.O ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/4 

③ (7.0) ③灰白・橙色 ナデ。

73-2 須恵器 ① (14.7) ①砂・小石白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ カマド 口縁部～高台

81 碗 ② .8 ②半還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 覆土 部1/3

③ (5.8) ③灰黄・にぶい赤褐色 部回転ナデ。

73-3 須恵器 ①13.9 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～底部回転 住居床面 ほぼ完形

81 坑 ②5.1 ②半還元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 カマド

③5.7 ③灰白・にぶい橙色 ～底部回転ナデ。内外面油煙付着。

73-4 須恵器 ① (14.6) 謬J;・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 土坑 l 口縁部～高台

81 碗 ②5.5 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 部2/5

③7.7 ③灰白色 ～底部回転ナデ。内外面湘煙付着。

73-5 須恵器 ⑤砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部回転ナデ、底 住居床面 胴部～高台部

72 碗 ◎14.1 ②半還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部～底部回転 3/4 

③7.4 ③にぶい黄橙・灰白色 ナデ。

73-6 須恵器 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：胴部下端回転ナデ、底 住居床面 胴部下端～高

81 婉 ②3.4 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：胴部下端～底部回 台部1/2

③ (8.4) ③灰色 転ナデ。

73-7 須恵器 ① (23.8) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。鍔部貼付。内外面口縁部～胴部 住居床面 口縁部～胴部

81 羽釜 ②10.8 ②還元焔 上半回転ナデ。 上半破片

③灰白色

図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅 厚さ重量Ig) 残存状態

73-8 鉄製品 (5.3) 2.0 0.3 3 住居床面 鎌の刃の一部。

81 鎌の刃 一部残存 全面に鉄錆付着。

ヘ
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゜
1 : 3 10cm 

| | 2 

第74図 59号住居跡出土遺物

l区59号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色誤 成 ・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

74-1 須恵器 ① (15.0) ①J; ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 住居床面 口縁部～高台

81 碗 ②5.2 ②還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 覆土 部1/4

③ (7.0) ③灰白色 転ナデ。

74-2 土師器 ①(19.3) ⑰砂・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕・指頭痕、胴部 住居床面 口繰部～胴部

81 甕 ②13.0 ②酸化焔 上端横ヘラ削り、胴部中央斜めヘラ削り。 上半破片

③赤褐色 内：口縁部横ナデ、胴部上半ヘラナデ、一部

指頭痕。内外面油煙付着。
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第75図 1号土坑出土遺物

l区1号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

75-1 軟質陶器 ① (33.2) ①砂・小石 外：口縁部横ナデ、胴部ナデ、 一部指頭痕、 覆土 口縁部～胴部

81 鍋 ②14.2 ②酸化焔 胴部下端ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部 1/2 

②にぶい黄橙色 ヘラナデ。外面煤付着。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

75-2 磨石 安山岩 ①13.6 ②10.8 両面に摩耗痕。 煤付着。 覆土 ほぼ完形

81 ③3.6 @:沿20
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第76図 10号土坑出土遺物（ 1)
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第78図 10号土坑出土遺物 （3)
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第79図 10号土坑出土遺物 (4)
l区10号土坑

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

76-1 須恵器 ①14.2 ①砂・小石・白色鉱物・雲母 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 土坑底部 口縁部～底部

81 碗 ＠14.7 ②半還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回

③灰黄色 転ナデ。外面胴部墨書「乙」。

76-2 灰釉陶器 ① (13.9) ①砂 ロクロ整形。外：口縁部～胴部上半回転ナデ、 覆土 口縁部～高台

81 婉 @4.0 ②還元焔 胴部下半回転ヘラ削り、底部高台貼付。内：ロ 部1/4
③7.3 ③灰白色 縁部～底部回転ナデ。底部に重ね焼き痕あり。

内外面口縁部～胴部施釉。

76-3 須恵器 ① (12.3) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 土坑底部 口縁部～高台

81 皿 ②3.1 ②酸化焔 部高台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 部1/2
謬 ．5 ③にぶい黄橙色

76-4 須恵器 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部下端回転ナデ、底部高台 覆土 胴部下端～高

81 甕 ⑮ .4 ②還元焔 貼付。内：胴部下端回転ナデ、底部ナデ。内外 台部1/3
③ (15.2) ③灰白色 面一部施釉。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

77-5 敲石 安山岩 ①12.0 ②10.7 両面に磨面。側面に敲打痕。 覆土 完形

82 ③5.2 ④2,500 
77-6 敲石 安山岩 ①9.6 ②8.7 側面に蔽打痕。煤付着。 覆土 完形

82 ③5.0 ④635 
77-7 磨石 安山岩 ①8.0 ②11.0 両面に磨面。煤付着。 覆土 2/3 
82 ③ .5 ⑮ 35 
77-8 磨石 安山岩 ①5.3 ②10.5 両面に摩耗痕。 覆土 部分

82 ③ .0 ④265 
77-9 磨石 安山岩 ①10.3 ②7.3 両面に磨耗痕。一部赤化。 覆土 部分

82 ③ .7 ④510 
77-10 台石 安山岩 ①12.8 ②11.7 両面に摩耗痕。 覆土 部分

82 ③9.8 ④2,500 
78-11 台石 安山岩 ①33.8 ②25.6 一部に摩耗痕と赤化。 覆土 完形

82 ③22.8 ④18,600 
78-12 多孔石 安山岩 ①18.0 ②17.0 径9~15mmの凹み穴。 覆土 完形

82 ③14.2 @4,400 
78-13 台石 デイサイト ①33.0 ②17.0 一部摩耗痕。 覆土 完形

82 ③13.6 @4,300 
78-14 台石 安山岩 ①27.9 ②20.8 両面に磨耗痕。煤付着。 覆土 一部欠損

82 ③12.5 ④10.800 
79-15 台石 安山岩 ①21.7 ②19.8 両面に摩耗痕。煤付着。 覆土 完形

82 ③ .9 ④3,450 
図番

器 種
計測値 (cm)

特 徴
出土

残存状況p L ①長 ②幅 ③厚 ④樹種 位置

79-16 曲物底板 ①12.9 ②9.7 柾目。表裏両面平坦に調整。楕円形状で、 第一分冊 一部破損

82 ◎ .7 ④スギ 縁を曲線状に調整。 第53図16
79-17 曲物側板 ①10.1 ②9.3 柾目。側板の内側に縦に刻み痕。綴じ目 第一分冊 一部残存

82 ③ .5 ④ヒ ノキ 穴が2ヶ所あり。桜の樹皮残存。 第53図17

65 



I区

ー＝＝ニ

0 1 : 3 10cm 

~
 

3
 
4
 ロ。 〇 1 : 2 5cm 

第80図 14 • 43号土坑出土遺物

l区14.43号土坑

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

80-14-1 土師器 ①(14.2) QJ;•白色鉱物 外：口縁部横ナデ、胴部～底部ヘラ削り。内： 土坑底部 口縁部～底部

82 坪 ②3.4 ②酸化焔 口縁部横ナデ、胴部～底部ナデ。 1/4 

③橙色

80-43-1 土錘 長さ3.0 孔径0.5 ①白色鉱物 両端及び表面はナデ。 土坑底部 完形

82 幅1.6 重量8g ②酸化焔

厚み1.5 ③灰褐色
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~ • ~ ~ ~ ~.. ~ • ~ ~ ~ •. ~ ~ ~ • ~ : ~ ~ ~ ~ ~ ~:. 

＼―-ク —-
」=---- ~ ~ ~ - -

, 9 

― 1 

［ ロ

3
 

゜
1 : 3 10cm 

第81図 53号土坑出土遺物

1区53号土坑

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

P L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

81-1 灰釉陶器 ①(15.4) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 土坑底部 口縁部～高台

83 碗 ②5.3 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部3/4

③8.2 ③灰白色 部回転ナデ。内外面口縁部～胴部上半施釉。

81-2 須恵器 ①11.0 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 土坑底部 口縁部～底部

83 坪 ◎ .4 ②半還元焔 デ。底部回転糸切。内：口縁部～底部回転ナデ。 覆土 1/2 

③5.5 ③にぶい黄橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

81-3 凹石 安山岩 ①12.3 ②16.0 径3.5cmの凹み穴。 覆土 2/3 

83 ③8.8 ④1,790 

4 磨石 安山岩 ①7.8 ②16.5 両面に磨面と側面に敲打痕。 覆土 完形

83 ③2.9 ④215 写真のみ
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第82図 55号土坑出土遺物

1区55号土坑

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

82-1 須恵器 ① (12.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ナ 土坑底部 口縁部～高台

83 坑 ②5.7 ②還元焔 デ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底 部1/3

③ (6.6) ③灰白色 部回転ナデ。

82-2 須恵器 ①12.2 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 土坑底部 口縁部～高台

83 椀 ②5.0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 部5/6

③7.2 ③灰白 ・黒色 ～底部回転ナデ。内外面燻し。

82-3 須恵器 G砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：胴部下半回転ナデ、 土坑底部 胴部下半～高

83 碗 ⑫ .1 ②還元焔 底部回転糸切後高台貼付。内：胴部下半～底 台部上半

③ (6.8) ③灰白色 部回転ナデ。

82-4 灰釉陶器 ①(12.8) ①砂 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 覆土 口縁部～高台

83 皿 ②2.5 ②還元焔 部回転糸切後裔台貼付。内：口縁部～底部回 部1/4

③ (7.2) ③灰白色 転ナデ。内外面口縁部～胴部施釉。

82-5 灰釉陶器 ①(13.4) ①砂白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 土坑底部 口縁部～高台

83 皿 ②2.9 ②還元焔 部回転ヘラ削り後裔台貼付。内：口縁部～底 部1/4

◎ .0 ③灰白色 部回転ナデ。内外面口縁部～胴部施釉。
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第83図 配石土坑出土遺物 （1)
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l区1号配石土坑

図番

p L 
83-1 
83 

＼ 

第84図 配石土坑出土遺物 (2) ゜
1 : 3 10cm 

83-2 
83 

83-3 
83 

83-4 
83 

83-5 
83 

84-6 
83 

84-7 
83 

部 位 ①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴 文様 （その他）

84-8 
83 

縄文施文。原体は L｛；店沈線を垂下。
中期後半。

位の隆帯、以下縄文

中期後半。

隆帯による区画、縄
中期後半。

縄文施文、原体は L｛ふ。

、原体はR{t。

、原体は L{:。

ー下。

出土状況

②やや良
③にぶい橙色

一分冊

第60図8
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配石土坑・ピット・溝

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

84-9 打製石斧 安山岩 ① .2 ②5.2 撥型 土坑周辺 1/3 

83 ③1.5 ④応

84-10 打製石斧 ガラス質安山岩 ①10.5 ⑫)4.5 撥型 ・刃部摩耗痕。 覆土 完形

83 ③1.5 ④80 

84-11 磨石 砂岩 ① (5.6)② （3.7) 全面に摩耗痕。 土坑周辺 1/2 

83 ③3.5 ④80 

84-12 多孔石 デイサイト ①14.2 ②12.1 径1cmの凹み穴。部分的に赤化 覆土 部分

83 ③9.1④1,600 

84-13 多孔石 デイサイト ①15.3 ②10.0 径2.4cmの凹み穴。 覆土 部分

83 ③11.3 ④1,640 

14 安山岩 ①17.0 ②16.6 一部赤化。 覆土 部分

83 ③10.3 ④2,400 写真のみ

/1ク

l区51号ピット

＼ I図番 土器種別 法 量 (cm)

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 ①胎土 ②焼成 ③色調

85-1 須恵器 ①砂・小石

83 坪 ②2.9 ②還元焔

③8.0 ③灰色

成・整形技法の特徴 出土 残存状況
状況

゜
1 : 3 5cm ロクロ整形。外：胴部回転ナデ、底部回転へ 土坑底部 l胴部～底部

ラ削り。内：胴部～底部回転ナデ。

第85図 51号ピット出土遺物

一、=- -- ~-- ~ □ ←|---

＼

／

 

ヽ
／
 
／

＼

 
‘、,
1

□o 
゜

(4 • 5) 

1 : 2 5cm 

＼ ＼ ＼ 

゜
(1~3) 

1 : 3 10cm 

第86図 1号溝出土遺物
l区1号溝

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

86-1 土師器 昌(21.0) 冑ヽ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部輪積痕 ・指頭痕、胴 覆土 口縁部～胴部
84 甕 4.9 化焔 部上半横ヘラ削り 、胴部中央縦ヘラ削り。内： 中央1/4

③橙色 口縁部横ナデ、胴部上半～下半ヘラナデ。―
部指頭痕・輪積痕。

86-2 陶器 肥前陶器碗。陶胎染付。胴部に、青で判読不 覆土 胴部～底部片
84 碗 ② .1 明の文字あるいは模様あり 。18世紀。

G)4.8 ③灰色
86-4 ガラス製品 悶.5 ガフス製の瓶。製造社名等の情報は記されて 覆土 口縁～頸部片
84 瓶 .8 ③薄緑色 いない。近現代。
86-5 ガラス製品 長さ2.5 多数の気泡あり。裏面の中央部に楕円形の凹 覆土 完形
84 おはじき 幅2.3 厚さ0.6 ③薄緑色 み。
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0 1 : 1 2cm -第87図 3 • 6 • 8 • 12 • 27号溝出土遺物

6-1 

(3 • 6 • 8 • 12) 

゜
1. 3 10cm 

1言□底径I①胎土②焼成 ③色調

厚さ1.5

成・整形技法の特徴
土

況
出

状
残存状況

元形？

87-8-1 
84 

87-12-1 
84 1

3

 

2
7
 

②
③
 

一辺に窪みが有り。全体が磨られている。

恵器を転用して、砥石に使用したものであ

うか？
ロクロ整形。右回転。外：胴部下端回転ナデ、
回転糸切後高台貼付。内：胴部下端～

ナデ。

クロ整形。右回転。外：胴部下端E
回転糸切後高台貼付。内：胴部下

デ。

1区6• 27号溝

図番

P L 
87-6-1 

87-27-1 

特 徴

色橙

良
い
や
ぶ
や

に

ゆ
③
片部縁口

5
-[

P

`
8
6
-
8
8

贔
86

一厨

86-8886
一約

86

言
8
6
[
8
6
詞
8
6

文様 （その他） 出土位置

27.0 IKh-81グリッ
ド4面

言［謬紅：：尤：I：期已゜）［［）：ノ：
口縁部

施文、
口唇部
原体は
口唇部
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第88図 縄文土器出土遺物

71 



0区

― -

□ -- ----=- --
-= -□- ---=-- -/ 

1 2 3
 

4
 

-
―
-

一

＿

―

゜
1 : 3 10cm 

第89図 60号住居跡出土遺物

0区60号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

89-1 須恵器 ①13.2 ①砂 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド ほぼ完形

100 杯 ② .5 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後ヘラナデ。内：口縁部

③5.0 ③灰白色 ～底部回転ナデ。

89-2 須恵器 ①15.0 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 カマド 口縁部～高台

100 塊 ⑫ .5 ②還元焔（一部半還元焔） 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 部4/5

③ .7 ③灰白色 転ナデ。

89-3 須恵器 ①14.0 ①砂 ・小石 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 カマ ド 口縁部～高台

100 碗 ②5.4 ②半還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 部3/5

⑮ .5 ③灰黄褐色 転ナデ。

89-4 須恵器 ①14.0 ①砂 ・小石・ 白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～胴部回転ナデ、底 カマド 口縁部～高台

100 碗 ②5.4 ②半還元焔 部回転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回 覆土 部3/4

⑮ .5 ③にぶい黄橙色 転ナデ。内面燻し。

゜

0区63号住居跡

酉 種I石材
p L 

90-1 

100 

こも編石 I 安山岩 I①12.3 ⑫l6.9 

③ .6 ⑮ 20 

特 徴 出土 I 残存状況
状況

側面と片面に摩耗痕。 床直

゜
1 : 3 10cm 

第90図 63号住居跡出土遺物
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竪穴住居跡

［ ーロ了

1 口
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II 4 

゜
1 : 3 10cm 

第91図 64号住居跡出土遺物

0区64号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

91-1 須恵器 ①(13.4) ①砂 ・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 口縁部～底部

100 坪 ② .9 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/2 

③ (6.0) ③灰白色 ナデ。

91-2 須恵器 ①12.8 ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 カマド 口縁部～底部

100 坪 @i.4 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/2 

③5.6 ③灰褐色 ナデ。

91-3 須恵器 ①15.0 Q砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 貯蔵穴 ほぽ完形

100 坑 ② .2 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後高台貼付。内：口縁部 （口縁部を一

③7.1 ③にぶい黄橙色 ～底部回転ナデ。 部欠く）

91-4 土師器 ①(19.5) 謬少 ・白色鉱物 外：口縁部横ナデ、一部指頭痕、胴部上端横 カマド 口縁部～胴部

100 甕 ② (9.6) ②酸化焔 ヘラ削り。内：口縁部横ナデ、胴部上端ヘラ 覆土 1/6 

③にぶい褐色 ナデ。
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0区

ロ` ~1 

97-3 

＼
 口

口
97-4 

(93-1-97-1 ・2) 

゜
1 : 3 10cm 

(97-3 • 4) 

第92図 93 • 97号土坑出土遺物 ゜
1 4 10cm 

0区93土坑

，口底言；；：：l：二□三□□フ肖jり。内｀I：ニ
0区97号土坑

図番土器種別 法量 (cm)

p L 器 種 ①口径②器高③底径
①胎土②焼成③色調

92-97←1 須恵器 ①11.6 ①砂 ・白色鉱物

100 坪 ②3.0 ②半還元焔

③7.7 ③にぶい黄橙色

出土
成・整形技法の特徴 残存状況

ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転ロニ Iほぽ完形
ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

ナデ。
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土坑

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

92-97-2 砥石 流紋岩 ①10.0 ②4.1 4面を使用。 覆土 ほぼ完形

100 ③3.1 ④150 

92-97-3 凹石 安山岩 ①15.7 ②15.6 径3.5cmの凹み穴。 覆土 部分

100 ③13.5 ④3.600 

92-97-4 台石 安山岩 ①19.3 ②13.0 両面に摩耗痕。側面に敲打痕。煤付着。 覆上 完形

100 ③ .1 ④1,640 

92-97-5 台石 安山岩 ①16.0 ②10.9 片面に摩耗痕。煤付着。 覆土 部分

100 ③13.2 ④2,070 写真のみ

92-97-6 磨石 安山岩 ①16.5 ②9.5 両面に摩耗痕。 覆土 部分

100 ③3.2④860 写真のみ

言二／

口

＼
 

100-2 

＼こI/1021

＿ニ―

104-1 二

゜
1 : 3 10cm 

第93図 100~102 • 104号土坑出土遺物
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0区

〇区100• 101 • 102 • 104号土坑

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

93-100-1 須恵器 ① (12.3) C砂・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ後高 土坑底部 口縁部～底部
101 坑 Rt.5 ②還元焔 台貼付。内：口縁部～底部回転ナデ。 1/2 

③ .3 ③灰白色

93-100-2 平瓦 縦 (14.0) ⑬J;粒 ・小礫 凹面糸切り痕。布目痕。側部、端部幅広い面 土坑底部 狭端隅破片

101 横 (12.0) ②還元焔 取り。凸部縦ナデ。側部幅狭い面取り。

厚2.6 ③灰白色

93-101-1 須恵器 ①(12.9) ①砂 ・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ後底 土坑底部 口縁部～底部

101 坪 ② .5 ②半還元焔 部回転糸切。内：口縁部～底部回転ナデ。 1/3 

③ .0 ③灰黄褐色

93-102-1 須恵器 ①砂・白色鉱物 ロクロ整形、外：胴部～底部回転ナデ。底部 覆土 胴部～底部

101 坪 ②2.1 ②半還元焔 回転糸切り。内：胴部～底部回転ナデ。内面、 1/4 

③ (5.0) ③にぶい黄橙色 煤付着。

93-104-1 須恵器 ①(14.6) ①砂・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 土坑底部 口縁部～高台

101 婉 @4.1 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切後尚台貼付。内：口縁部 覆土 部2/5

◎ .6 ③にぶい黄褐色 ～底部回転ナデ。内外にi由煙付着。

93-104-2 須恵器 ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部～底部回転ナデ、底部 土坑底部 底部～胴部

101 坑 ＠．4 ②還元焔 回転ナデ後高台貼付。 1/2 

③ (6.9) ③灰白色

□三
゜

1 : 3 10cm 

第94図 108号土坑・ 209号ピット出土遺物
0区108号土坑・ 209号ピット

図番 計測値 （cm) 出土位置
器種 特徴

p L 長さ幅厚さ 量(g)残存状態

94-108-1 鉄製品 10.1 I 9.5 I o.3 I 61 覆土 上部に摘あり

101 蓋 ほぽ完成

図番土器種別 法 量 (cm)

p L 器 種 ①口径②器高③底径
①胎土②焼成③色調

94-209-1 須恵器 l (11.2) 1 J; ・白色鉱物

101 坪 ②3.3 ②還元焔

③ (7.0) ③灰色

出土

状況
ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 I覆土
ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転

成・整形技法の特徴 残存状況

口縁部～底部

1/2 

゜
1 : 2 5cm 

0区48号溝

三 底径I①胎土②焼成③色調

102 瓶②2.4

⑮.o I③透明

第95図 48号溝出土遺物

出土

状況

底部横に、「47」 ・ 「N」 • 「Kl18」の文字が連続し 1 覆土
てあり。底部には滑り止めのためのぎざぎざ

模様。近代。

成・整形技法の特徴 残存状況

底部
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第96図 47号溝出土遺物（ 1)
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0区

゜
1 : 4 10cm 

ロ
ー

□口2

13 

15 

14 

゜
1 : 3 10cm 

第97図 47号溝出土遺物 （2)

0区47号溝

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状 況

96-1 須恵器 ①(12.9) ①砂 ・黒色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 覆土 口縁部～底部

101 坪 ②3.4 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 3/4 

儲．5 ③灰色 ナデ。

96-2 須恵器 ① (13.0) ①砂・小石・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 覆土 口縁部～底部

101 坪 ⑫ .0 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 3/4 

③5.5 ③灰色 ナデ。

96-3 須恵器 ①12.0 ①砂・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 覆土 口縁部～底部

101 杯 ② .2 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 4/5 

③5.6 ③灰色 ナデ。

96-4 須恵器 ①(13.8) ①砂 ・小石 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。外：口縁部～胴部回転 覆土 口縁部～底部

101 坪 ◎ .4 ②還元焔 ナデ、底部回転糸切。内：口縁部～底部回転 1/3 

③ (7.0) ③灰色 ナデ。

96-5 須恵器 ①(13.0) ①砂 • 黒色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ。内： 覆土 口縁部～底部

101 杯 ②3.1 ②還元焔 口縁部～底部回転ナデ。 1/4 

③ (9.0) ③灰色
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溝

96-6 須恵器 ①(12.9) ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。右回転。口縁部～胴部回転ナ 覆土 口縁部～尚台

101 婉 ②5.6 ②還元焔 デ。底部回転糸切後高台貼付。 部2/5

③ (6.5) ③にぶい黄橙・ 黒褐色 内：口縁部～底部ナデ。

96~7 須恵器 ①(14.9) ①砂・小石 ロクロ整形。口縁部～胴部回転ナデ、底部回 覆土 口縁部～高台

101 皿 ②3.1 ②還元焔 転糸切後高台貼付。内：口縁部～底部回転ナ 部4/5

③8.1 ③灰白色 ァー3。

96-8 須恵器 ① (18.8) ①砂 ・黒色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～天井部下半回転ナ 覆土 口縁部～底部

101 蓋 ② .4 ②半還元焔 デ、天井部上半回転ヘラ削 り。摘みは貼付。 1/5 

◎ .9 （摘み部） ③灰色 内：口縁部～天井部回転ナデ。

96-9 須恵器 ①(12.5) ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。外’口縁部～底部回転ナデ。底 覆土 口縁部～高台

102 嵩坪 ②8.3 ②還元焔 部高坪貼付後回転ナデ。内：口縁部～底部回 部1/5

③灰色 転ナデ。

9610 須恵器 ①(10.8) ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁部～底部回転ナデ。底 覆土 口縁～底部

102 短頸壺 ②15.5 ②還元焔 部回転ナデ後、高台貼付痕あり。 3/5。高台部

③(11.2) ③灰色 欠。

96-11 須恵器 ①砂 ・黒色鉱物 ロクロ整形。外：胴部～底部回転ナデ、高台 覆士 胴部～高台部

102 碗 ⑫ .5 ②還元焔 貼付。内：胴部～底部回転ナデ。 3/5 

③ (8.6) ③灰黄色

96-12 須恵器 ①砂・ 小石・白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部～底部回転ナデ、底部 覆土 胴部～高台部

102 甕 ②9.7 ②還元焔 下半横ヘラ削り。高台部貼付。内：桐部～底

③ (14.5) ③灰白色 部回転ナデ。

97-13 丸瓦 長さ (25.0) ①J;粒 凹面糸切り痕。布目痕、側面幅狭い面取り 。 覆土 破片

102 幅 15.5 ②酸化焔 凸面縦ナデ。

厚さ1.3~2.3 ③にぶい橙色

97-14 須恵器 長さ4.2 ①砂 ・白色鉱物 ロクロ整形し底部回転糸切した須恵器底部を 覆土 破片

102 転用紡錘車 幅 3.6 ②還元焔 紡錘車に転用。穿孔は焼成後。

厚み1.0 ③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

97-15 多孔石 安山岩 ①9.6 ②11.6 径1.5~2cmの凹み穴。 覆土 完形

102 ③7.3 ④677 

16 こも編石 安山岩 ①10.7 ②5.5 両面に摩耗痕。 覆土 完形

102 ③3.9 ④358 写真のみ

17 敲石 安山岩 ①13.2②10.5 片面に敲打痕と磨耗痕。 覆土 一部欠損

102 ③8.4④1,253 写真のみ

18 台石 安山岩 ⑬ .7 ②10.1 両面に摩耗痕。一部赤化。 覆土 部分

102 ③7.0 ④732 写真のみ
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第98図 52号住居跡出土遺物
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竪穴住居跡

II区52号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成 ・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

98-1 須恵器 ①11.2 謬，卜石 白色鉱物毘色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑l ほぽ完形

114 坪 ②3.2 ②酸化焔 底部削り調整。 掘り方

③7.3 ③にぶい橙色

98-2 須恵器 ①11.0 ①砂 ・白色鉱物 ・里色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑2 3/4 

114 坪 ②2.4 ②還元焔 底部回転糸切り。 掘り方

③5.0 ③褐灰色

98-3 須恵器 ①11.2 ①砂 ・白色鉱物 ・里色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑1 ほぽ完形

114 杯 ②3.2 ②酸化焔 底部回転糸切り。 掘り方

◎ .7 ③にぶい赤褐 ・黒褐色

98-4 須恵器 ①12.4 ⑬J;、黒色鉱物 右回転ロクロ整形。 掘り方 4/5 

114 坪 ②3.9 ②半還元焔 底部回転糸切り。

③5.4 ③にぶい橙色

98-5 須恵器 ①11.6 ①砂 ・白色鉱物 ・里色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑1 1/2 

114 碗 ②5.4 ②半還元焔 底部回転糸切り後高台貼付。 掘り方

③ (6.4) ③にぶい黄橙色

98-6 須恵器 ①11.3 (Diy I卜石臼色韮物嬰色砿物 右回転ロクロ整形。 掘り方 1/2 

114 碗 ②5.1 ②還元焔 底部回転糸切り後高台貼付。

◎ .1 ③黒褐色

98-7 須恵器 ①12.4 謬 ・小石・日色砿物・農色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑2 4/5 

114 椀 ② .8 ②酸化焔 底部回転糸切り後高台貼付。 掘り方

③ .3 ③にぶい橙色 覆土

98-8 須恵器 ①12.3 am,1ヽ石 白色鉱物、農色鉱物 右回転ロクロ整形。 掘り方 3/4 

114 坑 @i.8 ②還元焔 底部回転糸切り後高台貼付。

③ .o ③灰色

98-9 須恵器 ① (21.4) ①砂 ・白色鉱物 ・黒色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑 口縁片

114 羽釜 ②6.4 ②半還元焔 鍔部は貼付。 掘り方

③にぶい褐 ・黒褐色

98~10 須恵器 0• 小石 • 日色紘物・農色鉱物 胴部下半外面ヘラ削り、内面輪積み痕、胴部 土坑1 胴部～底部

114 羽釜 ②16.7 ②半還元焔 上半は回転ロクロ整形。 掘り方

③ (9.0) ③にぶい褐色

／ 
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1 : 3 10cm 

第99図 53号住居跡出土遺物

II区53号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

99-1 須恵器 ①12.2 ①黒色鉱物 右回転ロクロ整形。 床下土坑 1/5 

114 杯 ②3.7 ②還元焔 底部回転糸切り。

③7.4 ③灰色

99-2 須恵器 ①砂小石籠砿物盟色鉱物 右回転ロクロ整形。 床下土坑 破片

114 蓋 ②3.7 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。内面施釉。

摘み (5.0) ③灰色
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第100図 46 • 47号土坑出土遺物

II区46• 47号土坑
図番 土器種別 法 量 (cm)

①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況
p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

100-46-1 須恵器 ①(15.2) ①砂 ・小石・ 黒色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑底面 口縁～底部

114 甕 ②5.0 ②還元焔 底部回転糸切り後高台貼付。 1/4 

③8.2 ③灰白色

100-46-2 須恵器 ①砂・小石 ・黒色鉱物 右回転ロクロ整形。 土坑底面 底部～体部片

114 坑 ②3.9 ②半還元焔 高台貼付後周辺ナデ。

③ (7.1) ③にぶい橙色

100-47-1 土師器 ①砂 ・白色鉱物・ 黒色鉱物 胴部ヘラ削り。 覆土 くびれ部

114 台付甕 ②3.0 ②酸化焔 脚接合部 ・脚外面ナデ。

③灰褐 ．にぶい橙色
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第101図 22 • 25号溝出土遺物

II区22• 25号溝
図番 土器種別 法量 (cm)

①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況
p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

101-25-1 土師器 ①小石 ・白色鉱物・黒色鉱物 脚部外面磨き。裾部ナデ。 溝覆土 脚部

114 裔坪 ②8.0 ②酸化焔 内面箆削り。

③(12.2) ③にぶい褐色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

101-22-1 敲石 安山岩 ①8.3 ②5.2 端部に敲打痕。片面に磨耗痕。 覆土 完形

114 ③ .2 ④250 
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第102図 昭和18年田畑出土遺物
II区昭和18年田畑

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出 土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

102-1 土管 ①細砂・赤色鉱物 外面丁寧な調整。内面紐つくり成形後、ナデ。 昭和18年 破片

114 ②12.4 ②良好 田畑③畦

最大径 (13.0) ③明赤褐

102-2 陶磁器 ① (9.3) ①砂 ・白色鉱物 波佐見系碗。外 ：青で下絵付き。雪輪権樹 覆土 口縁部～高台

114 碗 ②5.0 ②還元焔 文。 18世紀中葉～後葉。 部1/2

③ (4.1) ③白色

102-3 陶磁器 ① (7.3) ①砂 波佐見系？ 筒型碗。内外 ：青で下絵付き。 覆土 口縁部～底部

114 碗 @.4 ②還元焔 18世紀末～19世紀初頭。 破片。

③白色
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102-4 ガラス製品 ①5.0 ②9.3 気泡が多数入っており雑な作り 。 昭和18年 口縁一部欠

114 瓶 ⑰ .3庫さ0.4~0.7 ③緑灰 近代。 田畑③

102-5 ガラス製品 ①(1.1) 3段構造で、上二段は断面が楕円で下は四角 昭和18年 ほぽ完形

114 瓶 ②9.3 ③3.2 形。外面に五弁花の桜の模様入り 。ニノキ水 田畑③畦

厚0.1~0.2 ③透明 容器。近代。

102-6 ガラス製品 ②9.4 3段構造で、 3段とも円形。外面に上下の溝 昭和18年 ほぼ完形

114 瓶 ③3.0 厚0.2~0.25 ③透明 がある。ニッキ水容器。近代。 田畑

102-7 石 長さ1.5 幅1.5 河原で採取した石をおはじきか碁石に転用 覆土 完形

115 おはじき 厚0.5 重さ2g ③暗緑 したものか ？

102-14 土師器 ①砂・小石・白色鉱物 器台本体は、底部製作後、貼付。内部は 焼土範囲 器台部完形

114 器台？ ②3.9 ③7.9 ②酸化 ③にぶい褐 中空。底部に煤付着。

図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴
図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅厚さ重量Ig) 残存状態 p L 長さ幅 厚 憧量(g)残存状態

102-8 金属製品 2.4 0.7 0.7 1 覆土 緑青が付着。真 102-9 金属製品 7.2 0.4~ 0.1~ 5 覆土 吸口部で、肩部

115 キセル 雁首部 銀製か？ 115 キセル 0.7 0.2 ほぼ完形 の断面は六角形

102-10 合成樹脂製品 (9.0) 27 0.4 4 水田面 焦茶色～黄土色 102-11 鉄製品 8.2 4.0 3.5 4 悛土 折れ曲がってい

115 櫛 約1/2 115 釘 ほぽ完形る

102-12 金属製品 5.1 3.5 0.8 14 覆土 馬具の一部の金 102-13 鉄製品 21.0 0.2 0.2 5 覆土 瓦を止めた瓦釘

115 金具？ ほぼ完形 具か？ 115 針金 ほぽ完形 か？

図番 出土位置
種頬 発行年 備考

p L 残存状態

102-15 覆土 寛永通賓 1668~1683 文銭

115 完形
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第109図 1号水路出土遺物（7)

II区1号水路

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

103-1 土管 ①25.5 ①細砂粒 外面やや雑な調整。内面やや丁寧な調整。釉 3号水路と 完形

115 @8.1 ②良好 薬。 の接点

③18.8 ③黒褐色

103-2 土管 ①23.0 ①細砂粒 外面やや雑な調整。内面やや丁寧な調整。釉 3号水路と 1/2 

115 ◎ 5.3 ②良好 薬。 の接点

③17.7 ③黒褐色

103-3-1 土管 ①細砂粒 内外面とも丁寧な調整。釉薬。 下層 1/2 

115 ②32.8 ②良好

③14.4 ③暗赤灰色

103-3-2 土管 ① (18.6) ①細砂粒 内外面とも丁寧な調整。内面にジャリ付着。釉 下層 口縁片

② .7 ②良好 薬。

③ ③暗赤灰色

104-4 陶磁器 ① (12.4) 波佐見系磁器皿。内：青の下絵付き。見込 覆土 口縁部～裔台

115 皿 ②14.6 蛇の目釉萩。 17世紀後葉～18世紀前葉。 部1/4

③3.8 ③灰白色

104-5 陶磁器 ①14.0 瀬戸 ・美濃陶器皿。内外：青の下絵付き。18 覆土下層 口縁部～高台

115 皿 ②7.3 世紀中葉～19世紀。 部1/3

◎ .0 ③灰白色

104-6 陶磁器 ①(13.3) 波佐見系磁器皿。内外底 ：青の下絵付き。見 覆土下層 口縁部～底部

115 皿 ②7.6 込み五弁花コンニャク版使用。18世紀前葉～ 1/2 

③3.5 ③灰白色 中葉。

104-7 陶磁器 肥前陶器碗。内野山諸窯。内外：胴部～高台 覆土下層 胴部～高台部

115 碗 ②3.9 部施釉。 17世紀～18世紀。 破片

③ (5.0) ③オリープ灰色

104-8 陶磁器 ① (8.6) 波佐見系磁器碗。外 ：青の下絵付き。 18世 水路底面 口縁部～高台

115 碗 ②5.7 紀中葉～後葉。 部1/2

③ (4.2) ③灰白色

104~9 陶磁器 ①砂 製作地不詳。内外：青の型紙摺りの下絵付 覆土 胴部～底部片

115 碗 ②3.5 ②還元焔 き。明治期～大正期。

③ (4.2) ③灰白色

104-10 陶磁器 ① (12.2) ①砂 製作地不詳磁器。外：口縁部に緑線2本を 覆土 口縁部～胴部

115 碗 ②5.0 ②還元焔 入れる。「国民食器」。昭和期。 1/5 

③灰白色

104-11 陶磁器 波佐見系磁器。小碗。外：青の下絵付き。 18 覆土 胴部～底部片

115 湯飲み碗 ②3.0 世紀中葉～後葉。

③2.8 ③灰白色

104-12 陶磁器 ① (9.4) 瀬戸 ・美濃磁器。碗。内外：青の下絵付き。 覆土下層 口縁部～高台

115 湯飲み碗 ② .5 19世紀前葉～中葉。 部1/2

③ (3.2) ③灰白色

104-13 陶磁器 ① (6.3) Q砂 製作地不詳磁器。外：青の銅版転写下絵付 水路底面 口縁部～品台

115 湯飲み碗 ②7.5 ②還元焔 き。底部に「房」と記載。明治期～大正期。 部1/2

③ (4.6) ③灰白色
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104-14 陶磁器 ① (5.8) ①砂 製作地不詳。黒・赤 ・緑の下絵付き。明治期 水路底面 口縁部～底部

116 湯飲み碗 ②7.2 ②還元焔 ～昭和期。 1/3 

③3.5 ③灰白色

104-15 陶磁器 ①8.2 ①砂 製作地不詳。小碗。外 ：口縁部～胴部に、銅 水路底面 はぽ完形

116 湯飲み碗 ②3.2 ②還元焔 版プリント。「亀枡園茶舗」の記載。明治期～ 覆土下層

③14.7 ③灰白色 昭和期。

104-16 陶磁器 ① (8.2) ①砂 製作地不詳磁器小碗。内：底部に青の五弁花 覆土下層 口縁部～底部

116 湯飲み碗 @.2 ②還元焔 と「賞」の下絵付き。外：胴部に青の「・・積・ ・ 1/3 

③3.8 ③灰白色 會」の文字。明治期～昭和期。

104-17 陶磁器 ① (7.0) ①砂 製作地不詳。口縁部～胴部外面に青の下絵付 覆土下層 口縁部～胴部

116 土瓶 ②7.1 ②還元焔 き。明治期。 1/2 

③ (6.0) ③灰白色

104-18 陶磁器 ①3.2 益子・笠間産。口縁部～胴部外面に緑・鉄絵 水路底面 口縁部～胴部

116 急須？ ②6.1 具の下絵付き。青の、「最上醤油」・「フジサ 1/2 

③浅黄橙色 キ」と記載。大正期～昭和期。

104-19 陶磁器 ① (8.0) 肥前磁器。鉢 ・段重蓋。外 ：青の下絵付き。覆土 破片

116 蓋 ②2.2 口縁端部無釉。18世紀代。

③灰白色

104-20 陶磁器 ①(16.6) 美濃陶器皿。灰釉。内外 ：口縁部～商台部施 覆土下層 口縁部～高台

116 皿 ②2.8 釉。17世紀。 部1/5

③ (8.1) ③灰黄色

104-21 陶磁器 ①(12.8) 美濃陶器皿。灰釉。見込み目痕2ヶ所あり。 覆土下層 口縁部～底部

116 皿 ②2.9 17世紀。 1/2 

③ .6 ③灰黄色

104-22 陶磁器 ① (5.4) 瀬戸・美濃陶器皿。長石釉。内外：口縁部～ 覆土下層 口縁部～底部

116 皿 ②2.0 底部施釉。 17世紀代。 1/2 

③ (3.0) ③淡黄色

104-23 陶磁器 瀬戸 ・美濃陶器。菊皿。内外 ：灰釉施釉。 覆土下層 胴部～高台部

116 皿 ②2.5 17世紀～18世紀。 破片

③ (8.8) ③淡黄色

104-24 陶磁器 ① (11.8) 瀬戸・美濃陶器。天目碗。内外：口縁部～胴 覆土下層 口縁部～底部

116 碗 ②5.6 部下施釉。胴部下部に無釉。17世紀。 片1/3

③ (6.0) 

104-25 陶磁器 ①(12.4) 瀬戸・美濃陶器。天目碗。内外：口縁部～胴 覆土 口縁部～体部

116 碗 ②5.8 部施釉。商台脇以下、鉄化粧。江戸時代。 1/3 

③黒褐色

104-26 陶磁器 ①10.9 瀬戸・美濃陶器碗。尾呂茶碗。口縁部灰釉。 覆土下層 口縁部～胴部

116 碗 ② .0 内外：胴部施釉。飴釉使用。18世紀中葉～後 1/3 

③灰白・灰オリープ色 葉。

105-27 軟質陶器 瀬戸・美濃陶器。甕？内外：胴部底部施釉。 覆土下層 胴部～高台部

116 焙烙 ② .5 高台部無釉。江戸期～近代。 破片

③(12.6) ③浅黄橙色

105-28 軟質陶器 ① (36.0) ①砂・白色鉱物 在地系焙烙。江戸時代。 覆土下層 口縁部～底部

116 焙烙 ② .4 ②酸化焔 片

③ (34.0) ③灰黄褐 ・黒褐色

105-29 軟質陶器 謹J;• 白色 ・ 黒色鉱物 在地系焙烙。江戸時代。 覆土下層 口縁部～胴部

116 焙烙 ②5.3 ②還元焔 破片

③黒褐色

105-30 陶器 瀬戸・美濃陶器。すり鉢。錆釉。江戸期。 覆土 胴部～底部片

116 すり鉢 ② .6 

③(14.8) ③にぶい黄橙色

105-31 陶器 瀬戸・美濃陶器。すり鉢。錆釉。江戸期。 覆土下層 胴部～底部片

116 すり鉢 ② .2 

③ (13.0) ③にぶい黄橙色

105-32 土器 謬少・白色鉱物 在地系土器。植木鉢。底面中央に穴の痕跡あ 水路底面 胴部～底部片

116 植木鉢 ② .1 ②酸化焔 り。江戸以降。

③ (14.0) ③にぶい黄橙色

105-33 平瓦 縦11.6 釘によると思われる貰穴1ヶ所あり。近世～ 水路底面 破片

116 横7.3 近現代。

厚2.0 ③灰色

105-34 縦5.1 ⑰砂・黒色鉱物 片面は、火熱を受けた痕跡あり。 覆土下層 破片

116 さな 横2.6 ②酸化焔

厚1.1 ③浅黄橙色

105-35 ガラス製品 ①2.0 気泡が入っている。「ホシネルベン」と 「星 底面 完形

116 瓶 ② .9 製薬株式會社」の文字。蓋のコルクが残る。

③3.0 ③透明 近代。
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105-36 ガラス製品 ① (16.0) ②7.2 底面に「3」。器表面に無数のヒビが入る。 中央部 ほぼ完形

116 小瓶 ③3.6 厚さ0.2~0.3③茶色 薬ビンか。近代。

105-37 ガラス製品 ①2.0 ②7.7 気泡がわずかに入っている。薬ピンか。近代。 覆土 完形

116 小瓶 ③3.1厚さ0.2~0.3③茶色

105-38 ガラス製品 ①1.7 ②3.8 気泡がかなり入っている。近代。 北側 完形

116 小瓶 ③2.0 厚さ0.2 ③透明

105-39 ガラス製品 ①2.0 ②3.2 気泡がかなり入っている。近代。 覆土 完形

116 小瓶 ③2.6 厚さ0.2 ③透明

105-40 ガラス製品 長さ3.2 幅2.3 器表面に目盛り。気泡が入っている。薬ビン。 覆土 破片

116 瓶 厚さ0.1~0.2 ③透明 近代。

106-41 ガラス製品 ①1.6 ②2.5 気泡が入ってる。薬ピンか。近代。 覆土 口縁片

116 瓶 厚さ0.1~0.3 ③透明

106-42 ガラス製品 ①(1.7) ②1.8 気泡が入ってる。薬ビンか。近代。 覆土 口縁片

117 瓶 厚さ0.1~0.3 ③明緑灰色

106-43 ガラス製品 ①1.8 ②5.5 気泡が入ってる。底面に「M」近代。 覆土 完形

117 インク瓶 ⑤ .2 厚さ0.3~0.5③明緑灰色

106-44 ガラス製品 ① (6.0) ②5.2 気泡が少し入っている。近代。 覆土 口縁～体部片

117 瓶 厚さ0.5~0.6 ③明緑灰色

106-45 ガラス製品 ①2.3 ②2.6 気泡が少し入っている。先端から近代。 覆土 口縁部片

117 瓶 厚さ0.4~0.7 ③明青灰色

106-46 ガラス製品 ②3.4 気泡が入っている。香水入れか。近代。 覆土 口縁部欠

117 小瓶 ③1.6 厚さ0.1~0.2③明緑灰色

106-47 ガラス製品 ① (5.0) クリーム瓶。近代。 覆土下層 口縁部～胴部

117 瓶 ②3.3 ③白色 破片

96 ガラス製品 長さ1.6 気泡が無数に入っている。近代。 覆土 完形

117 ビー玉 幅1.6 厚さ1.6 ③明緑灰色 写真のみ

97 ガラス製品 長さ2.6 気泡が艇数に入っている。近代。 覆土 完形

117 ビー玉 幅2.6 厚さ2.3 ③紺色 写真のみ

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

106-57 砥石 凝灰岩 ①9.4②3.9 4面を使用。 覆土 一部欠損

117 ③ .8 ④210 

106-58 砥石 凝灰岩 ①9.6 ②3.2 5面を使用。 覆土 完形

117 ③2.3 ④95 

106-59 砥石 凝灰岩 ①5.0 ②2.4 4面を使用。 覆土下層 部分

117 ③2.4 ④22 

106-60 砥石 凝灰岩 ①5.8 ②2.9 5面を使用。 覆土下層 一部欠損

117 ③1.4 ④38 

106-61 砥石 安山岩 ①8.1 ②3.4 4面を使用。 襄土 両端欠損

117 ③2.2 ④1OO 

106~62 砥石 凝灰岩 ①10.3 ②3.0 4面を使用。 覆土 両端欠損

117 ③3.0 ④120 

106-63 砥石 凝灰岩 ⑤ .3 ②3.0 4面を使用。 覆土下層 部分

117 ③1.2 ④22 

107-64 相輪 安山岩 ①10.1 ②7.4 覆土下層 一部欠損

117 ⑮ .6 ④ 10 

107-65 石皿 凝灰角礫岩 ①17.5 ②12.2 覆土下層 破片

117 ③2.5~5.2 ④1,080 

107-66 臼 安山岩 ①13.5 ②7.9 筏土下層 部分

117 ③7.8 ④1,000 

107-67 台石 安山岩 ①18.5 ②14.5 摩耗痕あり。 覆土下層 一部欠損

117 ③10.5 ④3,500 

107-68 凝灰角礫岩 ⑰ .3 ②5.3 覆土 一部欠損

117 ③2.2 ④72 

107-69 打製石斧 安山岩 ①13.0 ②6.1 分銅型。 覆土 ほぼ完形

③2.3 ④220 

107-70 打製石斧 ガラス質安山岩 ①11.6 ②6.5 短冊型。 覆土 一部欠損

③1.7 ④128 
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図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴
図番

器 種
計測値 (cm) 出土位置

特徴
p L 長さ 幅厚さ重量(gI 残存状態 p L 長さ 幅厚さ厘量Ig) 残存状態

106-48 金属製品 6.4 0.6~ 0.2 8 下層 火皿径1.3~1.6 106-49 金属製品 6.2 0.4~ 0.1 8 下層 火皿径1.4

117 キセル 1.3 雁首部 火皿は変形。 17 キセル 0.9 雁首部 一部緑青付着。

106-50 金属製品 (21.3) 0.4~ 0.05 ， 水路覆土 火皿径1.5。全 106~51 金属製品 4.1 0.9 0.05 4 下層 雁首部で火皿を

117 キセル 0.9 ほぼ完形 面に緑青付着。 117 キセル 雁首部 欠く。緑青付着

106-52 金属製品 4.5 1 0.2 7 下層 雁首部で火皿を 106-53 金属製品 6.8 0.8 0.2 6 水路覆土 全面に緑青付着

117 キセル 雁首部 欠く。緑青付浩 117 毛抜き 完形 真鈴製か？

106-54 合成樹脂製品 5.0 1.9 0.2 1 覆土 黒色。歯が30本 106-55 合成樹脂襲品 4.5 3.1 0.1 1 覆土 黄土色。柑が10

117 櫛 1/2 残存。 117 櫛 破片 本残存。

106~56 合成樹脂製品 5.0 3.1 0.1 1 覆土 黄土色。歯が12107-71 鉄製品 20.8 1.4 0.4 54 覆土 頭部を折り返し

117 櫛 破片 本残存。 117 釘 ？ 完形 たさつば釘？

107-72 鉄製品 46.6 0.3~ 0.2~ 64 覆土 頭部を折り返し 107-73 鉄製品 5.8 1.2 0.8 17 覆土 有頭釘。全面に

117 留め金具？ 0.7 0.6 ほぼ完形 た留め金具？ 117 釘 ほぱ完形 鉄錆付着。

107-74 金属製品 6.9 0.2 0.2 2 覆土 瓦を留めた瓦釘 107-75 鉄製品 13.1 2.3~ 0.5 48 覆土 片且片ロスパナ

117 針金 完形 か？ 緑青付着 117 スパナ 1.4 完形 全面に鉄錆付浩

107-76 金属製品 8.1 0.7 0.6 17 覆土 全面に緑青付着

117 装飾金具？ 一部破損 真錐製か？

図番 出土位置
種類 発行年 備考

図番 出土位置
種類 発行年 備考

p L 残存状態 P L 残存状態

108-77 水路底面 寛永通賓 1697年以降 108-78 水路底面 寛永通賓 1636~1659年

118 完形 118 完形

108-79 水路底面 寛永通賓 1697年以降 108-80 寛永通賓 1697年以降

118 完形 118 完形

108-81 水路底面 寛永通賓 1697年以降 108-82 水路底面 寛永通賓 1697年以降

118 完形 118 完形

108-83 水路底面 窃永通賓 1697年以降 108-84 水路底面 寛永通賓 1697年以降

118 完形 118 完形

108-85 水路底面 寛永通賓 1697年以降 108-86 水路底面 寛永通賓 1636~1659年

118 完形 118 完形

108-87 覆土 寛永通賓 1668~1683年 文銭 108-88 水路底面 寛永通賓 1768年以降 四文銭

118 完形 118 完形 11波

108-89 水路底面 窃永通賓 1768年以降 四文銭 108-90 覆土 寛永通賓 1768年以降 四文銭

118 完形 11波 118 完形 11波

108-91 水路底面 一銭 1940(昭和15)年 カラスー銭 108-92 水路底面 五銭 1921（大正10)年

118 完形 アルミ 貨 118 完形 白銅貨

図番
器 種

計測量 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①長さ ②幅 ③厚さ ④樹種 状況

108-93 曲物底板 ①14.5 ②4.2 板目。表裏両面平坦に調整。縁を曲線状 水路覆土 一部残存

117 ③1().8 ④モミ属 に調整。

108-94 滑車？ 径3.8 高さ2.7 刻み目が互い違いに2ヶ所あり 。滑車と 水路覆土 ほぽ完形

117 ④ケヤキ して使用か？

109-95 下駄 ①18.0 ②9.8 板目。前歯・後歯共に削り出し。鼻緒の 水路覆土 一部欠損

117 ③2.2 貰穴2ヶ所残存。女性の右足用。

④ハ ンノキ属ハンノキ亜属
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1 : 2 5cm 

第110図 2号排水路出土遺物

Ill区2号排水路

胃 径1①胎土②焼成③色調

136 石けり 横3.2 厚さ〇．6 |③薄青色

成・整形技法の特徴
土

況
出

状
残存状況

透明ガラス製。気泡が無数に入っている。片 1覆土 1完形

面に細い溝が10本入る。

2
 

oe:=言三ニニ戸戸 30
(2) 

0 1:2 5cm 

゜
(1 • 3) 
1 : 3 10cm 

第111図 3号水路出土遺物

Ill区3号水路

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

l l l-1 磁器 ① (11.2) 瀬戸・美濃磁器碗。型紙摺り。明治期～大 覆土 口縁部～高台

136 碗 ②5.3 正期。 部破片

③ (4.0) ③灰白色

111-2 ガラス製品 ②14.6 透明ガラス製品。「・・乳同業組合」の文字。 覆土 胴部～底部片

136 瓶 ③ (3.8) ③透明 牛乳瓶。近代。

図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅厚さ腫量（g)残存状態

111-3 鉄製品 21.4 刃1.50.3 40 水路覆土 鞘を欠く。刃部

136 刀子 柄1.91.7 ほぽ完形 全面に鉄錆付着
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排水路・水路
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I11区

Ill区4号水路

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

P L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

112-1 磁器 ① (7.8) 肥前磁器 ・筒型碗。内外 ：青の下絵付き。 覆土 1/4 

136 碗 ②5.0 18世紀後葉。

③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

112-4 五輪塔 角閃石安山岩 ⑰ 8.0 ② 8.0 火輪 覆土 ほぼ完形

136 ③24.1 ④叩',000
図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴
図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅厚さ厘量(gI 残存状態 p L 長さ 幅厚さ重量Ig) 残存状態

112-2 金属製品 8.2 1.5 1 ， 覆土 吸口部。肩部の 112-2 金属製品 6.7 0.9 0.8 5 覆土 吸口部。 一部緑

136 キセル 完形 断面は六角形。 136 キセル 完形 青付着。

図番
器 種

法 量（cm・ g) 
特徴

出土
残存状況

p L ①長さ ②幅 ③厚さ ④樹種 状況

112-5 杭 (1)43.9 ◎ .0 丸木。細端部折れ。太端部先端を細く削 第一分冊 ほぼ完形

136 ③5.5 ④マツ属複維管束亜属 り調整痕が5面あり。 第138図5

112-6 杭 ⑮ 2.4 ②3.8 加工角材。四角形に調整。太端部の一部 第一分冊 完形

136 ③2.8 ④アサダ 切り取り、細端部削り調整。 第138図6

112-7 杭 ①53.5 ②7.8 丸木半裁。鋸痕あり。太端部折れ。細端 第一分冊 ほぽ完形

136 ③9.6 ④クリ 部、削り調整。枝払い済み。 第138図7
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排水路 ・水路
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Ill区5号水路

図番土器種別 法 量 (cm) ①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

113-1 土管 ① ②l (15.4) ①②細良砂好粒・赤色鉱物 外面丁寧な調整。内面紐つくり成形後、ナデ。 覆土 口縁～胴上半
137 7.6 

③にぶい橙色
113-2 陶器 瀬戸・美濃陶器碗。鉛釉使用。尚台内部～高 覆土 底部～胴部

137 碗 ②刈．1 台脇に鉄化粧。 17世紀後葉～18世紀中葉。
③5.6 ③黒褐 ．にぶい黄色

113-3 陶磁器 悶.8 Q②砂還元焔
製作地不詳。小碗。銅版転写。外面に青の下 覆土 口縁部～高台

137 碗 .0 絵付き。明治期～昭和期。 部3/4
◎ .2 ③灰白色

113-4 磁器 悶.2 瀬戸 ・美濃磁器。湯飲み。銅版転写。胴部外 覆土 口縁部～高台
137 湯飲み .1 面に漢詩、内面に蝶と花、底部外面に「丸重 部3/4

③3.7 ③灰白色 精製」と記載。
113-5 磁器 ① (5.2) 瀬戸 ・美濃磁器。湯飲み。銅版転写。胴部外 覆土 口縁部～高台
137 湯飲み ⑮ .1 面に漢詩、内面に蝶と花、底部外面に「丸重 部2/3

③3.5 ③灰白色 精製」と記載。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

114-7 石上臼 安山岩 ①23．的訊5.3 目は摩滅。 覆土 破片
137 ③5.6~11.06 心 750
114-8 相輪 安山岩 ①25.8 ②10.5 覆土 ほぽ完形
137 ③10.2 ④2.300 

図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

P L 長さ 幅厚さ重量(g)残存状態

113-6 合成樹脂製品 10.0 2.6 0.1 1.6 水路覆土 鼈甲調。歯が40

137 櫛 約1/2 本残存。

図番
器 種

計測値 (cm)
特徴

出土
残存状況

p L ①長さ②幅③厚さ ④樹種 状況

114-9 杭 ①73.9 ◎沿．7 丸材。太端部折れ。細端部先端を細く削り調整。枝払い済み。 水路覆土 一部破損

137 ③5.7 ④クリ
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第115図 5号排水路出土遺物

Ill区5号排水路

図番土器種別 法 量 (cm)

p L 器 種 ①口径②器高③底径
①胎土②焼成③色調

115-1 土管 ①15.0 ①細砂粒・赤色鉱物

137 I I R32.0 ②良好

③ (10.0) ③にぶい橙色

成・整形技法の特徴
土

況
出

状
残存状況

外面やや雑な調整。内面紐作り成形後、ナデ。 13号水路とIほぼ完形
の接点
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第116図 6号排水路出土遺物

Ill区6号排水路

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

116-1 土管 ①細砂粒・赤色鉱物 外面丁寧な調整。内面紐つくり成形後、ナデ。 3号水路と 底部のみ

137 ②16.5 ②良好 の接点

③10.3 ③にぶい黄橙色

116-2 土管 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面丁寧な調整。内面紐つくり成形後、ナデ。 3号水路と 破片

137 ②17.6 ②良好 の接点

③ (10.3) ③にぶい黄橙色

116-3 陶磁器 ① (6.9) 瀬戸 ・美濃磁器。小碗。幕末期～明治期。 覆上 口縁部～高台

137 碗 ② .4 部破片。

③ (3.7) ③灰白色

116-4 陶磁器 ①5.0 ①砂 ・白色鉱物 製作地不詳陶器。灯明受台。口縁部欠損後、 土管周辺 ほぽ完形

137 灯明受台 ②5.7 ②還元焔 両縁磨り。幕末期～明治期。

③5.1 ③にぶい黄橙色

口 ―

奏」, +---

Ill区7号排水路

9 ? |：器種：I①口：②:；：底径⑰胎土②焼成③色調
117-1 土管 ①13.5 

137 ②34.8 

成・整形技法の特徴

①細砂粒 ・赤色鉱物

②良好

③にぶい黄橙色

： ょI残存状況

゜
20cm 

外面丁寧な調整。内面紐つくり成形後、ナ 13号水路とIl/2?
1 : 6 一ャ

ァ。 の接点

第117図 7号排水路出土遺物
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排水路・ 2面
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排水路・ 2面

Ill区2面

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

118-1 須恵器 ① (13.6) ①砂、白色鉱物、小石 ロクロ整形。外：口縁部～底部、回転ナデ。 2面 口縁部～底部

137 碗 ②5.3 ②還元焔 底部糸切り後、高台貼付。内：口縁部～底部、 1/4 
③ (7.0) ③灰色 回転ナデ。

118-2-1 須恵器 ① (15.0) ①砂、白色鉱物 ロクロ整形。外：口縁～頸部、回転ナデ。内： 2面 口縁～頸部

137 長頸壺 ②9.0 ②還元焔 口縁～頸部、回転ナデ。内外面一部施釉。 4/5 
頸部 ③灰白色

118-2-2 須恵器 塁、白色鉱物 ロクロ整形。外：胴部～底部、回転ナデ。内： 2面 胴部～底部

137 長頸壺 ②13.9 元焔 胴部～底部、回転ナデ。内外面一部施釉。 1/4 
胴部 ③(10.0) ③灰白色

118-3 陶磁器 叫(8.2) 瀬戸・美濃磁器。湯飲み。外：胴部口縁部に青 2面 口縁部～底部

137 碗 .7 で縁取り線。胴部に「林園」の文字。底部 1/3 
③ (3.2) ③灰白色 に「高田」の文字。明治以降。

118-4 陶磁器 畠(6.8) 瀬戸・美濃磁器。盃。内：桜の模様。大正～昭 2面 口縁部～底部

137 盃（猪口） .7 和期。 2/3 
③2.7 ③灰白色

118-5 陶磁器 畠(7.8) ⑰少 製作地不詳磁器。外：胴部に木の模様あり。 2面 口縁部～底部

138 小鉢 .6 ②還元焔 明治以降。 1/5 
③3.6 ③灰白色

118-6 陶磁器
g②砂還元焔

製作地不詳小杯。外：青で模様あり。明治期 2面 胴部～底部

138 碗 ②3.7 以降。 1/4 
③3.0 ③灰白色

118-7 陶磁器 以(5.2) 瀬戸・美濃磁器。湯飲み。口縁部：青で縁ど 2面 口縁部～底部

138 湯飲み茶碗 .1 り。外：胴部～高台部、青で模様あり。明治 2/3 
③3.5 ③灰白色 以降。

118-8 ガラス製品 温.6 ⑮ .4 気泡が無数に入っている。目盛りが付く。 2面 完形

138 薬瓶 .7 厚さ0.2~0.3③紺色 近代。
118-9 ガラス製品 冨.7 入I. 村馨院」の文字。側面に目盛り。気泡が 2面 1/2 
138 薬瓶 .8 厚さ0.1~0.3③透明 る。近代。
118-10 ガラス製品 長さ11.0 I横地醤院 電七ーニ」の文字。側面に目盛 2面 破片
138 薬瓶 幅4.4厚さ0.3~0.4③透明 り。気泡が入る。近代。
118-11 ガラス製品 長さ4.5 気泡が入っている。近代。 2面 一部欠損

138 スポイト 幅1.5 厚さ0.1 ③透明
118-12 ガラス製品 長さ3.2 気泡が入っている。近代。 2面 破片

138 瓶 幅2.4 厚さ0.1~0.3③透明
118-13 ガラス製品 長さ2.7 気泡が無数に入っている。片面に文様。近代。 2面 破片

138 石けり 幅2.2厚さ0.7 ③緑灰色
118-14 ガフス製品 長さ2.6 気泡が入っている。近代。 2面 完形
138 おはじき 幅2.4厚さ0.5 ③透明
118-15 ガフス製品 長さ1.9 気泡が無数に入っている。近代。 2面 完形

138 おはじき 幅1.5 厚さ0.3 ③明緑灰色
118-16 ガラス製品 長さ1.7 気泡が入っている。近代。 2面 完形

138 おはじき 幅1.7 厚さ0.3 ③明青灰色
118-17 ガラス製品 長さ1.8 気泡が入っている。近代。 2面 完形

138 おはじき 幅1.6 厚さ0.3 ③紺色

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

118-18 砥石 凝灰岩
⑬③1..86 ②④330 .0 

4面を使用。 覆土 一部欠損

138 
118-19 砥石 凝灰岩

⑬③1..87 凶④匂．0 
2 illJを使用。 複土 両端欠損

138 
118-20 砥石 凝灰岩 置.7 ②④3 l .8 2面を使用。 覆土 部分

138 .5 9 
119-21 砥石 凝灰岩 賃.0 嘉.5 5面を使用。 棧[:r. 一部欠損

138 .2 6 
119-22 石板 凝）火岩

①③10.3 .3 ④0422 .8 
線刻。 1夏コこ 阪片

138 
図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴
図番
器 種

計測値 (cm) 出土位置
特徴

p L 長さ 幅厚さ腫釦g)残存状態 p L 長さ 幅厚さ重量Ig) 残存状態

119-23 鉄製品 12.9 12.9 0.8~ 29.4 覆土 前肢用。打ち込 119-24 鉄製品 11.5 12.2 0.6~ 19.3 覆土 前肢用。打ち込

138 蹄鉄 1.4 完形 み釘7本残存。 138 蹄鉄 0.9 ほぼ完形 み釘5本残存。
119-25 ベークライト (6.4) 1.1 0.9 4 覆土 西洋パイプの吸 119-26 金属製品 5.0 1.0 1.0 4 覆土 吸口部。一部緑

138 パイプ 吸口部 口部。赤褐色。 138 キセル 完形 青付着。

119-27 鉄製品 13.6 0.9 0.9 48 覆土 断面が丸状の鉄

138 鉄棒 完形？ 棒。鉄錆付着。

図番 出土位置
種類 発行年 備考

図番 出土位置
種類 発行年 備考

p L 残存状態 p L 残存状態
119-28 2面 寛永通賓 1768年以降 四文銭 119-29 ほぼ完形 開冗通賓 621年
139 完形 11波 139 
図番

器 種
計測値 (cm)

特徴
出土

残存状況
p L ①長さ ②幅③厚さ ④樹種 状況

119-30 下駄 ①17.9 ②7.7 板目。後歯削りだし。表裏両面を平坦に調整。鼻緒の貰穴2ヶ所残 2面覆土 一部破損

139 ③2.4 ④スギ 存。
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第120図 8号排水路出土遺物

Ill区8号排水路

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

120-1 須恵器 ①14.6 ①砂、白色鉱物 ロクロ整形。右回転。内外面：回転ナデ。底 3面 口縁部～高台

139 碗 ◎ .1 ②還元焔 部糸切り後、島台貼付。外面胴部に、判読不 部2/3

③8.3 ③灰色 明墨書あり。

図番 出土位置
種頚 発行年 備考p L 残存状態

120-2 覆土 咸平元賓 北宋998年 大門

139 完形

図番
器 種

計測値 (cm)
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅 ③厚 ④樹種 状況

120-3 蓋 ①35.9 ②8.2 ③16.3 丸木半裁。両端切断。 1面に削り調整。両端 排水路覆土 ほぼ完形

139 ④マツ属複維管束亜属 部に、釘の貰穴あり。

120-4 蓋 ①36.9 ②7.3 ③14.3 丸材半裁。両端切断。 1面に削り調整。 排水路覆土 ほぽ完形

139 ④マツ属複維管束亜属

120-5 蓋 ①35.6 ◎刈．7 ③4.6 丸木。細端部に 2面削り調整痕あり。 排水路覆土 ほぼ完形

139 ④マツ属複維管束亜属

121-8-6 暗渠の用材？ ①140.6 ②10.5 ③19.8 丸木。両端切断痕あり。細端部に段差をつけ 排水路覆土 はぽ完形

139 ④マツ属複維管束亜属 た加工痕あり。
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言三ミ
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て盆泣乙

(10-1~10-3 • 14-1 • 14-2) 
0 1:6 20cm 

(8 -6) 

1 : s 20cm 

第121図 8 • 10 • 14号排水路出土遺物

図番
器 種

計測値 (cm)
特 徴

出土
残存状況

P L ①長さ ②幅 ③厚さ ④樹種 位置

121-10-1 蓋 ①25.7 雲4.1 板材。板目。表裏両面を平坦に調整。 排水路覆土 一部欠損
139 ③1.9 リ
121-10-2 蓋

(.!)③241.4.0④②ク10リ.4 
板材。板目。表裏両面を平坦に調整。 排水路覆土 ほぽ完形

139 
121-10-3 蓋

①③21.35.4④⑮ク.リ1 
板材。板目。表裏両面を平坦に調整。 排水路覆土 ほぽ完形

139 

種樹④
 

ヽ
ー
／

さ

Ccm
厚③
 

値測

幅

計

②さ長①
 

~
 

種言い
特徴

板材。板目。表裏両面を平坦に調整。

板材。板目。表裏両面を平坦に調整。

出土

位置

排水路覆土

排水路覆土

残存状況

一蔀祓碩

ほぽ完形
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四 4

第122図 1号土坑出土遺物

図番
器 種

計測値 (cm)
特 徴

出土
残存状況

p L ①長さ ②幅 ③厚さ ④樹種 位置

122-1 蓋
①③823.2.3④②マ24ツ.4属複維管束亜属

板材。柾目。両端に、切断痕あり。表裏両面を平 土坑覆土 一部破損
140 担に調整。
122-2 蓋 ①③215.07.7④②ク2リ8.6 板材。柾目。表裏両面を平坦に調整。 土坑覆土 一部破損
140 
122-3 薔 掌7 ④②マ2 5.9 板材。板目。鋸でひいた痕跡あり。等間隔で釘に 土坑覆土 ほぼ完形
140 ツ属複維管束亜属 よる貰穴あり。
122-4 蓋 ①③11.293.2④②ク2リ7.4 板材。板目。片端は、切断。表裏両面を平坦に調 土坑覆土 ほぽ完形
140 整。
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竪穴住居跡

□ 1 

＼三二／2/

゜
1 : 3 10cm 

第123図 1号住居跡出土遺物

VII区1号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

123-1 土師器 ①11.2 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 床面 3/4 

198 杯 ②5.2 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底部は器面磨耗のため不明。

123-2 須恵器 ①細砂粒 高台は貼付。 覆土 底部片

198 碗 ②2.4 ②還元焔

◎ .0 ③灰白色

／ー
“
g
aげ

:
IJI 

]
 

3
 

¥ ¥ 2 

0 1:3 10cm 

第124図 2号住居跡出土遺物

V11区2号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

124-1 土師器 ① (11.2) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 
198 坪 ②3.5 ②良好 内而ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

124-2 土師器 ①19.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

198 甕 ②8.8 ②良好 内面ナデ。 1/2 
③にぶい橙色 胴部外面ヘラ削り。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

124-3 打製石斧 安山岩 ①7.6 ②7.5 分銅型。 覆土 1/2 

③2.1 ④177 

―＿＿ □］1 
□ 
ロ 2

ーベ―-r 5 

第125図 3号住居跡出土遺物（ 1)

□ 3 

□ 
〇 1 : 3 10cm 
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一第126図 3号住居跡出土遺物 （2)

VII区3号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

125-1 土師器 ①(11.4) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

198 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

125-2 土師器 ①11.6 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 南壁下 1/2 

198 杯 R!.O ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

125-3 土師器 ①11.0 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 南壁寄り 一部欠損

198 坪 四 ．1 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

125-4 土師器 ①11.3 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 ほぽ完形

198 坪 ②刈．2 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。
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竪穴住居跡

125-5 土師器 ①12.9 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁下 一部欠損

198 均 ②14.3 ②良好 内面ナデ。底面ヘラ削り。

③橙色 器面荒れている。

125-6 土師器 ①12.6 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 貯蔵穴周 底部欠損

198 坪 ◎ .9 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

126-7 手捏ね ①5.0 ①細砂粒 内外面ナデ 覆土 完形

198 ② .2 ②良好 指頭圧痕。

③2.4 諷灰色

126-8 土師器 ①粗砂粒・赤色鉱物 外面荒れている。 貯蔵穴周 底部

198 甕 ②8.2 ②やや良好 内面ナデ。 辺

③5.0 ③にぶい橙色

126-9 土師器 ① (25.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴 口縁～胴上半

198 甕 ②19.0 ②やや良好 内面ナデ。 1/3 

③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

126-10 砥石 流紋岩 ①5.8 ②2.6 4面を使用。 覆土 1/2 

198 ③2.5 ④80 
図番

出土状況 種類 発行年 残存状態
図番

出土状況 種類 発行年 残存状態
p L p L 

126-11 覆土 皇宋通賓 北宋 不良 126-14 覆土 皇宋通賓 北宋 文字不鮮明

198 1038年 198 1038年

126-12 覆土 元農通賓 北宋 不良 126-15 覆土 成平冗賓 北宋 一部欠損

198 1078年 198 998年

126-13 覆土 皇宋通賓 北宋 不良 126-16 覆土 開元通賓 北宋 やや良好

198 1038年 198 845年
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□
ロ
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 〇 1 : 3 10cm 

第127図 4号住居跡出土遺物
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Vli区

VII区4号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

127-1 土師器 ①22.0 ①細砂粒 口縁部ナデ。 カマド袖 胴下半部欠損

198 甕 ②10.9 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り。

127-2 土師器 ①20.8 ①粗砂粒・赤色鉱物 口縁部ナデ。 カマド袖 胴下半部欠損

198 甕 ②10.2 ②やや良好 内面ナデ。

③にぶい黄褐色 外面ヘラ削り。荒れている。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

127-3 砥石 流紋岩 ①8.0 ②3.0 全面使用。 床面 完形

198 ③2.6 ④120 径7mmの孔。

― ，ハロ ＼ I 

／／ 

ロロ ！］ 
I I I 4 

第128図 5号住居跡出土遺物 ゜
1 : 3 10cm 

VII区5号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

128-1 土師器 ①(11.6) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

198 坪 ② .7 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

128-2 土師器 ①11.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 一部欠損

198 坪 ②3.8 ②良好 内面ナデ。

③にぶい赤褐色 底面ヘラ削り不明瞭。

128-3 土師器 ①9.0 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 一部欠損

198 小型壺 ②7.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

128 ~4 土師器 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

198 甕 ②13.5 ②良好 内面ナデ。 1/3 

③にぶい赤褐色 底面ヘラ削り不明瞭。

：三三／1 □ 2 
第129図 6号住居跡出土遺物 ゜

1 : 3 10cm 

VII区6号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

129 ~ 1 土師器 ①10.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 北壁寄り 一部欠損

199 杯 ②3.0 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り 。

129-2 土師器 ①10.75 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 完形

199 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。
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竪穴住居跡
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第130図 7号住居跡出土遺物

VII区7号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

130-1 土師器 ①22.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 床面 口縁～胴下半

199 甕 ②19.7 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り。カマド粘土付着。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

130-2 石製品 不明 ⑬ .6 ②2.9 9個の孔。貰通はしていない。 覆土 一部欠損

199 ③2.6 ④20 
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II 
第131図 8号住居跡出土遺物
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珊区

VII区8号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

131 ~ 1 土師器 ① (21.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴下半

199 甕 ②19.7 ②良好 内面丁寧なナデ。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

131-2 士師器 ① (20.2) ①細砂粒 口縁部横ナデ。指頭圧痕。 覆土 口縁～胴下半

199 甕 ②20.5 ②良好 内面丁寧なナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り。

131-3 土師器 ①19.6 ①細砂粒 口縁部横ナデ。指頭圧痕 覆土 口縁～胴上半

199 甕 ②10.3 ②良好 内面丁寧なナデ

③赤褐色 外面ヘラ削り。
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第132図 9号住居跡出土遺物

VII区9号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

132-1 須恵器 ①13.8 ①細砂粒 ロクロ整形。回転右回り。 覆士 一部欠損

199 杯 ②3.8 ②還元焔 底部回転糸切り。

③8.0 ③灰色

132-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 部分

199 蓋 ②1.7 ②還元焔

③灰色

132-3 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 摘み部

199 蓋 ②2.1 ②還元焔 摘み部回転ナデ。

摘み部径4.0 ③灰色
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第133図 10号住居跡出土遺物（ 1)
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竪穴住居跡
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第134図 10号住居跡出土遺物 (2)

VII区10号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

133-1 土師器 ①11.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 北壁寄り 1/2 

199 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

133-2 土師器 ① (21.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

199 坪 @4.8 ②良好 内面ナデ。放射状暗文。

③橙色 外面ヘラ削り。

133-3 土師器 ①12.4 ①細砂粒 口縁部ナデ。輪積み痕残る。 貯蔵穴 1/3 

199 甕 ②8.2 ②良好 内面丁寧なナデ。ヘラのエ具痕。

③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り。

133-4 土師器 ①22.0 ①細砂粒 口縁部ナデ。 カマド周 口縁部1/2

199 甕 ②7.4 ②良好 内面ナデ。 辺

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

133-5 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 底部1/4

199 宮・ギ @ .6 ②還元焔 高台貼付。

③(14.0) ③灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

134 ~ 6 こも編石 閃緑岩 ①15.1 ②5.8 全面に磨耗痕と先端に敲打痕。 北壁寄り 完形

199 ③5.7 ④780 

134-7 こも編石 安山岩 ①12.2 ②5.2 全面に磨耗痕。 北壁 完形

199 ③3.9 ④380 

ニ

ー

＿一

＿―

―
 

―
-
―
二

第135図 11号住居跡出土遺物 ゜
0’ 2

 
1 : 3 10cm 

111 



V11区

VII区11号住居跡

図番 土器種別 法 量（cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

P L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

135-l 須恵器 ①(13.8) ①粗砂粒 ロクロ整形。回転右回り 。 覆土 1/4 

199 坪 ② .4 ②還元焔 底部ヘラ切り。

③7.2 ③灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

135-2 こも編石 閃緑岩 ⑬ .6 ②5.7 全面に磨耗痕と先端に敲打痕。 覆土 1/2 

199 ③2.9 ④180 煤付培。

□ 
2
 

゜
1 : 3 10cm 

第136図 12号住居跡出土遺物ロ
VII区12号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高③底径 状況

136-1 須恵器 ①11.8 ①細砂粒 ロクロ整形。回転方向不明。 覆土 底部欠損

199 坪 ②3.8 ②還元焔

③褐灰色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

136-2 こも福石 安山岩 ①13.3 ②5.3 全面に磨耗痕。 床面 完形

199 ◎ .4 ④ 15 
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゜
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第137図 13号住居跡出土遺物

112 



竪穴住居跡

VII区13号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

137-1 土師器 ①(13.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

199 坪 ② .4 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り不明瞭。

137-2 土師器 ①粗砂粒 内面に輪積痕残る。 南壁寄り 胴下半部

199 甕 ②16.0 ②やや良好 外面ヘラ削り 。荒れている。

③橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

137-3 こも綱石 安山岩 ①14.4 ②刈．7 全面に磨耗痕。 南壁寄り 完形

199 ③3.8 ④360 
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V11区

VII区14号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

138-1 土師器 ①13.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁下 一部欠損

200 坪 ②.o ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

138-2 土師器 ① 03.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 1/4 

200 杯 ②3.6 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

138-3 土師器 ①12.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 東南コー 一部欠損

200 坪 R!.O ②良好 内面ナデ。 ナー

③明赤褐色 底面ヘラ削り不明瞭。

138-4 土師器 ① (14.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

200 坪 ②5.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

138-5 須恵器 ①(13.2) ①粗砂粒 ロクロ整形。回転右回り。 覆土 1/4 

200 坪 ②3.6 ②還元焔 底部回転糸切り 。

③ (7.0) ③灰白色

138-6 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。回転右回り。 覆土 1/3 

200 蓋 ②2.3 ②還元焔 摘み部貼り付け。

摘み部径4.0 ③灰白色 体部～口縁部回転ナデ。

138-7 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。回転右回り。 覆土 脚部

200 高杯 ②7.5 ②還元焔

③8.4 ③灰白色

138-8 土師器 ①22.0 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド袖 胴下半一部欠

200 甕 ②32.5 ②良好 内面丁寧なナデ。ヘラのエ具痕。 損

③橙色 外面ヘラ削り 。

138~9 土師器 ①21.1 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁～胴上半

200 甕 ②13.0 ②やや良好 内面ナデ。 2/3 

③にぶい黄橙色 外面ヘラ削り。荒れている。

139-10 須恵器 ①細砂粒 口縁部に櫛描波状文。 北壁下 口縁部片

200 甕 ②8.4 ②還元焔

③灰色

139-11 土製品 孔径1.0 ①細砂粒 側面の一部にミガキ。 北西コー 1/2 

200 紡錘車 厚さ1.9 ②良好 ナー

③にぶい赤褐色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

139-12 砥石 流紋岩 ①14.1 ②5.2 4面を使用。 西壁下 ほぼ完形

200 ③2.9 ④270 

139-13 こも蝙石 閃緑岩 ①11.8 ◎沿．0 全面に磨耗痕。 東壁下 完形

200 ③ .5 ⑮ 10 

139-14 こも綱石 閃緑岩 ①13.0 ②5.8 全面に磨耗痕。 南壁下 完形

200 ③5.0 ④820 

139-15 こも編石 安山岩 ①10.6 ②5.3 一部に敲打痕。 南壁下 完形

200 ③ .1 ④350 

139~ 16 こも綱石 閃緑岩 ①10.4②刈．5 全面に磨耗痕。 南壁寄り 完形

200 ③3.0 ④220 

139-17 こも編石 閃緑岩 ①7.7 al(i.3 全面に磨耗痕。 北壁下 1/2 

200 (1)4.3 ④345 

140-18 こも編石 閃緑岩 ①11.9 ②5.1 磨耗痕と敲打痕。 南壁下 一部欠損

200 ③3.7 ④380 

140-19 こも絹石 閃緑岩 ①11.5 ②5.3 ほぼ全面に敲打痕。 南壁下 完形

200 ③3.7 ④280 

140-20 凹石 安山岩 ①14.7 ②10.7 部分的に敲打痕。 覆土 完形

200 ③7.1 ④890 

140-21 軽石 角閃石安山岩 ⑮ .3 ②5.1 覆土 完形

200 ◎ .0 ④80 

140-22 台石 安山岩 ①11.1②17.8 両面に磨耗痕。一部に煤付着。 覆土 1/2 

200 ③5.0 ④1,500 

140-23 台石 閃緑岩 ①10.4②12.5 両端欠損。 覆土 破片

200 ③10.1 ④2.800 
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第141図 15号住居跡出土遺物

VII区15号住居跡

図番 土器種別 法 量（cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

141-1 土師器 ① (20.2) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 口縁部1/3

200 甕 ②7.9 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③暗褐色 外面ヘラ削り 。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

141-2 こも編石 安山岩 ①12.8 ◎)4,7 全面に磨耗痕。 覆土 完形

200 ◎ .5 ⑫ 60 

141-3 こも組石 安山岩 ①5.9 ②3.8 全面に磨耗痕。 覆土 1/2 

200 ③2.9 ④100 
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刊区

VII区17号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

142-1 土師器 ①10.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 完形

200 坪 ②2.9 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③にぶい褐色 底面ヘラ削り。

142-2 土師器 ①12.6 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

200 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 底面ヘラ削り。

142-3 土師器 ① (20.4) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 破片

201 甕 ②12.0 ②良好 内面丁寧なナデ。煤付着。

③橙色 外面ヘラ削り。

142-4 土師器 ①19.8 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 北壁寄り 底部欠損

201 甕 ②23.8 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。カマド粘土付着。

142-5 土師器 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 破片

201 甕 ②10.0 ②良好 内面丁寧なナデ。煤付着。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

143-6 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。輪積みの痕跡。 カマド周 破片

201 甕 ②15.3 ②良好 外面ヘラ削り。 辺

③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

143-7 こも編石 閃緑岩 ①15.4②4.5 部分的に磨耗痕。 南壁下 完形

201 ⑤ .2 ④ 80 

143-8 こも編石 安山岩 ①14．的沈．5 全面に磨耗痕と一部敲打痕。 南壁下 完形

201 ③5.7 ④860 

143-9 こも絹石 閃緑岩 ①12.9 ②4.9 部分的に磨耗痕。 南壁下 一部欠損

201 ③5.0 ④茄0

143-10 こも編石 安山岩 ①13.9 ②5.5 磨耗痕と敲打痕。 南壁下 完形

201 ③5.8 ④以0

143-11 こも福石 安山岩 ①12.1 ②5.3 部分的に敲打痕。 南壁下 完形

201 ③5.7 ④5OO 

143-12 こも縦石 閃緑岩 ①15.7 ②5.5 全面的に磨耗痕。 南壁下 完形

201 ③ .4 ④580 

143-13 こも編石 安山岩 ①11.8 ②5.9 全面に磨耗痕と一部に敲打痕。 南壁下 完形

201 ⑤ .5 ④ 00 

144-14 こも絹石 安山岩 ①16.7 ②'fJ.7 全面に磨耗痕と側面に敲打痕。 南壁下 完形

201 ③3.9 @:沿50

144-15 こも編石 安山岩 ①12.6 ②16.8 先端に敲打痕。 南壁下 完形

201 ③ .5 ④570 

144-16 こも編石 安山岩 ①15.2 ②14.6 全面に磨耗痕。 南壁下 一部欠損

201 ③ .4 ④510 

144-17 こも綱石 安山岩 ①15.6 ◎沿．7 全面に磨耗痕。 南壁下 完形

201 ③3.9 ④籾0

144~ 18 こも編石 閃緑岩 ①13.8 ②7.2 全面に磨耗痕と先端に敲打痕。 南壁下 完形

201 ◎ .6 ④660 

144-19 こも福石 安山岩 ①12.4②6.4 全面に磨耗痕。 南壁下 完形

201 ③ .0 ④530 

144-20 こも編石 安山岩 ①11.2 ②14.7 南壁下 完形

201 ③ .5 ④340 

144-21 こも編石 閃緑岩 ①8.0 ②叩 一部に暦耗痕。 カマド周 1/2 

201 ⑤ .2 ④260 辺

144 ~ 22 台石 安山岩 ①14.8 ②14.5 両面に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 完形

201 ③5.5 ④1,780 
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竪穴住居跡
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1 : 3 10cm 

第145図 19号住居跡出土遺物

VII区19号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

145-1 土師器 ①細砂粒 内面ナデ、ヘラのエ具痕。煤付着。 覆土 底部

201 甕 ② .4 ②良好 外面 ・底面ヘラ削り。

Ri.2 ③明赤褐色

145-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。回転右回り。 北壁寄り 口縁部欠損

201 婉 ◎ .5 ②還元焔 内外面回転ナデ。

③8.6 ③灰白色 裔台貼付。

□ 口 3
 

／三主三 ／三ロニ三~ 5
4
 

゜
1 : 3 10cm 

第146図 20号住居跡出土遺物

VII区20号住居跡

図番 土器種別 法量 （cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

146-1 土師器 ①11.9 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

201 坪 ②3.2 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

146-2 土師器 ①10.5 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り ほぽ完形

201 坪 ②3.8 ②良好 内面ナデ。

③浅橙色 底面ヘラ削り。

146-3 土師器 ①16.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 ほぼ完形

201 坪 ② .9 ②良好 内面ナデ。指頭圧痕。 辺

③橙色 底面ヘラ削り。

146-4 須恵器 ①12.0 ①細砂粒 ロクロ整形。摘み部貼り付け。 カマド 1/2 

201 蓋 ②2.5 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰白色

146-5 須恵器 ①18.0 ①細砂粒 ロクロ整形。 南壁寄り 1/2 

201 蓋 ②2.9 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰白色
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22号住居跡出土遺物

VII区22号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

147-1 土師器 ① (12.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

202 坪 ②3.1 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

147-2 須恵器 ①(12.0) ①細砂粒 ロクロ整形。回転右回り。 覆土 1/2 

202 坪 ②3.9 ②還元焔 底部回転ヘラ切り後、ナデ。

③ (7.2) ③灰色

147-3 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。回転右回り 。 覆土 底部

202 婉 ②2.2 ②還元焔 底部回転糸切り後、高台貼付。

@9.3 ③灰色

147-4 土師器 ①細砂粒 台部横ナデ。 覆土 台部2/3

202 台付甕 ② .2 ②良好 内面ヘラのエ具痕。

③7.8 ③橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

147-5 管玉 蛇紋岩 ①3.4 ②1().9 孔径は3.5mm。 床下土坑 完形

202 ③ .9 ④5 色調は緑黒色。

147-6 砥石 安山岩 ①11.3 ②7.3 4面を使用。 覆土 1/2 

202 ③7.9 ④760 
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竪穴住居跡

□ 1 

゜
1 : 3 10cm 

第148図 23号住居跡出土遺物

Vl1：コ：□□□三f:麟③色晶I::9／：： 整゚形技法の特徴
土

況
出

状
残存状況

カマド 13/4 

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。
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第149図 24号住居跡出土遺物（ 1)
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第150図 24号住居跡出土遺物 (2)
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竪穴住居跡
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゜
1 : 4 10cm 

第151図 24号住居跡出土遺物 （3)
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珊区

VII区24号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

149-1 須恵器 ① (10.0) ①細砂粒 ロクロ整形。口縁部回転ナデ。 覆土 1/4 

202 坪 ②2.7 ②還元焔 底面は回転ヘラ切り。

③灰色

149-2 土師器 ①21.0 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

202 甕 ②19.7 ②良好 内面ナデ。 1/4 

③にぶい褐色 底面ヘラ削り。

149-3 土師器 ① (22.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁～胴上半

202 甕 ②9.7 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。 1/4 

③橙色 外面ヘラ削り。

149-4 土師器 ①22.6 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 胴下半欠損

202 甕 ②17.5 ②良好 内面丁寧なナデ。ヘラのエ具痕残る。

③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り。荒れている。

149-5 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。ヘラのエ具痕。 カマド周 胴下半1/3

202 甕 ②14.8 ②良好 外面ヘラ削り。 辺

③ (4.0) ③明赤褐色 底面に木葉痕。

150-6 土師器 ① (21.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁一部欠損

202 甕 ②37.3 ②良好 内面ナデ。輪積み痕。

③5.8 ③橙色 外面ヘラ削り。底面ヘラ削り。

150-7 土師器 ①22.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁一部欠損

202 甕 ②38.7 ②良好 内面ヘラのエ具痕と輪積み痕。

③ .3 ③橙色 外面ヘラ削り。底面に木葉痕。

150-8 土師器 ① (20.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁1/4

202 甕 @6.0 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

150~9 軟質陶器 ① (40.0) ①細砂粒 内面に菱形の押印。 覆土 1/6 

202 火鉢 ②12.8 ②良好 内面横ナデ。 (16号溝）

③橙色 円孔あり。

150~ 10 軟質陶器 ①細砂粒 内面に菱形の押印。 覆土 破片

202 火鉢 ◎ .3 ②良好 内面横ナデ。 (16号溝）

③橙色 円孔あり。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

151-11 袖石 角閃石安山岩 ①13.0 ②13.2 カマド 一部欠損

202 ③11.0 ④1,090 

151-12 石製品 角閃石安山岩 ①16.0 ②12.3 カマド 一部欠損

203 ③11.5 ④1.260 

151-13 台石 安山岩 ①23.0 ②14.3 一部赤化。 カマド周 一部欠損

203 ③15.8 ④7,200 辺

口 二三□
況
’’ □/3 

゜
1 : 3 10cm 

第152図 36 (37)号住居跡出土遺物
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竪穴住居跡

VII区36(37)号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

152-l 須恵器 ①17.8 ①細砂粒 ロクロ整形。高台貼付。 貯蔵穴 1/2 

203 坑 ②4.6 ②還元焔 内外面回転ナデ。

③14.0 ③灰白色 底部回転ヘラ切り。

152-2 土師器 ① (17.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆士 1/3 

203 坪 ②5.2 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 体部ヘラ削り後、ナデ。

152-3 土師器 ①(15.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

203 切 ② .o ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部ヘラ削り後、ナデ。

三 1
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゜
1 : 3 10cm 

第153図 40号住居跡出土遺物

VII区40号住居跡

図番 土器種別 法 量（cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

153-1 土師器 ①11.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 ほぽ完形

203 坪 ②3.1 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り後、ナデ。

153-2 土師器 ①11.4 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 ほぼ完形

203 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り後、ナデ。

153-3 土師器 ①(12.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 1/4 

203 坪 ②3.8 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り後、ナデ。

153-4 土師器 ① (22.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 破片

203 甕 ②8.9 ②良好 内面ナデ。

③淡橙色 外面ヘラ削り。
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土坑

VII区7・11・16・21・25号土坑

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

P L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

154-7-1 土師器 ①11.4 ①細砂粒 外面ナデ。 輪積み痕。 覆土 1/2 
203 坪 ②4.3 ②やや良好 内面ナデ。

③5.2 ③にぶい褐色 底面荒れている。

154-11-1 須恵器 ①(15.8) ①細砂粒 ロク ロ整形。右回転。 覆土 1/4 
203 坑 ②3.8 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③灰白色

154-16-1 磁器 ① (7.2) 瀬戸か。近世。 覆土 1/2 
203 小碗 ②3.5 

③ (2.8) ③明緑灰色

154-21-1 須恵器 ①細砂粒 ロク ロ整形。右回転。 覆土 口縁部欠損

203 碗 ② .7 ②還元焔 体部回転ナデ。

③9.8 ③灰白色 底部回転糸切 り。高台貼付。

154-21-2 須恵器 ①細砂粒 外面平行叩き。 覆土 破片

203 甕 ②17.0 ②還元焔

③灰白色
図番

器 種 石材
計測値 （cm・ g) 

特 徴
出土

残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

154-14-1 砥石 流紋岩 ⑮ .4 ②5.7 5面を使用。 覆土 部分

203 ◎ .5 ④270 
154-21-3 台石 安山岩 ①10.9 ②10.7 片面に敲打痕。煤付着。 覆土 部分

203 ③7.7 ④1,400 
154-21-4 磨石 石英斑岩 ①8.3 ②15.2 両面に磨面と側面に敲打痕。 覆土 1/2 
203 ③3.9 ④750 
154-25-1 凹石 頁岩 ①12.1 ②5.9 長径6cm、短径3.5cmの凹み穴。 覆土 完形

203 @4.5 ⑫ 20 
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第155図 27 • 38 • 40 • 42号土坑出土遺物
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゜
1 : 4 10cm 

I 
第156図 53号土坑出土遺物

VII区27• 38 • 40 • 42 • 53号土坑

9 : I；器種：I①口：②：二底径I①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
土

況

出

状
残存状況

155-27-1 
204 

155-38-1 ロクロ年/1'/o 心 四 也 0

203 天井部回転ヘラ削り。
体部～口縁回転ナデ。

155-40-1 ロクロ形。

204 内面黒色処理。
底部回転糸切り 。

155-40-2 
204 

155-42-1 1 11.5 ロクロ形。 回転。

204 ②3.0 口縁～体部回転ナデ。

③ (7.0) 底部回転ヘラ削り。

図番
器 種 石材

(cm・ g) 
特 徴

p L ③厚④重量

155-27-2 茶上臼 女山岩 目は滅。

203 
155-42-2 茶臼 女山岩

204 
156-1 台石 女山岩 片面磨耗。

204 

復土 11/2 

覆土 Il/4 

覆土 Il/4 

覆土 I部分

¥¥: 
員 •‘9`‘

グア ＇：心而醤n入よ

i＼ヽ 冒`、l。

^ --— 

(76-1) 
1 : 3 10cm 

19-1 (19-1) 
0 1 :4 10cm 

第157図 19 • 76号ピット出土遺物

VII区19• 76号ピット
図番 土器種別 法量 (cm)

①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況
p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

157-76-1 灰釉陶器
①②細還砂元粒焔

ロクロ竪形。 覆土 底部

204 碗 ②2.1 体部回転ナデ。

⑤ .2 ③灰白色 高台貼付。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

157-19-1 凹石 女山宕 悶3.2 ④②2,1776 • 6 径8cmの凹み。 覆土 完形

204 .5 0 
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第159図 3 • 4号溝出土遺物

VII区2• 3 • 4号溝
図番 土器種別 法 量 (cm)

①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況
p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

158-2-1 土師器 ①粗砂粒・赤色鉱物 外面ヘラ削り。 覆土 底部片

204 甕 ②4.2 ②やや良好 内面ヘラ削り。

③3.8 ③にぶい橙色

158-2-2 平瓦 長8.3 ①粗砂粒 凸面縁辺部面取り。 覆土 部分

204 幅9.2 ②酸化焔 凹面布目圧痕。

厚1.8 ③にぶい黄橙色

158-3-1 カワラケ ①11.2 ①細砂粒・赤色鉱物 ロクロ整形。 覆士 3/4 

204 cm.o ②酸化焔 底部右回転糸切り。

③5.6 ③にぶい橙色

158-3-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 底部

204 碗 ②3.4 ②還元焔 体部回転ナデ。

③8.4 ③灰色 底部回転糸切り後、高台貼付。

158-3-3 軟質陶器 ①細砂粒 内外面ナデ。 覆土 脚部

204 火鉢 ②8.2 ②良好

③にぶい橙色

158-3-4 軟質陶器 ① (32.6) ①細砂粒 内外面横ナデ。 覆土 1/4 

204 内耳鍋 ②16.1 ②良好

③(18.0) ③灰色

159-3-5 軟質陶器 ① (30.0) ①細砂粒 内外面横ナデ。 覆土 1/3 

204 内耳鍋 ②16.6 ②やや良好

③褐灰色

159-4-1 カワラケ ①7.4 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 完形

205 ②2.1 ②酸化焔 底部右回転糸切り。

③5.6 ③灰白色

159-4-2 土師器 ① (17.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁部1/4

205 甕 ②5.6 ②良好 内面ナデ。

③にぶい褐色 外面ヘラ削り。
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図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

158-2-3 臼 安山岩 ①22.5 ②5.2 覆土 部分

204 ③9.2 ④800 

159-3-7 磨石 安山岩 ①10.9 ②9.1 両面に磨面と側面に敲打痕。 覆土 完形

204 ③ .2 ④900 
図番

出土状況 種類 発行年 残存状態
p L 

159-3-6 3号溝 皇宋通賓 北宋 一部欠損

204 1038年
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第160図 8号溝出土遺物
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刊区

VII区8号溝

図番 土器種別 法 量（cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器志 ③底径 状況

160-1 須恵器 ①(12.3) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 3/4 

205 杯 ②3.4 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③7.0 ③灰白色 底部回転糸切り。

160-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 1/3 

205 碗 @4.0 ②還元焔 体部回転ナデ。

③8.8 ③灰白色 底部回転糸切り後、高台貼付。

160-3 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 口縁部欠損

205 空士 ②16.9 ②還元焔 胴部回転ナデ。 胴部1/2

③ (14.0) ③灰色 底部ナデ後、蘭台貼付。

160-4 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 底部1/3

205 
窄一 ② .6 ②還元焔 胴部回転ナデ。

③ .7 ③灰白色 底部ナデ後、高台貼付。

160-5 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 口縁～胴部

205 盆今 ②12.0 ②還元焔 胴部回転ナデ。 1/4 

③灰白色

160-6 丸瓦 長11.2 ①細砂粒 凸面研磨。 覆土 部分

205 幅11.0 ②還元焔 凹面布目圧痕。

厚1.5 ③灰色

160-7 軟質陶器 ①細砂粒 近世の鉢に類似。 覆土 口縁部片

205 鉢 ②やや良好

③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

160-8 臼 安山岩 ①11.4 ②7.3 目は磨滅。 覆土 部分

205 ③7.3 ④520 

I 

＿□-三全ロニニ
Q二W 9-1 / - -10-1  

10-2 

゜
(9-1) 
1 : 2 5cm 

゜
(10-1~3) 
1 : 3 10cm 

第161図 9 • 10号溝出土遺物
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VII区9• 10号溝
図番 土器種別 法量 (cm)

①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況
p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

161-10-1 須恵器 ①(13.8) ①細砂粒 ロクロ整形。 穫土 1/4 

205 蓋 ② .1 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰色 口縁部回転ナデ。

161-10-2 須恵器 ① (9.4) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 口縁～胴上半

205 短頸壺 ②12.6 ②還元焔 口縁部と胴部に櫛描波状文。 1/3 

③灰白色 肩部に利点刺突。

161-10-3 軟質陶器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ナデ。 覆土 口縁部片

205 播り鉢 ②10.3 ②酸化焔 内面磨滅。

麟灰色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重董 状況

161-9-1 丸鞘 蛇紋岩 ①3.4②2.3 裏面に一対の穴が3ヶ所。 覆土 完形

205 ③0.5 ④10 

I 11-1 
/---

ぅ占芍

贔し、ri,

ニニロニ
12-5 

こ1~二ニ／2---­

□ 3□□□: 
第162図 11 • 12号溝出土遺物

ヽ‘̀` 

12-6 

1 : 3 10cm 

VII区11• 12号溝
図番 土器種別 法 量 (cm)

①胎土②焼成 ③色調 成 ・整形技法の特徴
出土

残存状況
p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

162-11-1 須恵器 ①10.0 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 一部欠損

205 耳皿 ②2.3 ②還元焔

③5.4 ③灰色

162-11-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 胴部1/4

205 短頸壺 ②8.0 ②還元焔 肩部に列点刺突。

③灰白色 胴部に櫛描波状文。

162-12-1 土師器 ① (12.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆士 1/4 

205 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ナデ不明瞭。

162-12-2 土師器 ①(11.1) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

205 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。吸炭。

162-12-3 土師器 ①(11.2) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

205 坪 @4.3 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

162-12-4 土師器 ①12.0 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

205 坪 ◎ .8 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

162-12-5 須恵器 ①12.2 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/2 

205 蓋 ②2.9 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰色 体部～口縁部回転ナデ。

162-12-6 須恵器 ① (8.6) ①細砂粒 口縁部に櫛描波状文。 覆土 口縁部片

205 
宰一 ②7.8 ②還元焔

③灰黄色
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第164図 14号溝出土遺物 (2)

VII区14号溝

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器裔 ③底径 状況

163-1 灯明皿 ①8.0 ①細砂粒 口縁部煤付着。 覆土 口縁一部欠損

205 ②2.4 ②酸化焔 ロクロ整形。底部回転糸切り。

③ .8 ③灰白色

163-2 カワラケ ① (9.2) ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 覆土 1/4 
205 ②2.5 ②酸化焔 底部回転糸切り。

③ (5.8) ③灰白色

163-3 軟質陶器 ① (29.8) ①細砂粒 ・赤色鉱物 紐作り後ロクロ整形。 覆土 口縁部1/4

205 揺り鉢 ②5.8 ②酸化焔（＇燻し焼成） 外面ナデ。内面磨滅。

③黒色

163-4 軟質陶器 ① (27.0) ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 覆土 口縁部1/4

205 播り鉢 ②7.1 ②還元焔 外面ナデ。内面磨滅。

③灰色

163-5 軟質掏器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 覆土 口縁～

205 播り鉢 ②12.7 ②還元焔 底部貼付高台。 底部部分

③灰色 内面研磨。

163-6 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 底部1/2

205 宮・ギ ②2.8 ②還元焔

③ (4.4) ③褐灰色

163-7 須恵器 ① (23.4) ①細砂粒 口縁部に櫛描波状文。 覆土 口縁部片

205 甕 ②7.4 ②還元焔

③灰色

163-8 縄文土器 厚さ0.6 ①粗砂粒 縄文施文。原体はL仕と思われる。 覆士 胴部片

205 ②良好

③褐色

163-9 紡鐘車？ ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 2/3 

206 厚さ1.0 ②酸化焔 底部右回転糸切り。

孔径1.0 ③灰白色 カワラケを転用。

163-10 土製品 ⑰ .3 ①細砂粒 蓋と思われる。 覆土 一部欠損

206 厚さ1.0 ②やや良好

③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

163-11 石製品 角閃石安山岩 ①15.2②9.8 全面に擦痕。 覆土 完形

206 ③10.1 ④1,230 
163-12 磨石 頁岩 ①8.3 ②9.8 両面に磨耗痕。 覆土 1/2 

206 ⑤ .0 ④ 60 
164-13 磨製石斧 カンラン岩 ①11.6 ②6.5 覆土 2/3 
206 ③3.8 @:如2
164-14 茶臼 安山岩 ① (6.2) ② (5.9) 受皿部 覆土 部分

206 ③ (2.9) ④115 
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VII区15号溝

' : I種別器種 1①口：②:；］底径①胎土②焼成③色調
成・整形技法の特徴

土

況

出

状
残存状況

165・ 15・ l ガラス製品 ①1.6 

206 おはじき 厚さ0.3

気泡が入っている。

近代。

覆土 I一部欠損
③青色

VII区16号溝

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

165-16-1 灰釉陶器 ① (13.0) ①細砂粒 瀬戸灰釉陶器。 覆土 1/2 

206 皿 ②2.6 ②良好 高台部削り出し。

③7.2 ③灰白色

165-16-2 軟質陶器 ①28.0 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形後、内外面ナデ。 覆土 口縁～体部片

206 内耳鍋 ②11.8 ②還元焔

③灰白色
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圃区

VII区19号溝

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

166-1 カワラケ ①(11.4) ①細砂粒 外面削り調整後ナデ。 覆土 1/3 

206 ②3.9 ②酸化焔 内面ナデ。

◎ .2 ③淡黄色

166~2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 北西部 1/3 

206 婉 ②3.0 ②還元焔 体部回転ナデ。

③8.2 ③灰白色 底部回転糸切り後、高台貼付。

166-3 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 北東部 1/4 

206 坑 ②3.7 ②還元焔 体部回転ナデ。

③(10.4) ③灰色 底部回転ヘラ削り後、高台貼付。

166-4 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/4 
206 婉 ②2.5 ②還元焔 体部回転ナデ。

③(10.0) ③灰色 底部ヘラナデ。高台貼付。

166-5 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/3 
206 空＝ ⑫ .2 ②還元焔 体部回転ナデ。

③ (9.8) ③暗青灰色 底部回転糸切り後尚台貼付。

166-6 ①7.8 ①細砂粒 ロクロ整形。 北部 3/4 
206 灯明皿 ②2.3 ②酸化焔 口縁部に煤付着。

③5.4 ③灰白色

167-7 須恵器 ① (20.0) ①細砂粒 口縁部に櫛描波状文。 北部 口縁部片

206 甕 ②8.5 ②還元焔 外面に平行叩き。

③灰白色

166-8 陶器 ① (39.6) ①細砂粒 常滑。 北東部 口縁部片

206 甕 ②8.2 ②良好 口縁部、肩に袖がかかる。

③灰褐色

167-9 軟質陶器 ① (27.0) ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北部 口縁～体部片

206 内耳鍋 ②12.7 ②還元焔 内外面横ナデ。

③灰色

167-10 軟質陶器 ① (27.0) ①細砂粒 内外面横ナデ。 覆土 口縁部片

206 内耳鍋 ②7.1 ②中性焔

③にぶい黄褐色

167-11 軟質陶器 ① (32.0) ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北部中央 口縁～体部片

206 内耳鍋 ②14.3 ②還元焔 1/3 

③灰色

168-12 軟質陶器 ① (29.0) ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北東部 口縁～体部片

206 内耳鍋 ②14.5 ②還元焔

③灰色

168~ 13 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北部 体部

206 内耳鍋 ②9.0 ②還元焔

③灰黄褐色

168-14 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北部 体部片

206 内耳鍋 ②11.4 ②酸化焔（燻し焼成）

③褐灰色

168-15 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北東部 体部～

206 播り鉢 ②9.7 ②中性焔 内面磨滅。 北部 底部1/3

③ (11.6) ③灰色

169-16 軟質陶器 ① (32.2) ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北西部 口縁～

206 播り鉢 ②12.7 ②還元焔 内面磨滅。 底部2/3

③12.1 ③黄灰色

169 ~ 17 軟質陶器 ① (34.2) ①細砂粒 内外面回転横ナデ。 北西部 口縁部片

206 播り鉢 ②7.3 ②酸化焔 内面磨滅。

③灰色

169-18 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北東部 底部片

207 播り鉢 ②7.9 ②還元焔 内面磨滅。

③(12.0) ③灰色

169-19 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北西部 底部

207 播り鉢 @6.3 ②中性焔 内面磨滅。

③11.2 ③灰色

169-20 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後ロクロ整形。 北部 口縁部片

207 火鉢 ②8.6 ②酸化焔

③橙色
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溝

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

169-21 砥石 安山岩 ①9.3 ②7.7 3面を使用。 覆土 一部欠損

207 ③5.6 ④320 

170-22 磨石 安山岩 ①11.2 ②10.0 両面に磨面と側面に敲打痕。 北側の溝 完形

207 ③ .7 ④830 覆土

170-23 多孔石 安山岩 ①13.6 ②12.0 両面に12個の凹み穴。 北側の溝 完形

207 ③8.0 ④1,100 覆土

170-24 台石 安山岩 ①19.4 ②8.0 片面に磨面。 北側の溝 部分

207 ③9.3 ④1.570 覆土

170-25 凹石 安山岩 ①9.9 ②9.7 両面に2個の凹み穴。 覆土 2/3 
207 ◎6.4 ④590 
170-26 石鉢 安山岩 口径27.6高10.8底10.0 口縁と内面磨耗。 北側の溝 部分

207 ④980 覆土

170-27 石鉢 安山岩 口径10.0高10.4 内面やや凹凸がある。 覆土 1/2 
207 ④l,400 

170-28 石鉢 安山岩 口径24.8高15.7底12.0 内面磨耗。 北側の溝 1/3 
207 ④3,450 覆土

171-29 石鉢 安山岩 ③2.5~3.8 ④1440 内面磨耗。 覆土 部分

207 

171-30 上臼 安山岩 ①24.7 ②28.6 上縁欠。8分画。 北側の溝 3/4 
208 ③9.7 ④ ,610 覆土

171 ~31 下臼 安山岩 ①26.9 ②15.1 目はあまり磨滅していない。 北側の溝 1/2 
207 ③12.0 ④16,500 6分画。 覆土

171-32 下臼 安山岩 ①18.3 ②19.8 目は磨滅。 北側の溝 部分

207 ③10.4 ④4,700 覆土

171-33 上臼 安山岩 ①14.8 ②15.7 目は磨滅。 覆土 部分

207 ③12.0 ④2,850 

171-34 茶臼 安山岩 ①19.5 ② .2 受皿部欠。目は磨滅。 北側の溝 部分

208 ③ .7 ④320 覆土

171-35 石臼 安山岩 ①11.5 ②3.9 6分画。 覆土 部分

208 ③3.8 ④150 
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第172図 20 • 21号溝出土遺物 (1)
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21-4 

゜
1 : 3 10cm 

VII区20• 21号溝
第173図 21号溝出土遺物 （2)

21-5 

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状 況

172-20-1 須恵器 ① (15.6) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/3 

208 坑 ◎ .5 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③9.2 ③灰白色 底面回転糸切り後、高台貼付。

172-21-1 須恵器 ①(14.0) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/3 

208 皿 ②3.5 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③7.6 ③灰白色 底面回転糸切り後、高台貼付。

172-21-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 脚部

208 高坪 ②9.0 ②還元焔 脚部回転ナデ。

③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

172-21-3 台石 安山岩 ①22.0 ②17.2 片面に磨耗痕と敲打痕。 覆土 完形

208 ③ .8 ④2,000 

173-21-4 打製石斧 片岩 ①11.5 ②7.3 撥型。 覆土 2/3 

③3.3 ④364 

173-21-5 砥石 安山岩 ①9.5②7.2 3面を使用。 覆土 1/2 

208 ③7.7 ④590 
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第175図 24号溝出土遺物 （2)

万ヽ
11 

゜
(10 • 11) 
1 : 3 10cm 

゜
1 : 4 (8 l 10cm 

VII区24号溝

ロこ］王言`底径I①胎土 ②焼成③色調
208 杯 ②3.7

174-2 
208 

174-3 
208 

174-4 
208 

174-5 
208 

174-6 
208 

174-7 
208 

175-8 
208 

174-9 1 25.2 
208 ②5.4 

175~ 10 1 7.6 
208 灯明皿 ②2.2 

③ (5.4) 
175-11 土而—
208 台付甕 ②2.6 

成・整形技法の特徴

口緑部横ナデ。
②良好 l内面ナデ。

底面ヘラ削り 。
口縁部横ナデ。

②良好 I内面ナデ。

ロ星口縁部横ナデ。
内面ナデ。ヘラのエ具痕。
J＊立！ 虚古＾二古Ilh 

-"-

゜

立
面平行叩き。
面青海波文。

外面横ナデ。

ロクロ整形、 F
・底部回転糸切り。

疇 ・黒色
砂粒

贔

土

況

出

状
残存状況

西ロ 元形

西百 3/4 

西部

口縁部ハケメ。

ロロ2
〇 1 : 3 10cm 

第176図 26号溝出土遺物

VII区26号溝

ロロ〗王~c]底径 I ①胎土 ②焼成 ③色調
208 杯②．0

土師器
杯

成・整形技法の特徴
出土

状況

疇

残存状況

176-2 
208 

元形

以1.2
②3.7 ②良好

③橙色

口縁部横ナデ。
内面ナデ。漆付着か。
底面ヘラ削り 。
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第177図 38号溝出土遺物

VII区38号溝

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

177-1 軟質陶器 ①細砂粒 紐作り後、ロクロ整形。 東部 口縁部片

209 内耳鍋 ②9.2 ②還元焔 内外面横ナデ。

③褐灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

177-2 敲石 安山岩 ①10.9 ②7.7 端部に敲打痕。両面に磨耗痕。 覆土 完形

209 ③5.5 ④節0

177-3 凹石 安山岩 ①21.5 ②13.2 片面に凹み穴。 東側の溝 完形

209 ③10.7 ④2,350 

図番
出土状況 種類 発行年 残存状態

p L 

177-4 覆土 祥符元賓 北宋 一部欠損

209 1009年
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VII区1号溜池

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

178~ 1 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 北部 底部1/3

209 宰＝ ◎ .1 ②還元焔 体部回転ナデ。

③(10.0) ③灰白色 底部回転糸切り後、高台貼付。

178-2 軟質陶器 ① (21.4) ①細砂粒・赤色鉱物 ロクロ整形。 南部 口縁部片

209 甕 ②8.3 ②遠元焔（やや良好） 内外面ナデ。

③灰色

178-3 軟質陶器 ①細砂粒 外面に煤付着。 中央部 口縁部片

209 鍋 ②11.0 ②良好

③外黒色内灰白色

178-4 軟質陶器 ①細砂粒 内外面やや荒れている。 獲土 底部片

209 鍋 ②5.7 ②還元焔（良好）

③ (14.0) ③灰色

178-5 軟質陶器 ①細砂粒 内外面横ナデ。 覆土 口縁部片

209 内耳鍋 ②5.3 ②良好

③黄灰色

178-6 平瓦 長9.2 ①細砂粒 凸面縄叩き。ナデ。 覆土 部分

209 幅9.5 凹面布目。

厚1.5 ③灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

178-7 砥石 流紋岩 ①11.3 ②3.2 4面を使用。 北西部 完形

209 ③3.0 ④150 

178-8 砥石 流紋岩 ①7.5 ②'1.5 4面を使用。 中央部 2/3 

209 ③3.6 ④130 

179-9 砥石 安山岩 ①14.3 ②13.1 磨耗痕と擦痕。 中央部 完形

209 ③9.0 ④1,400 

179-10 磨石 安山岩 ①11.6 ②10.7 両面に磨面と側面に敲打痕。 東端部 完形

209 ③3.3 ④応0

179-11 上臼 安山岩 ①8.8 ②3.4 覆土 部分

209 ⑤ .4 ④140 

179-12 上臼 安山岩 ①16.4②19.2 上縁欠。 北西端部 部分

209 ③10.2 ④3,100 

179-13 茶下臼 安山岩 ①22.7 ②22.3 受皿部欠。目は磨滅。底に放射状、溝状ノ 中央部 1/2 

209 ③10.8 ④3,000 ミ痕。

179-14 上臼 安山岩 ①19.7 ②9.3 目は磨滅。 南端部 部分

209 ③7.6 ④1,520 
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第183図 2号溜池出土遺物 (4)

VII区2号溜池

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①□径②器高③底径 状況

180-1 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 東部 底部

210 坑 ②2.8 ②還元焔 体部回転ナデ。

③3.1 ③にぶい黄橙色 底部高台貼付ナデ。

180-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 南部 底部

210 宰＝ ②3.4 ②還元焔 体部回転ナデ。

③13.6 ③灰色 底部高台貼付ナデ。

180-3 土師器 ①細砂粒 外面削り、ナデ。 覆土 底部

210 甕 ◎ .3 ②良好 内面ナデ。輪積み痕。

③7.0 ③にぶい黄橙色 底面ナデ。

180-4 軟質陶器 ①32.8 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 口縁部片

210 播り鉢 ②8.7 ②良好 内外面横ナデ。

③灰色

180-5 軟質陶器 ①細砂粒 内外面横ナデ。 南部 口縁部片

210 火鉢 ②8.2 ②良好 内面に菱形の押印。

③橙色

180-6 軟質陶器 ①細砂粒 経7mmの円孔。 覆土 口縁部片

210 火鉢 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色

180-7 軟質陶器 ①細砂粒 体部ヘラナデ。 覆土 底部片

210 焙烙 ②3.8 ②良好 底部縮緬状。

③黒褐色

180-8 縄文土器 ①細砂粒 撚糸紋。中期。 覆土 胴部片

210 厚1.3 ②良好

③明褐色

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

180-9 砥石 凝灰岩 ①5.9 ②2.8 4面を使用。 覆土 2/3 

210 ③2.3 ④籾

180-10 頁岩 ①10.6 ②3.6 擦痕が認められる。 覆土 2/3 

210 ③2.4 ④125 

180-11 砥石 安山岩 ①8.0 ②8.4 5面を使用。 1面に磨耗痕。 北部 完形

210 ③7.3 ④540 

180-12 石鉢 安山岩 口径29.6 高8.2 口縁と内面に磨耗。 覆土 部分

210 

181-13 茶臼 安山岩 ①24.0 ②5.8 口縁と内面磨耗。 覆土 受皿部

210 ③2.4④590 
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図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

181-14 茶臼 安山岩
CD'.諏37..85)) ②④2900.6) 穫土 受皿部

210 
181-15 茶臼 安山岩 ③2.4④9(X) 口縁部磨耗。 中央部 受皿部

210 
181-16 凹石 安山岩

①③97..92 ②④9800 .3 
径5cmの凹み穴。 東部 完形

210 
181-17 多孔石 安山岩 叫6.5 霜.8 全面に凹み穴。 北東部 完形

210 2.2 200 
181 ~ 18 凹石 安山岩

①③916.9.2①②32.7200 .5 
径8cmの凹み。一部に磨耗痕。 中央部 2/3 

210 
181-19 下臼 安山岩

①③2412 • .48 ②①278.9.00 9 8分画。 東部と西 1/2 
210 部で接合

182-20 下臼 安山岩
①③31.1.3 6(4)6②5100 .7 

目は磨滅。 中央部 完形

210 
182-21 茶下臼 安山岩 悶0.1 認512 受皿部欠。 8分画。底にノミ痕。 北東部 1/2 
210 3.7 60 
182-22 上臼 安山岩

①③298.9 .5(4)4②.71600 .6) 上縁欠。横打込。 6分画。 北部 1/2 
210 
182-23 上臼 安山岩

①③297.0 .4004②2.3800 .9 
目は磨滅。 北部と南 2/3 

211 部で接合

183-24 茶下臼 安山岩 閾1.2 晶17.7 受皿部欠。目は磨滅。 北部 部分

211 .5 000 
183-25 石臼 安山岩

①⑮15.7 .0④②800 7.9 南部 部分

211 
183-26 上臼 安山岩

①③89..61 ⑬②700 .4 
北部 部分

211 
183-27 五輪塔 角閃石安山岩 ①20.2②28.0 空風輪。 北東部 一部欠損

211 ③17.0 ④16,050 
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第184図 配石遺構出土遺物
VII区配石遺構

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

184-1 不明 安山岩 塁.8 悶.8 2/3程加工痕がある。 覆土 部分

211 .8 50 
184~2 敲石 緑泥片岩

①③68..84 ②④800 .8 磨耗痕と一部に敲打痕。 南西部 一部欠損

211 
184-3 台石 安山岩

③①612.5.0⑬②50 10.0 両面に磨耗痕と側面に敲打痕。 西部 部分

211 
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第185図 25号住居跡出土遺物

VI区25号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

185~ 1 土師器 ①10.1 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴周 一部欠損

277 坪 ◎ .6 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。 辺

③橙色 底面ヘラ削り。

185-2 土師器 ①(14.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

277 杯 ②3.1 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

185-3 土師器 ① (11.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

277 坪 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

185-4 土師器 ①22.8 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 胴部一部欠損

277 甕 ②34.4 ②やや良好 内面ナデ。輪積み痕とヘラのエ具痕。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

185-5 紡錘車 蛇紋岩 ⑰ .3 ② .3 表面全体にミガキ。 北壁寄り 完形

277 ③2.2 ④54 側面に一部放射状の刻み。

185-6 こも編石 閃緑岩 ①10.3 ②4.3 全面に磨耗痕。 南壁下 完形

277 ③3.6 ④250 
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VI区26号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

186-1 土師器 ①11.1 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 ほぼ完形

277 坪 ② .0 ②良好 内面ナデ。指頭圧痕。

③橙色 底面ヘラ削り。

186-2 土師器 ① (11.2) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁下 1/3 

277 杯 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

186-3 土師器 ①(10.5) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

277 坪 ②2.5 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

186-4 土師器 ①13.8 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁下 ほぼ完形

277 坪 ② .1 ②良好 内面ナデ。口縁、内面に漆の痕跡。

③にぶい褐色 底面ヘラ削り。

186-5 土師器 ①(12.8) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

277 坪 ② .0 ②やや良好 内面ナデ。

③(10.2) ③浅黄色 底面ヘラ削り。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

186-6 紡錘車 蛇紋岩 ⑰ .0 ②4.0 表面に線刻。 北壁寄り 完形

277 ③1.9 ④46 

186-7 こも編石 安山岩 ①8.6 ②6.6 一部に敲打痕。 覆土 完形

277 ◎ .1 ④290 

186-8 こも福石 石英斑岩 ①13.9 ②5.9 一部に磨耗痕。 東壁下 完形

277 ③ .2 ④50 

186-9 こも絹石 閃緑岩 ①14.8 ②7.8 両端に敲打痕。 東壁下 完形

277 ⑰ .8 ④900 

186-10 凹石 安山岩 ①10.6 ②12.2 径7cmの凹み。 北壁寄り 完形

277 ③7.8 ④1,040 

186-11 磨石 安山岩 ①7.9 ②2.4 全面的に磨耗痕。 南壁 完形

277 ③1.7 ④50 
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第187図 27号住居跡出土遺物 （1)
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VI区27号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

187-1 土師器 ① (13.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 2/3 
277 杯 R!.7 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り。

187-2 土師器 ①(13.8) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 1/3 
277 坪 ②.o ②やや良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

187-3 土師器 ①(14.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 
277 杯 ②5.0 ②良好 内面ナデ。体部ナデ。

③にぶい黄橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

187-4 土師器 ① (10.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴周 1/2 
277 杯 ②3.0 ②やや良好 内面ナデ 辺

③ (7.0) ③橙色 底面ヘラ削り。

187-5 須恵器 ①(14.4) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 北壁寄り 1/3 
277 坪 ②3.8 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③(10.2) ③浅黄色 底部回転ヘラ削り。

187-6 須恵器 ①(11.8) ①細砂粒 ロクロ整形。回転方向不明。 覆土 3/4 
277 坪 @ .0 ②還元焔 体部～底部回転ナデ。

③ .6 ③灰白色 底部ヘラ削り。

187-7 須恵器 ① (12.0) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 1/4 
277 坪 ②3.8 ②還元焔 底部ヘラ削り。

③ (7.6) ③灰色

187~8 須恵器 ①(15.0) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 西壁寄り 1/2 
277 坪 ② .5 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③(10.6) ③灰白色 底部回転ヘラ削り。

188-9 須恵器 ①(13.6) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 1/4 
277 碗 ②3.7 ②還元焔 体部～底部回転ナデ。

③ (9.0) ③灰白色 底部回転ヘラ削り。削り出し高台。

188-10 須恵器 ① (16.8) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 西壁寄り 1/3 
277 碗 @4.9 ②還元焔 口縁～底部回転ナデ。

③ (11.6) ③灰色 底部回転ヘラ削り。削り出し高台。

188-11 須恵器 ①16.0 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 カマド 完形

277 蓋 ②3.6 ②還元焔 摘み部貼り付け。天井部回転ヘラ削り。

摘み部径3.8 ③灰白色 体部～口縁部回転ナデ。

188-12 須恵器 ①粗砂粒 ロクロ整形。 カマド 1/3 
277 蓋 ②2.4 ②還元焔 体部回転ナデ。

摘み部径5.8 ③灰色

188-13 須恵器 ①(17.8) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/4 
278 蓋 ②2.2 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰白色 体部～口縁部回転ナデ。

188-14 土師器 ① (12.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 西壁寄り 口縁～胴上半

278 甕 ② .6 ②やや良好 内面ナデ。 1/2 

③明赤褐色 外面ヘラ削り。器面荒れている。

188-15 土師器 ① (20.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

278 甕 ②18.6 ②良好 内面ナデ。 1/4 

③橙色 外面ヘラ削り。

188-16 土師器 ① (22.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。輪積み痕残る。 北壁寄り 口縁～胴上半

278 甕 ②14.3 ②やや良好 内面ナデ。 1/4 

③橙色 外面ヘラ削り。

188-17 土師器 ① (22.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 北壁寄り 口縁～胴上半

278 甕 ②9.0 ②良好 内面ナデ。 1/3 

③明赤褐色 外面ヘラ削り。

188-18 土師器 ① (22.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

278 甕 ②8.1 ②良好 内面ナデ。 1/4 
③にぶい褐色 外面ヘラ削り。

188-19 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。 北壁寄り 胴上半1/4
278 甕 ②19.0 ②良好 外面ヘラ削り 。

最大径 (21.0) ③橙色

189-20 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。 貯蔵穴 胴下半部

278 甕 ②15.8 ②良好 外面ヘラ削り。

③ .9 ③明赤褐色 底面ヘラ削り。
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189-21 須恵器 ①細砂粒 胴部平行叩目。 覆土 1/4 

278 空士 ②18.4 ②還元焔 内面青海波文。

最大径 (22.2) ③灰白色

189~22 須恵器 ①13.0 ①細砂粒 碗の底部を転用。 西壁寄り 底部

278 転用硯 ②1.6 ②還元焔

③灰色

189-23 須恵器 ① (28.0) ①細砂粒 底部ヘラ削り。 覆土 1/2 

278 甕 ②21.5 ②還元焔

③15.0 ③黒褐色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

189-24 こも編石 安山岩 ①12.8 ＠沿．2 全面に磨耗痕。 覆土 一部欠損

278 ③5.2 ④:610 

189-25 こも編石 安山岩 ①13.9 ②16.0 全面に磨耗痕。 覆土 2/3 

278 R4.2 ⑫ 60 
190-26 こも絹石 石英斑岩 ①12.7 ②5.7 全面に磨耗痕。 覆土 一部欠損

278 ③3.5 ④390 

190-27 こも編石 石英斑岩 ①10.9 ②3.6 覆土 はぽ完形

278 ③2.5 ④150 

190-28 こも綱石 緑色岩 ①8.5 ⑫沿．5 全面に磨耗痕。 覆土 1/2 

278 ③3.9 ④320 

190-29 凹石 安山岩 ①16.8 ②12.1 径7cmの凹み。 南壁下 完形

278 ③ .8 ④2,180 

190-30 石鏃 チャート ①1.8 ②1.5 基部は湾曲。 覆土 完形

◎ .3 @o.67 
図番

出土状況 種類 発行年 残存状態
p L 

190-31 覆土 元祐通賓 北宋 やや良好

278 1086年
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VI区28号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成 ・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

191-1 土師器 ①12.0 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 
279 坪 ②3.6 ②良好 内面ナデ。

③にぶい赤橙色 底面ヘラ削り 。

191-2 土師器 ① (12.4) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 住居内 1/2 

279 杯 ② .1 ②良好 内面ナデ。 土坑

③橙色 底面ヘラ削り。

191-3 土師器 ①(13.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 
279 坪 ② .0 ②良好 内面黒色処理。

③にぶい橙色 ・黒色 底面ヘラ削り不明瞭。

191-4 土師器 ①13.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 西壁寄り 完形

279 坪 ② .2 ②良好 内面ナデ。

③浅黄橙色 底面ヘラ削り。

191-5 土師器 ①9.6 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 カマド 1/2 
279 鉢 ②7.0 ②良好 内面ナデ。

③浅黄橙色 体部ヘラ削り 。

191-6 土師器 ①(10.0) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 
279 鉢 ②5.4 ②良好 内面ナデ。

③浅黄橙色 体部ヘラ削り 。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

191-7 磨石 安山岩 ①9.5 ②9.6 側面に敲打痕。 覆土 完形

279 ③ .1 ④880 
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第192図 29号住居跡出土遺物 （1)
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第193図 29号住居跡出土遺物 (2)

VI区29号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

192-1 土師器 ①10.8 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周辺 完形

279 杯 ②3.8 ②良好 内面ナデ。 4とセット

③橙色 底面ヘラ削り。 で出土

192-2 土師器 ①(11.2) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

279 坪 ②3.2 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

192-3 土師器 ① (11.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

279 杯 ② .4 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

192-4 土師器 ①12.0 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周辺 完形

279 坪 ② .3 ②良好 内面ナデ。 lとセット

③橙色 底面ヘラ削り。 で出土

192-5 須恵器 ① (12.0) ①細砂粒 ロクロ整形。 南壁寄り 1/2 

279 坪 ②3.2 ②還元焔 口縁部回転ナデ。

③灰白色 底面ナデ。
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192-6 須恵器 ①11.5 ①粗砂粒 ロクロ整形。 西壁寄り 3/4 

279 坪 ②3.3 ②還元焔 口縁部回転ナデ。

③灰白色 底部ヘラ削り。

192~7 須恵器 ①13.3 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 カマド周 3/4 

279 壺 @ .0 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。 辺

③灰色 体部～口縁部回転ナデ

192-8 土師器 ①14.0 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド ほぼ完形

279 小型甕 ②15.3 ②やや良好 内面ナデ。

③にぶい褐色 外面ヘラ削り。

192-9 土師器 ①21.5 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 口縁～胴下半

279 甕 ②24.6 ②やや良好 内面ナデ。輪積み痕。 辺

③にぶい褐色 外面ヘラ削り。

193-10 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。輪積み痕。 カマド 胴部

279 甕 ②17.0 ②やや良好 外面ヘラ削り。口縁部と胴下半部欠損。

最大径16.0 ③橙色

193-11 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。輪積み痕。 北東部 胴下半

279 甕 ②12.3 ②良好 外面ヘラ削り不明瞭。

③橙色

193-12 土師器 ①粗砂粒 脚部横ナデ。 覆土 脚部

279 台付甕 ◎ .7 ②良好

③9.9 ③にぶい橙色

193~ 13 最大径 (4.0) ①細砂粒 両面にミガキ。 覆土 1/2 

279 紡錘車 厚1.4 ②良好 側面剥落。

③にぶい黄褐色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

193-14 磨石 安山岩 ①13.8 ②8.6 両面に磨面と側面に敲打痕。 床直上 完形

279 （敲石） ③5.6 ④940 

193-15 こも編石 安山岩 ①14.4②7.1 側面に磨耗痕。 床直上 完形

279 ③3.4 ④570 
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第194図 30号住居跡出土遺物

VI区30号住居跡

図番 土器種別 法量（cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高③底径 状況

194-1 土師器 ① (12.7) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 1/3 

279 杯 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底部ヘラ削り。吸炭。

194-2 士師器 ① (13.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

279 坪 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底部ヘラ削り。

194-3 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 底部

279 碗 ②2.1 ②還元焔 底部回転糸切り。高台貼付。

③ (7.4) ③灰色

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

194~4 砥石 流紋岩 ① .1 ◎ .3 4面を使用。 覆土 部分

279 ③1.8 ④70 
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第197図 31号住居跡出土遺物（ 3)
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VI区31号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

195-1 土師器 ①11.8 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 3/4 

280 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り。

195-2 土師器 ① (11.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

280 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

195-3 土師器 ① (11.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 3/4 

280 坪 ② .1 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 ・底部黒色 底面ヘラ削り。外面吸炭。

195-4 土師器 ①11.7 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁下 ほぼ完形

280 杯 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

195-5 土師器 ①(10.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

280 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

195-6 土師器 ①11.5 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 ほぽ完形

280 坪 ◎ .1 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 体部～底面ヘラ削り。

195-7 土師器 ① (18.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

280 坪 ②5.4 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部～底面ヘラ削り不明瞭。

195-8 土師器 ① (16.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。輪積み痕。 南壁寄り 口縁部1/3

280 甕 ②5.5 ②やや良好 内面ナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り

195-9 土師器 ① (22.7) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 床直上 口縁部一部

280 甕 ②36.6 ②やや良好 内面ナデ。 欠損

③3.8 ③橙色 外面ヘラ削り。

195-10 士師器 ①21.1 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド ほぽ完形

280 甕 ②39.0 ②良好 内面ナデ。

③5.0 ③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

196-11 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。輪積み痕。 カマド 胴部

280 甕 ②15.7 ②良好 外面ヘラ削り 。

③橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

196-12 砥石 流紋岩 ①10.5 ②3.9 5面を使用。 覆土 一部欠損

280 ③2.2 ④105 

196-13 砥石 砂岩 ⑬ .9 (m.9 両面使用。 覆土 一部欠損

280 ③1.0 ④50 

196-14 こも編石 安山岩 ①17.2 @6.0 全面的に磨耗痕。 床直上 完形

280 ③5.2 ④830 

196-15 こも組石 安山岩 ①13.2 ②16.1 全面的に磨耗痕。 カマド周 完形

280 ③ .2 ④510 辺

196-16 こも編石 安山岩 ①17.5 ②7.0 全面に磨耗痕と先端に敲打痕。 床直上 完形

280 ③3.7 ④900 

196-17 こも編石 火山礫凝灰岩 ①15.7 ②7.2 部分的に磨耗痕。 覆土 完形

280 ③ .3 ④770 

197-18 こも編石 安山岩 ①15.0 ②7.7 全面的に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 一部欠損

280 ③ .6 ④800 

197-19 こも編石 安山岩 ①14.2 ◎沿．8 側面に磨耗痕。 床直上 完形

280 ③ .4 ④ 60 

197-20 こも紺石 安山岩 ①13.3 ◎"fJ.7 部分的に磨耗痕。 南壁寄り 完形

280 ③3.3 ④刈60

197-21 安山岩 ①18.0 ②10.4 全面的に磨耗痕。 カマド 2/3 

280 ③7.4 ④2,290 

197-22 凹石 安山岩 ①15.0 ②18.5 径5~7cmの凹み。 覆土 完形

280 ③12.0 ④14.680 
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1 : 3 10cm 

第199図 32号住居跡出土遺物 (2)

VI区32号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器悪③底径 状況

198 ~ 1 土師器 ① (18.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

281 坪 ②7.7 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部ヘラ削り。

198-2 須恵器 ① (13.0) ①粗砂粒 ロクロ整形。 東壁寄り 1/4 

281 婉 ②5.7 ②酸化焔 高台貼付。

③ (6.0) ③にぶい橙色

198-3 須恵器 ①15.8 ①粗砂粒 ロクロ整形。右回転。 東壁寄り 3/4 

281 碗 ②5.1 ②酸化焔 底部回転糸切り。

③8.4 ③灰白色 高台貼付。

198-4 須恵器 ① (13.0) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 東壁寄り 1/2 

281 碗 ②5.0 ②酸化焔 底部回転糸切り。

③ .4 ③灰褐色 高台剥落。

198-5 須恵器 ① (17.2) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 北東隅 1/4 

281 蓋 ②2.4 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰色 体部～口縁部回転ナデ。

198-6 土師器 ①(17.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。指頭圧痕。 覆土 口縁部1/3

281 甕 ②5.5 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り。

198-7 土師器 ①18.8 ①粗砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。輪積み痕。 東壁 ほぽ完形

281 甕 ②3.8 ②良好 内面ナデ。

③27.2 ③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り。底面ヘラ削り。

198~ 8 土師器 ①18.2 ①粗砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 東壁 3/4 

281 甕 ②27.7 ②良好 内面ナデ。

③ (3.2) ③明赤褐色 外面ヘラ削り。

固番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

199-9 磨石 閃緑岩 ①12.9 ②13.1 両面に磨面と側面に敲打痕。 床直上 完形

281 ⑤ .5 ④1,230 
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第200図 33号住居跡出土遺物 （1)
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VI区33号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

200-1 土師器 ① (13.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 1/4 

281 坪 ②3.0 ②良好 内面ナデ。 辺

③にぶい橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

200-2 土師器 ①(12.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆士 1/4 

281 坪 ②3.0 ②良好 内面ナデ。放射状のミガキ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

200-3 土師器 ① (12.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

281 坪 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

201-4 土師器 ① (13 0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

281 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

201-5 土師器 ①(14.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

281 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

201-6 土師器 ① (16.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

281 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。放射状のミガキ。

③橙色 底面ヘラ削り。

201-7 土師器 ① (7.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 東壁寄り 1/3 

281 小型甕 ②5.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部ヘラ削り。

201-8 須恵器 ① (25.3) ①細砂粒 ロクロ整形。 東壁寄り 1/4 

281 盤 ②3.0 ②還元焔 口縁部回転ナデ。

③灰白色 胴部～底部回転ヘラ削り後ナデ。

201-9 須恵器 ①細砂粒・赤色鉱物 ロクロ整形。 覆土 1/4 

281 蓋 ②5.1 ②還元焔 体部回転ナデ。

最大径 (19.4) ③灰白色

201 -10 須恵器 ①12.1 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 一部欠損

281 蓋 ②1.7 ②還元焔 天井部～口縁部回転ナデ。

③灰白色

201-11 土師器 ① (23.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 口縁部1/2

281 甕 ②7.6 ②良好 内面ナデ。 辺

③にぶい褐色 外面ヘラ削り。

201-12 土師器 ①18.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 胴下半欠

281 甕 ②24.0 ②良好 内面ナデ。輪積み痕。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

201-13 士師器 ①細砂粒 内面ナデ。 覆土 底部

281 甕 ②8.5 ②やや良好 外面ヘラ削り。

③8.7 ③にぶい黄橙色 底面ヘラ削り。

201-14 須恵器 ① (14.0) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 口縁部1/4

281 甕 ②7.2 ②還元焔 口縁部回転ナデ。

③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

201-15 磨石 安山岩 ①5.5 ②5.4 全面に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 1/2 

281 @.1 ④194 

201-16 こも編石 安山岩 ①15.4②7.9 全面に磨耗痕と側面に敲打痕。 西壁下 完形

281 ◎ .5 ④870 煤付着。

201 ~ 17 磨石 安山岩 ①7.7 ②7.4 片面に磨耗痕。 覆土 1/2 

281 ③2.9 ④250 
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第202図 34号住居跡出土遺物

VI区34号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

202-1 須恵器 ①(14.4) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 1/2 

282 坑 ②5.4 ②酸化焔 底部回転糸切り。嵩台貼付。

③ (5.2) ③にぶい黄橙色

202-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 南壁寄り 底部

282 碗 ②2.2 ②酸化焔 底部回転糸切り。高台貼付。

③7.2 ③暗赤灰色
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1 : 3 10cm 

第203図 38号住居跡出土遺物 （1)
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竪穴住居跡
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゜
1 : 3 10cm 

第204図 38号住居跡出土遺物 （2)

VI区38号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

203-1 土師器 ①12.9 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴 3/4 
282 坪 ② .2 ②やや良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

203-2 土師器 ①15.2 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 東壁寄り 1/2 
282 坪 ② .8 ②良好 内面ナデ。放射状暗文。

③浅黄橙色 体部～底面ヘラ削り後ナデ。

203-3 土師器 ①(19.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴周 1/3 
282 均 ②3.7 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り。

203-4 土師器 ① (19.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 中央部 1/4 
282 坪 ②5.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

203-5 土師器 ① (25.8) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 北壁寄り 口縁部1/4
282 甕 ②8.9 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

203-6 土師器 ① (21.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁部1/4
282 甕 ②8.7 ②良好 内面ナデ。輪積み痕。

③明褐灰色 外面ヘラ削り。

203-7 軟質陶器 ① (29.4) ①細砂粒・赤色鉱物 体部ヘラナデ。 42号溝 口縁部1/4
282 鉢 ②9.8 ②良好 内面横ナデ。

③黄灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

204-8 磨石 安山岩 ①15.7 ②17.2 全面的に磨耗痕。 東壁下 完形

282 ③16.8 ④1,100 

204-9 こも福石 安山岩 ①13.6 ②5.3 部分的に磨耗痕。 覆土 完形

282 ③ .3 ④550 
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(1~3) 
1 : 3 10cm 

(4) 
0 1:1 2cm 

一第205図 39号住居跡出土遺物
VI区39号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

205-1 土師器 ①22.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 口縁～胴下半

282 甕 ②16.7 ②やや良好 内面ナデ。輪積み痕。 辺南壁寄

③橙色 外面ヘラ削り。 り

205-2 須恵器 ① (23.0) ①細砂粒 ロクロ整形。 カマド 口縁部1/4

282 盤 ②3.1 ②還元焔 口縁部回転ナデ。

③灰白色

205-3 土師質 ①7.6 ①細砂粒 ロクロ整形。口縁～胴部回転ナデ。 南西コー 一部欠損

282 灯明皿 ②2.1 ②良好 底部回転糸切り後、ヘラナデ。 ナー

◎ .0 ③灰白色 口縁部に油煙。

因番
出土状況 種類 発行年 残存状態

p L 

205-4 覆土 煕寧元賓 北宋 破片

282 1068年

41 • 42-1 ぇ遷渇・・・i

v
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竺
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←適母ぎコ—-
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--,c:: ~ ------------ 43-1 ゜
1 : 3 

43 • 44-1 

10cm 

第206図 41 • 42号住居跡 •43号住居跡 •43 • 44号住居跡出土遺物

178 



竪穴住居跡

VI区41• 42号住居跡、 43• 44号住居跡
図番 土器種別 法 量 (cm)

①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
出土

残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

206- 須恵器
①②3.(15 3.0) ①②細還砂元粒焔 口縁巳悶贔 ア`―•。 覆土 1/4 

41 • 42-1 坪 口縁 回転ナデ。
282 ③(8.0) ③灰白色 底部回転ヘラ削り。
206- 須恵器

①②細還砂元粒焔
ロクロ整形。 覆土 I部分

43 • 44-1 瓶 ②10.7 
282 最大径(16.0) ③灰色

VI区43号住居跡

2~~[1;,7,i:②：；｀至 I ①胎土 ②焼成 ③色調
282 坪②．7

206-43-2 
282 

!)(12.0 
◎ .0 

成・整形技法の特徴
土

況
出

状

口縁部横ナデ。
内面ナデ。
体部～底面ヘラ削り。
ロクロ整形。
口縁部回転ナデ。
底面ヘラ削り。

残存状況

3/4 

1/4 

三 1

三 3

□ 5 

゜
1 : 3 10cm 

` 2 

4
 

6
 

ご 7 口 8
 

第207図 44号住居跡出土遺物

VI区44号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成 ・整形技法の特徴 出土 I残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

207-1 土面 口．ロ ナデ。
282 切 内面ナデ。

底面ヘラ削り。
207-2 口縁口 、ナデ。
282 内面ナデ。

底面ヘラ削り。
207-3 口．口 、ナデ。
282 内面ナデ。

底面ヘラ削り。
207-4 口，口 、ナデ。
282 内面ナデ。

底面ヘラ削り。
207 ~ 5 口ロ ナデ。
282 内面ナデ。

底面ヘラ削り。
207 ~ 6 1 10.4 口縁ロ ナデ。
282 ②3.0 内面ナデ。

底面ヘラ削り。
207-7 
282 ②還元焔

③灰色
図番

器 種 石材
計測値 （cm・ g) 

特 徴 出土 残存状況
p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

207-8 こも編石 安山岩 ①13.2 ⑫沿．5 全面的に磨耗痕。 覆土 浣形

282 ③3.8 ④540 
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口
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/ I ¥ ¥ 

゜
1 : 3 10cm 

第208図 45号住居跡出土遺物
VI区45号住居跡 ロ 3

 

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

208-1 土師器 ① (12.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

282 坪 ②3.4 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

208~2 土師器 ①粗砂粒 ・赤色鉱物 内面ナデ。 カマド 脚部片

282 高坪 ◎ .7 ②良好 外面ヘラ削り。

最大径4.6 ③にぶい橙色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

208-3 こも編石 安山岩 ①14.7 ◎沿．8 部分的に磨耗痕。 カマド 一部欠損

282 ⑮ .6 ④ 90 

こ 1

48-1 

り

1 : 3 10cm 

VI区46号住居跡

2： 口［：に底径 I①胎土②焼成③色調

282 坪②2.8

第209図 46号住居跡・ 47号住居跡・ 48号住居跡出土遺物

①細砂粒

②良好

③にぶい橙色

成・整形技法の特徴

口縁部横ナデ。

内面ナデ。

底面ヘラ削り。

出土

状況

酉王

残存状況

1/3 

VI区47号住居跡

2口 底径 I①胎土②焼成 ③色調

282 坑 ②3.1

③(12.2) 

成・整形技法の特徴

①細砂粒

②還元焔

③明褐灰色

ロクロ整形。

底部回転ヘラ削り。高台貼付。

出土

状況

覆土

残存状況

1/4 

言三底言 □色③色晶 成・整形技法の特徴

口縁部横ナデ。

内面ナデ。

底面ヘラ削り。

土

況

出

状
残存状況

カマド 13/4 
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第210図 49号住居跡出土遺物

VI区49号住居跡

図番 土器種別 法 量（cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

210-1 土師器 ①(11.8) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 南壁下 1/4 
283 坪 ②14.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

210-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 脚部

283 高坪 ②10.6 ②還元焔 脚部回転ナデ。

③12.4 ③灰白色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

210-3 こも編石 石英片岩 ①13.0 ②5.2 南壁寄り 2/3 

283 ③3.6 ④340 

□ 1 

＼
 

I
/
//
I
 ゜

1 : 3 10cm 

第211図 50号住居跡・ 51号住居跡出土遺物

v万胃］竺底言竺：晶I:;̀成`町技法の特徴 土

況

出

状
残存状況

カマド 1胴部

V：言］：口竺底径1;;;i：成③色具
③橙色

成・整形技法の特徴

口縁部横ナデ。

内面ナデ。

底面ヘラ削り。

出土

状況

覆土

残存状況

完形
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゜
1 : 3 10cm 

第212図 52号住居跡出士遺物

VI区52号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状 況

212-1 土師器 ① (21.7) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁部1/3

283 甕 ②5.6 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

212-2 こも編石 閃緑岩 ①12.7 ②6.3 全面的に磨耗痕d 床直上 完形

283 ③3.6 ④500 

：三2
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5
 ゜

1 : 3 10cm 

第213図 53号住居跡出土遺物
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竪穴住居跡

VI区53号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

213-1 土師器 閾2.2 ①②細良砂好粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 西壁寄り 3/4 
283 坪 .7 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。
213-2 土師器 閾1.2 ①②細良砂好粒

口縁部横ナデ。 南西部 口縁一部欠損
283 坪 .2 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。
213-3 土師器 ①⑫.(17 5.7) ①②細良砂好粒

口縁部横ナデ。 覆土 1/3 
283 坪 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。
213-4 須恵器 昌塁砂粒 ロクロ整形。 覆土 部分
283 空一 ②12.5 元焔

③褐灰色
213-5 須恵器 醤砂粒 ロクロ整形。 覆土 部分
283 瓶 ②9.0 元焔

③灰色

ミ {三_- 2 

゜
1 : 3 10cm 

第214図 54号住居跡出土遺物

VI区54号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

214-1 土師器 閾1.4 ①②細良砂好粒
口縁部横ナデ。 南壁寄り 口縁一部欠損

283 坪 .4 内面ナデ。
③にぶい橙色 底面ヘラ削り 。

214~2 土師器 昌(14.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 
283 坪 .9 ②良好 内面ナデ。

③にぶい褐色 体部～底面ヘラ削り。

＼二」三ク
55-1 □ 561 □ 2 

゜
1 : 3 10cm 

第215図 55号住居跡・ 56号住居跡出土遺物

VI区55号住居跡

' : I ；器種： I ①口：： ②：~c：底径①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴
土

況

出

状
残存状況

215-55-1 須恵器

283 婉 1 ②2.1 

③7.2 

①細砂粒 ・赤色鉱物 ロクロ整形。右回転。

②還元焔 底部回転糸切り後、高台貼付。

③にぶい橙色

カマド I底部

VI区56号住居跡

2~②に底径I ①胎土 ②焼成 ③色調
283 坪◎．4

成・整形技法の特徴
土

況

出

状
残存状況

口縁一部欠

215-56-2 
283 

1) (11.8 
◎ .0 

ナデ。

り；や：

内面ナデ。
底面ヘラ削り。

1/3 
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6 (42号溝遺物）

4
 ゜

1 : 3 10cm 

第216図 57号住居跡出土遺物 (1)
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竪穴住居跡
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11 (42号溝遺物）

゜
1 : 3 10cm 

第217図 57号住居跡出土遺物 (2)
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VI区

VI区57号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

216-1 土師器 ①(11.2) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 東壁下 1/3 

283 杯 ②3.9 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

216-2 土師器 ①21.0 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 カマド周 口縁～胴上半

283 甕 ②9.9 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 外面ヘラ削り。

216~3 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。輪積み痕。 覆土 胴部1/2

283 甕 ②24.6 ②良好 外面ヘラ削り後、ナデ。

③橙色

216-4 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。 覆土 胴下半～

283 甕 ②19.6 ②やや良好 外面ヘラ削り。 底部1/3

最大径 (25.0) ③掲灰色

216-5 土師質 ①7.5 ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 口縁部欠損

283 皿 ②1.7 ②酸化焔 口縁～体部回転ナデ。 (42号溝）

③5.4 ③浅黄橙色

216-6 軟質陶器 ①粗砂粒 体部横ナデ。 42号溝 底部片

283 播鉢 ② .5 ②良好 内面横ナデ。

③(13.0) ③褐灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

217-7 磨石 閃緑岩 ①10.0 ②8.5 両面に磨面。 覆土 完形

283 ③2.8 ④360 

217-8 こも絹石 安山岩 ①10.4②5.4 部分的に磨耗痕。 覆土 完形

283 ③ .9 ④510 

217-9 台石 安山岩 ①11.0 ②9.8 両面と側面に磨耗痕。 覆土 部分

283 ③5.8 ④760 煤付着。

217-10 凹石 角閃石安山岩 ①15.3 ②10.5 径3cmの凹み。 覆土 完形

283 ③10.0 ④1,420 

217-11 上臼 安山岩 ①10.8 ②8.5 目は磨滅。 42号溝 部分

283 ③7.1 ④760 
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第218図 58号住居跡出土遺物

186 



竪穴住居跡

VI区58号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

218-1 土師器 ①12.6 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 3/4 

284 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 体部～底面ヘラ削り。

218-2 須恵器 ① (13.8) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 口縁部片

284 甕 ② .9 ②還元焔 外面平行叩き。

③灰色 内面ナデ。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長 ②幅③厚④重量 状況

218-3 砥石 片麻岩 ①8.4 ②5.0 4面使用。 東壁下 2/3 

284 ⑤ .1 ④300 (39号溝）

218-4 下臼 安山岩 ①12.1 ◎14.2 目は磨滅。 東壁下 部分

284 ⑤ .3 ④185 (39号溝）
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第219図 59号住居跡出土遺物（ 1)
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第220図 59号住居跡出土遺物（ 2)

VI区59号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

219-1 土師器 ①11.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 

284 坪 ②3.2 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 底面ヘラ削り。

219-2 土師器 ① (11.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

284 坪 ②3.2 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

219-3 土師器 ①11.6 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 2/3 

284 杯 ②3.4 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

219-4 土師器 ①15.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 1/2 

284 坪 ②5.6 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部～底面ヘラ削り。

219-5 土師器 ①(14.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

284 杯 ② .8 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

219-6 土師器 ① (22.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 東壁寄り 口縁～胴上半

284 甕 ②17.4 ②やや良好 内面ナデ。 1/3 

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

219-7 土師器 ① (22.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。輪積み痕。 覆土 口縁～胴部

284 甕 ②19.5 ②良好 内面ナデ。 1/3 

③橙色 外面ヘラ削り。
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竪穴住居跡

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状 況

219-8 磨石 安山岩 ①11.4 ◎沿．3 両面に磨面。 北壁寄り 完形

284 ③2.8 ④330 

220-9 こも絹石 安山岩 ①14.4②5.7 全面に磨耗痕。 覆土 完形

284 ③3.8 ④450 

220-10 磨石 安山岩 ①10.4 ◎16.8 全面的に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 完形

284 ③ .3 ④ 50 

220-11 こも絹石 石英斑岩 ①11.2 (?)4.7 覆土 完形

284 ③2.7 ④260 

220-12 こも編石 安山岩 ①9.0 ②5.2 覆土 2/3 

284 ③3.3 ④210 

220~ 13 台石 砂岩 ①14.3 ②5.7 両面に磨耗痕。 覆土 部分

284 ③3.8 ④460 
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第221図 60号住居跡出土遺物

VI区60号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・ 整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状 況

221-1 土師器 ① (17.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 1/3 

284 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 底面ヘラ削り。

221-2 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 口縁部欠損

284 坪 ②2.6 ②還元焔 体部回転ナデ。

③5.5 ③にぶい黄橙色 底部回転糸切り 。

221 ~3 須恵器 ①14.1 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 3/4 

284 婉 ②5.2 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

⑤ .0 ③灰黄色 底部回転糸切り 。高台貼付。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

221 ~4 凹石 安山岩 ①14.6 ②12.3 凹みは浅い。 覆土 完形

284 ③9.3 ④1,800 
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第222図 61号住居跡出土遺物

VI区61号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

222-1 土師器 ①(14.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁1/4

284 甕 ② .2 ②良好 内面ナデ。煤付着。輪積み痕。

③橙色 外面ヘラ削り。

222-2 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。 覆土 底部

284 甕 ②5.9 ②良好 外面ヘラ削り。

③ (4.4) ③にぶい赤褐色 底面ヘラ削り。

222-3 須恵器 ① (13.8) ①細砂粒・赤色鉱物 ロクロ整形。 覆土 口縁部欠損

284 婉 ②5.4 ②酸化焔 体部回転ナデ。

③7.8 ③灰白色 高台貼付。
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第223図 63号住居跡出土遺物 （1)

190 



竪穴住居跡

--

-----

¥
〉
〉
:

:

¥

¥

¥

]

 

¥
¥
¥
〉
』

〖
―
／
人

□

[
口□
＼
＼
＼

二

¥

[

]

口

：

ロ

ロ

／
 
＼

14 

）
 

＇

，

 

9

ー

＼

ー

I

¥

 

＼
 

、--

＼＼＼口＼一
＼ 

15 

¥ ¥ 

□/1
 

ロ
-

¥

!|
 

｀
 

7
—
吋＼
 

＼
 

17 

---.. I 多

0 1 : 3 10cm 

第224図 63号住居跡出土遺物 (2)
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第225図 63号住居跡出土遺物 (3)

VI区63号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

223-1 土師器 ① (11.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

285 杯 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

223-2 土師器 ①11.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 3/4 

285 坪 ②3.1 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

223~3 土師器 ①11.1 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 東壁寄り 口縁一部欠損

285 坪 ②3.2 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

223-4 土師器 ①10.4 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴 完形

285 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。
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竪穴住居跡

223-5 土師器 ① (12.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 
285 坪 ◎ .8 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

223~6 土師器 ①12.2 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 中央部 完形

285 坪 ②3.6 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

223-7 土師器 ①12.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴周 ほぼ完形

285 坪 ②3.9 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り。

223-8 土師器 ①11.7 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴周 完形

285 坪 ②3.6 ②良好 内面ナデ。 辺

③橙色 底面ヘラ削り 。

223-9 土師器 ①(10.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 貯蔵穴 1/4 
285 坪 @i.O ②良好 内面ナデ。放射状暗文。

③橙色 底面ヘラ削り 。

223-10 土師器 ①(16.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 
285 坪 ②5.6 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

223~ 11 須恵器 ①13.0 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 3/4 
285 坪 ②3.9 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③ .2 ③灰色 底部回転ヘラ削り。

223-12 須恵器 ①12.0 ①細砂粒・白色鉱物 ロクロ整形。 貯蔵穴周 完形

285 杯 ② .0 ②良好 口縁～体部回転ナデ。 辺

③灰色 底面ヘラ削り。

223-13 須恵器 ①(14.4) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 1/2 
285 碗 ②5.1 ②良好 口縁～体部回転ナデ。

＠．4 ③灰色 底面ヘラナデ。高台貼付。

224-14 土師器 ①(15.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 2/3 
285 甕 ②22.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り不明瞭。

224-15 土師器 ①18.0 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 南壁下 ほぽ完形

285 甕 ②29.1 ②良好 内面ナデ。輪積み痕。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り 。丸底。

224-16 土師器 ① (21.6) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。輪積み痕。 カマド周 3/4 
285 甕 ②37.1 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。 辺

③5.8 ③橙色 外面ヘラ削り 。器面荒れている。

224-17 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。ヘラのエ具痕。 貯蔵穴周 胴部1/3
285 甕 ②31.9 ②やや良好 外面ヘラ削り 。 辺

③橙色

225-18 土師質 ①7.0 ①細砂粒 ロクロ整形。 42号溝 ほぽ完形
285 皿 ②1.9 ②酸化焔 口縁～体部回転ナデ。口縁部に油煙。

③4.8 ③浅黄橙色 底部回転糸切り後ナデ。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重量 状況

225-19 こも綱石 安山岩 ①11.3 ②16.3 側面に敲打痕。 西壁寄り 2/3 
285 ③ .9 ④520 

225-20 こも編石 石英片岩 ①10.0 ②3.0 覆土 完形

285 ③3.2④145 
225-21 台石 閃緑岩 ①16.8 ②11.8 全面に磨耗痕。 西壁寄り 完形

285 ③5.9 ④1,960 
図番

出土状況 種類 発行年 残存状態p L 

225~22 覆土 淳化元賓 北宋 やや良好

285 990年
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第226図 64号住居跡・ 65号住居跡出土遺物

VI区64号住居跡

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

226-64-1 こも編石 石英斑岩 ①12.1 (?沿．2 全面に磨耗痕。 覆土 完形

286 ③2.3 ④如0

226-64-2 こも編石 安山岩 ①12.5 ＠沿．0 両面に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 完形

286 ③3.3 ④380 

226-64-3 こも組石 石英斑岩 ①14.2 ②5.6 覆土 完形

286 ⑫ .7 ⑫ 60 

VI区65号住居跡

図番

p L 

226-65-1 

286 

器 種

こも編石

石 材

安山岩

計測値 （cm・g) 

①全長②幅③厚④重量

①12.0 ②5.5 I煤付着。
◎ .0 ④390 

特 徴
出土

状況

覆土

残存状況

完形
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第227図 66号住居跡出土遺物

VI区66号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

227-1 土師器 ①12.8 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 ほぽ完形

286 坪 ②3.0 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

P L ①全長②幅③厚④重翼 状況

227-2 台石 閃緑岩 ①16.6 ②14.1 両面に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 一部欠損

286 (m.8 ④1,820 

227-3 台石 角閃岩安山岩 ①25.1 ②17.0 両面に磨耗痕。 覆土 2/3 

286 ③15.3 ④7,000 
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第228図 67号住居跡出土遺物

VI区67号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

228-1 土師器 ①11.8 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁一部欠損

286 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。吸炭。

228-2 土師器 ①(11.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

286 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

228-3 土師器 ①11.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 3/4 

286 坪 ◎ .1 ②不良 内面ナデ。

③浅黄橙色 底面ヘラ削り。内外面荒れている。

228-4 土師器 ① (20.0) ①細砂粒赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

286 鉢 ②8.8 ②良好 内面ナデ。指頭圧痕。

③橙色 体部～底面ヘラ削り。

228-5 須恵器 ①(11.2) ①細砂粒 ロクロ整形。 覆土 1/4 

286 蓋 ②3.4 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰色 体部～口縁部回転ナデ。
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VI区

VI区68号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

229-1 土師器 ① (12.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

286 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り 。

229-2 須恵器 ① (15.0) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/2 

286 碗 ②5.0 ②酸化焔 口縁～体部回転ナデ。

③7.0 ③褐灰色 底部回転糸切り。高台貼付。

229-3 須恵器 ①15.6 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 南壁寄り 口縁一部欠損

286 蓋 ②3.7 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り 。体部～口縁部

摘み部径4.8 ③灰白色 回転ナデ。摘み部貼付。

229-4 須恵器 ①(15.2) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 カマド周 1/3 

286 婉 ②5.1 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。 辺

③ (11.2) ③灰色 底部回転ヘラ削り。削り出し高台。

230-5 須恵器 ①21.8 ①細砂粒 ロクロ整形。 カマド周 脚部欠損

286 高杯 ◎ .2 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。 辺

③灰白色

230-6 土師器 ① (20.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

286 甕 ②8.5 ②やや良好 内面ナデ。 1/2 

③にぶい褐色 外面ヘラ削り 。

230-7 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。 カマド 底部1/2

286 甕 ②7.5 ②良好 外面ヘラ削り 。

③ (3.0) ③にぶい赤褐色

230-8 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 中央部 胴部1/3

286 宰一 ②15.8 ②還元焔

③灰色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

230-9 こも編石 安山岩 ①13.9 ②5.0 両面に磨耗痕。 南壁下 完形

286 ◎ .3 ④580 

230-10 磨石 閃緑岩 ①18.9 ②16.8 部分的に磨耗痕と煤付着。 覆土 完形

286 ③ .5 ④1,080 

□□,1 

□ 701 

70-2 

70-3 

第231図 69号住居跡・ 70号住居跡出土遺物
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゜
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第232図 70号住居跡出土遺物

V2口：口詈口言□1 ~口フ□法の特徴
出土

状況

覆土

残存状況

1/3 

VI区70号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

231-70-1 土師器 ①12.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 西壁下 口縁一部欠損

287 坪 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 体部～底面ヘラ削り。

231-70-2 土師器 ①13.2 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 西壁寄り 完形

287 杯 ◎ .8 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③にぶい橙色 体部～底面ヘラ削り。

231-70-3 土師器 ①8.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 東壁寄り 3/4 

287 小型甕 ②7.4 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部～底面ヘラ削 り不明瞭。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

231-70-4 磨石 安山岩 ①12.0 ②6.6 3面と端部に磨面。 覆土 完形

287 ③6.1 ④570 

232-70-5 台石 安山岩 ①22.4 ②16.0 両面に磨耗痕と側面に敲打痕。 覆土 一部欠損

287 ③5.2 ④2,730 

- 'I J1L// 1 □□□/-2 

□ 口
// 5 

第233図 71号住居跡出土遺物 （1)

6
 

゜
1 : 3 10cm 

199 



VI区

|
 ¥ 

＼：： 
ー

＼

II 

7
 ロ， 

8
 ゜

1 : 3 10cm 

第234図 71号住居跡出土遺物 (2)

VI区71号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

233-1 土師器 ①13.8 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り ほぼ完形

287 均 ⑫ .2 ②良好 内面ナデ。放射状暗文。

③明褐色 底面ヘラ削り。

233-2 土師器 ①12.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 3/4 
287 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

233-3 土師器 ①18.6 ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 2/3 
287 坪 ◎ .3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

233-4 須恵器 ①12.4 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 南壁寄り ほぼ完形

287 坪 ②3.0 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③7.0 ③灰色 底面回転ヘラ削り。

233-5 土師器 ① (9.0) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴部

287 小型甕 ②5.0 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部ヘラ削り。

233-6 土師器 ① (9.4) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/2 
287 小型甕 ②7.3 ②やや良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 体部～底面ヘラ削り

234-7 土師器 ① (21.6) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 中央部 口縁～

287 甕 ②12.5 ②良好 内面ナデ。 胴上半1/3
③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

234-8 軟質陶器 ①細砂粒 内面横ナデ。径8mmの円孔は貰通していな 覆土 口縁部

287 鍋 ②11.2 ②良好 い。体部下半ヘラ削り。

③褐灰色

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

234-9 こも編石 安山岩 ①9.1 ②5.0 覆土 1/2 
287 ③3.5 ④230 
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第235図 72号住居跡出土遺物

VI区72号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

235-1 須恵器 ①12.0 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 カマド周 完形

287 坪 ②3.9 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。 辺

③ .8 ③褐灰色 底部回転ヘラ削り。

235-2 須恵器 ①12.6 ①細砂粒 ロクロ整形。 カマド 1/2 

287 坪 ②3.5 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③8.4 ③褐灰色 底部回転ヘラ削り後ナデ。

235-3 須恵器 ①(13.2) ①細砂粒 ロクロ整形。 カマド 1/2 

287 坪 ②3.5 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③ (5.8) ③灰白色 底部回転糸切り。

235-4 須恵器 ① (18.6) ①細砂粒 ロクロ整形。 中央部 1/3 
287 蓋 ② .1 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

摘み部径 (4.8) ③灰白色 体部～口縁部回転ナデ。

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

235-5 こも編石 安山岩 ①7.0 ＠14.6 全面的に磨耗痕。 覆土 2/3 
287 ③3.1 ④140 
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第237図 74号住居跡出土遺物 （2)
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第239図 74号住居跡出土遺物 (4)

VI区74号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

236-1 上師器 ①(13.8) ①粗砂粒 口縁～体部横ナデ。 中央部 1/2 

287 坪 ②3.9 ②やや良好 内面ナデ。

③ (9.6) ③にぶい橙色 底面不明瞭。

236-2 土師器 ①(12.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 中央部 1/2 

287 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り不明瞭。

236-3 土師器 ① (15.7) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 中央部 1/3 

287 坪 ◎ .3 ②やや良好 内面ナデ。底面ヘラ削り。

③橙色

236-4 土師器 ① (14.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

287 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

236-5 須恵器 ①(13.5) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/2 

287 坪 ② .2 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③ (9.2) ③灰色 底部回転糸切り。

236~6 須恵器 ① (13.4) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/3 

287 杯 ②3.7 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③7.6 ③灰白色 底部回転糸切り。

237-7 須恵器 ① (11.3) ①細砂粒 ・赤色鉱物 ロクロ整形。 覆士 1/4 

287 杯 ②3.8 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③ (8.2) ③灰白色 底部ナデ。
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図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

237-8 須恵器 ①(15.4) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/4 

287 皿 ②3.45 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③ (8.2) ③灰白色 底部回転糸切り。高台貼付。

237-9 須恵器 ①(13.7) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/2 

288 蓋 ②3.3 ②良好 天井部回転ヘラ削り。

摘み部径 （4.6) ③灰色 体部～口縁部回転ナデ。摘み貼付。

237-10 土師器 ① (15.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 北壁寄り 胴下半部欠損

288 小型甕 ②14.3 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り 。

237-11 土師器 ①(19.8) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁～胴部

288 甕 ②33.1 ②良好 内面ナデ。 一部欠損

③5.0 ③明赤褐色 外面ヘラ削り 。カマド粘土付着。

237-12 土師器 ①21.4 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 胴下半欠損

288 甕 ②19.5 ②良好 内面ナデ。

③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り。カマド粘土付着。

237-13 土師器 ①24.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁～胴上半

288 甕 ②10.1 ②良好 内面ナデ。

③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り 。

237-14 土師器 ①10.0 ①細砂粒 ロクロ整形。 50号溝 3/4 

288 杯 ②3.4 ②酸化焔 口縁～体部回転ナデ。

◎ .4 ③浅黄橙色 底部ナデ。

237-15 土師質 ⑮ .9 ①細砂粒 ロクロ整形。 50号溝 ほぼ完形

288 皿 ②2.3 ②酸化焔 口縁～体部回転ナデ。

◎ .9 詞面灰色内面・黒色 底部ナデ。内外面油煙。

237-16 土師質 ① (7.6) ①細砂粒 ロクロ整形。 50号溝 3/4 

288 皿 ②2.1 ②酸化焔 口縁～体部回転ナデ。

③ (5.6) ③灰白色 底部ナデ。

237-17 軟質陶器 ①細砂粒 内面横ナデ。 50号溝 底部1/3

288 鉢 ② .9 ②良好 外面底部近くヘラ削り 。

③(15.6) ③暗赤灰色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

238-18 砥石 流紋岩 ⑰ .5 R4.2 4面を使用。 覆土 部分

288 ③2.4④55 

238-19 磨石 安山岩 ①9.7 ②5.9 全面に磨耗痕。 覆土 完形

288 ③3.6 ④280 

238-20 こも綱石 閃緑岩 ①11.4 ②3.9 全面に磨耗痕。 覆土 完形

288 ③3.1④240 

238-21 こも絹石 ホルンフェルス ①10.3 ＠沿．2 全面に磨耗痕。 覆士 完形

288 ③3.0 ④210 

238-22 こも編石 斑れい岩 ①10.8 ②>4.0 全面に磨耗痕。 カマド周 完形

288 ③2.8 ④250 辺

238-23 こも編石 安山岩 ①11.7 ②刈．2 全面に磨耗痕。 覆土 完形

288 ③3.5 ④280 

238-24 こも絹石 流紋岩 ①12.3 ②5.5 全面に磨耗痕。 覆土 完形

288 ③3.9 ④365 
238-25 こも綱石 閃緑岩 ①12.1 ②5.5 全面に磨耗痕。 南壁 完形

288 ③3.8 ④450 

238-26 こも編石 閃緑岩 ①12.3 ②5.3 全面に磨耗痕。 西壁下 完形

288 ③3.3 ④360 

238-27 敲石 石英斑岩 ①13.4 (?)4.9 全面に磨耗痕と両端に敲打痕。 東壁下 一部欠損

288 04.8 ⑫ 60 煤付着。

239-28 こも網石 流紋岩 ①15.6 ②16.6 全面に磨耗痕。 東壁下 完形

288 ③5.5 ④780 

239-29 こも楊石 閃緑岩 ①9.8 ②5.5 東壁下 1/2 

288 ③ .3 ④350 

239-30 こも編石 角閃石安山岩 ①7.6 ②5.0 覆土 1/2 

288 ◎ .7 ④310 
239-31 こも編石 砂岩 ①7.1 ②14.6 覆土 1/2 

288 ③3.5 ④180 
239-32 こも綱石 安山岩 ①8.4②5.3 覆土 ほぽ完形

288 ③ .4 ④210 
239~33 石製品 頁岩 ①10.4②14.3 先端部に敲打痕。 覆土 一部欠損

288 ③2.9 ④180 
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第240図 75号住居跡出土遺物

VI区75号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

240-1 土師器 ①(17.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁1/3

289 甕 ②7.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り。

240-2 土師器 ①(19.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。輪積み痕。 カマド 口縁1/4

289 甕 ②8.5 ②良好 内面ナデ。

③明褐色 外面ヘラ削り。

240-3 土師器 ①(19.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。輪積み痕。 カマド 口縁1/4

289 甕 ②8.1 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り。

240-4 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 カマド 口縁部欠損

289 坪 ②2.6 ②還元焔 体部回転ナデ。

◎ .0 ③灰白色 底部不明瞭。
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1 : 3 10cm 

第241図 77号住居跡出土遺物

VI区77号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

241-1 土師器 ①(14.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆上 口縁部片

289 台付甕 ②2.6 ②良好 外面ハケメ。

③にぶい黄橙色 内面ナデ。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

241-2 こも編石 砂岩 ①12.7 ⑨叩 全面に磨耗痕。 覆土 完形

289 ③4.3 ④320 

＼ロロニ／ ］ （ ～～ ＼こ

------ヽ I 
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2 

゜
1 : 3 10cm 

第242図 78号住居跡出土遺物

VI区78号住居跡

図番 土器種別 法 量（cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

242-1 須恵器 ①13.2 ①細砂粒 ロク ロ整形。右回転。 東南部 完形

289 碗 ②3.6 ②還元焔 口縁～体部回転ナデ。

③8.8 ③灰色 底部ナデ。削り出し高台。

242-2 土師器 ① (21.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 口縁1/3

289 甕 ②5.3 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り。
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竪穴住居跡

声

＼ // 36 

゜
1 : 4 10cm 

第246図 79号住居跡出土遺物 (4)
VI区79号住居跡□ cm`底径 1①胎土 ②焼成 ③色調

289 台付甕
③ 

土 而 1)15.8 I (1) 
台付甕 ②17.0 ② 

③ 
土 面器 1) (16.0) I (I); 
台付甕 ②8.3 ② 

③ 
土 而器 1 15.0 1, 
台付甕 ②6.2 ② 

③ 
土 而器 1 16.0 1, 
台付甕 ②5.0 ② 

③ 
1) (15.2) 1(1 

②5.3 昌
土師 1 14.4 1 
台付甕 ②7.6 ② 

③ 
土面 1) (15.2) I (1 
台付甕 ②2.8 ② 

③ 
土面 1) (14.2 
台付甕 ＠．2 

土而 1) (14.0) I (1 
喜

台付甕 ②3.3 ② 
③ 

土面 1) (13.8) I (1 
台付甕 ②3.5 ② 

③ 
土面 1)14.4 I (1 
台付甕 ②3.2 ② 

③ 
土而 1)12.6 I Cl 
台付甕 ②16.0 ② 

③ 
土而 1)13.4 I (1 

②良好
③浅黄色

243-2 
289 

243-3 
289 

243-4 
289 

243-5 ： 師器 I付甕
243-7 
289 

243-8 
289 

243-9 
289 

243-10 
289 

243-11 
289 

244-12 
289 

244-13 
289 

244~ 14 
289 

成・整形技法の特徴

ナデ。
メ。

ナ゚デ。
メ。

゜

口縁部横ナデ。
外面ハケメ 。
内面ナデ。頸部内面ヘラナデ。
口縁部横ナデ。
外面ハケメ 。
内面ナデ。
口縁部横ナデ。
外面ハケメ 。
内面ナデ。

土

況

出

状 残存状況

口縁部横ナデ。
外面ハケメ 。
内面ナデ。
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VI区

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

244-15 土師器 ①(13.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 ①第253図口縁部片

289 台付甕 ②5.1 ②良好 外面ハケメ。 参照

③浅黄色 内面ナデ。

244~ 16 土師器 ①11.6 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 口縁部片

289 台付甕 ②2.8 ②良好 外面ハケメ。

③にぶい橙色 内面ナデ。

244-17 土師器 ①細砂粒 外面ハケメ。 ①第253図胴下半～脚部

290 台付甕 ②16.5 ②良好 内面ナデ。 参照

③にぶい褐色

244-18 土師器 ①細砂粒 外面ハケメ。 ①第253図胴下半～脚部

289 台付甕 ②12.7 ②良好 内面ナデ。 参照

③(10.0) ③にぶい黄橙色 脚部折り返し。

244-19 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ハケメ。 ①第253図脚部片

289 台付甕 ②9.8 ②良好 内面ナデ。ヘラナデ。 参照

③ (11.0) ③にぶい黄橙色 脚部折り返し。

244-20 土師器 ①細砂粒 外面ハケメ。 覆土 脚部片

290 台付甕 ②3.7 ②良好 内面ナデ。ヘラナデ。

③にぶい黄橙色

244-21 土師器 ①細砂粒 外面ナデ。 ①第253位脚部

290 台付甕 ②7.5 ②良好 内面ナデ。 参照

③9.6 ③にぶい黄橙色 脚部折り返し。

244-22 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ナデ。 ①第253図脚部片

290 台付甕 ②5.5 ②良好 内面ナデ。 参照

③(8.8) ③にぶい黄橙色 脚部折り返し。

244-23 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ハケメ。 ①第253図口縁部片

290 台付甕 ②22.2 ②良好 内面ナデ。 参照

③ (9.8) ③にぶい黄橙色 脚部折り返し。

245-24 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ハケメ。 ①第253図胴上半～脚部

290 台付甕 ②18.5 ②良好 内面ナデ。 参照

③浅黄橙色

245-25 土師器 ①細砂粒 外面ハケメ。 ①第253図胴下半～脚部

290 台付甕 ②13.5 ②良好 内面ナデ。 参照

③9.6 ③明黄褐色 脚部折り返し。

245-26 土師器 ①細砂粒 外面ハケメ。 覆土 胴下半～脚部

290 台付甕 ②8.1 ②良好 内面ナデ。

③ (9.3) ③淡黄色 脚部折り返し。

245-27 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ハケメ。 ①第253図胴～脚部

290 台付甕 ②19.2 ②良好 内面ナデ。 参照

③8.6 ③明黄褐色 脚部折り返し。

245-28 土師器 ①細砂粒 外面ハケメ。 ①第253区脚部

290 台付甕 ② .1 ②良好 内面ナデ。ハケメ。 参照

③ (6.0) ③にぶい黄橙色

245-29 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面ハケメ。 ①第253区胴部片

290 台付甕 ②16.8 ②良好 内面ナデ。 参照

③にぶい黄橙色

245-30 弥生土器 ①(8.0) ①細砂粒 口縁外面ナデ。 ①第253区口縁部片

290 小型甕 ②3.4 ②良好 外面一部ケズリ。 参照

③褐灰色 内面ミガキ。

245-31 土師器 ①11.6 ①細砂粒 内外面ミガキ。 ①第253図3/4 

290 柑 ② .1 ②良好 参照

③明赤褐色

245-32 土師器 ①14.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 ①第253図胴部欠損

290 高坪 ②3.9 ②良好 内外面ナデ。ミガキ。 参照

③淡黄色

245-33 土師器 ① (13.2) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部ナデ。ミガキ。 ①第253図胴部一部欠損

290 宮・ギ ②15.1 ②良好 胴部上半ナデ。ミガキ。下半ケズリ。 参照

③にぶい赤褐色

245-34 弥生土器 ①8.0 ①細砂粒 口縁部波状文。 覆土 胴部一部欠損

290 台付甕 ◎ .3 ②良好 頸部2連止め簾状文。波状文。

③にぶい橙色 内面ミガキ。

246-35 土師器 ①18.2 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部ナデ。 ①第253医胴部一部欠損

290 空て ②33.5 ②良好 外面ヘラ削り。ナデ。 参照

⑮ .8 ③橙色 内面ナデ。輪積み痕。

246-36 土師器 ① (23.4) ①細砂粒 ・赤色鉱物 頸部突帯状。外面胴部ヘラナデ。ミガキ。 ①第253図底部・ロ縁

290 壺 ②33.0 ②良好 内面ナデ。輪積み痕。 参照 一部欠損

③にぶい橙色
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第247図 81号住居跡出土遺物

VI区81号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高 ③底径 状況

247-1 弥生土器 ①11.2 ①細砂粒 外面頸部は簾状文3連止め。i皮状文。 東壁下 ほぽ完形

291 甕 ②18.3 ②良好 内面ミガキ。

③7.0 ③明褐色

247-2 弥生土器 ①(14.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面波状文。 南壁寄り 口縁部片

291 甕 ②8.0 ②良好 頸部は2連止め簾状文。波状文。

③にぶい橙色 内面ナデ。

247-3 弥生土器 ①(11.2) ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面波状文。 覆土 口縁部片

291 甕 ②5.7 ②良好 内面ミガキ。

③灰褐色

247-4 弥生土器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 外面頸部は3連止め簾状文。 東壁寄り 頸部片

291 甕 ②5.9 ②良好 内面ナデ。ミガキ。

③橙色

247-5 弥生土器 ①12.0 ①細砂粒 外面ナデ。輪積み痕。 北西部 口縁一部欠損

291 鉢 ②5.5 ②良好 内面ナデ。ミガキ。

③3.6 ③浅黄橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況p L ①全長②幅③厚④重量 状況

247-6 石英片岩 ①11.7 ②2.7 覆土 完形

291 ③1.4 ④70 
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第248図 82号住居跡出土遺物

VI区82号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

248-1 弥生土器 ① (13.0) ①細砂粒 外面波状文。 住居内 口縁部片

291 甕 ②7.6 ②やや良好 内面ミガキ。 土坑覆土

③淡橙色

248-2 弥生土器 ① (15.4) ①細砂粒 外面ハケメ。 北壁寄り 口縁部片

291 甕 ②7.7 ②やや良好 内面ナデ。輪積み痕

③にぶい赤褐色

248-3 弥生土器 ① (19.0) ①細砂粒・赤色鉱物 外面折り返し口縁。 南壁寄り 口縁部片

291 壺 ②5.7 ②やや良好 内面ナデ。

③淡橙色

248-4 土師器 ⑬ .6 ①細砂粒 裾部外方に開く 。円孔3個。 中央部 裾一部欠損

291 器台 @9.3 ②やや良好 器受部内面ナデ。

③(11.6) ③浅黄橙色

248-5 土師器 ①細砂粒 ・赤色鉱物 脚外面ハケメ。 覆土 脚部

291 台付甕 ②7.6 ②やや良好 内面ナデ。

③ (10.0) ③淡橙色
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竪穴住居跡

VI区82号住居跡

図番
器 種 石材

計測値（cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

248-6 磨石 角閃石安山岩 ①15.9 (?)4.4 両面に磨耗痕と煤付着。 覆土 完形

291 ⑤ .8 ④ 50 

248-7 台石 安山岩 ①24.4②19.7 磨面と煤付着。 覆土 一部欠損

291 ③8.6 ④6,050 

゜
1 : 3 10cm 
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第249図 85号住居跡出土遺物

VI区85号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

249-1 須恵器 ① (11.4) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/4 

291 坪 ②3.3 ②還元焔 体部～口縁部回転ナデ。

③にぶい黄色

249-2 須恵器 ① (13.6) ①粗砂粒 ロクロ整形。 覆上 口縁～

291 空ギ ②8.7 ②還元焔 口縁部～胴上半回転ナデ。 胴上半1/4

諷灰色

¥」/ し」＼
'/ /‘ 

¥¥ 

2 

／／ 

］ 
I‘’ 

¥¥ 

¥¥ I I I 
I I 
l J I'---41 / ＼＼王I,1/1 -// ¥ | JI 3 

I I 
＼ 

＼ 

゜
(3~5) 

／ II 5 ヒ
1 : 6 20cm 

4 
＼ 

゜
(1 • 2) 
1 • 3 10cm 

第250図 86号住居跡出土遺物（ 1)
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第251図 86号住居跡出土遺物 （2)

VI区86号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

250-1 士師器 ①12.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド はぼ完形

291 杯 ②3.7 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

250-2 土師器 ①10.2 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 胴下半部欠損

291 小型甍 ② .9 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り不明瞭。

250-3 土師器 ①粗砂粒 ・赤色鉱物 内面ナデ。 カマド 口縁部欠損

291 甕 ②38.3 ②やや良好 外面ヘラ削り。カマド粘土付着。

③にぶい褐色

250-4 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。輪積み痕。 カマド 口縁部欠損

291 甕 ②36.0 ②やや良好 外面ヘラ削り。カマド粘土付着。

③7.0 ③明赤褐色 底面ヘラ削り。

250-5 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。輪積み痕。 カマド 口縁部

291 甕 ②26.7 ②良好 外面ヘラ削り。 底部欠損

③橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

251-6 こも編石 閃緑岩 ①14.1 ②5.2 全面に磨耗痕。 覆土 完形

292 ◎ .5 ④ 00 

251-7 こも編石 閃緑岩 ①10.7 ②5.3 全面に磨耗痕。 覆土 1/2 

292 ③5.1④310 

251-8 磨石 緑色岩 ①10.8 ②10.3 東壁下 完形

292 ③3.4④沿00
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竪穴住居跡

VI区87号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

252-1 土師器 ①12.5 ①細砂粒 口縁部横ナデ。 カマド周 完形

292 杯 ②3.3 ②良好 内面ナデ。 辺

③明赤褐色 底部ヘラ削り 。

252-2 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。 カマド 底部

292 甕 ②8.0 ②良好 外面ヘラ削り。

③ (5.0) ③明赤褐色
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VI区88号住居跡

図番 土器種別 法 量 (cm)
①胎土②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

253-1 土師器 ① (13.4) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 南壁寄り 1/2 

292 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③にぶい褐色 底面ヘラ削り。

253-2 土師器 ①(13.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 1/4 

292 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③明赤褐色 底面ヘラ削り。

253-3 土師器 ① (13.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 中央部 1/4 

292 杯 ②2.9 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

253-4 土師器 ①(19.6) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 北壁寄り 1/3 

292 坪 ②5.8 ②良好 内面ナデ。放射状暗文。

③(11.0) ③橙色 体部～底部ヘラ削り。

253-5 須恵器 ①14.3 ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 中央部 3/4 

292 坪 ②3.6 ②還元焔 口縁部～体部回転ナデ。

③10.6 ③灰白色 底部回転ヘラ削り。

253-6 須恵器 ① (13.2) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 中央部 1/2 

292 坪 @4.8 ②還元焔 口縁部～体部回転ナデ。

③ (9.4) ③灰白色 底部回転ヘラ削り。

253-7 須恵器 ①(13.6) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 中央部 1/2 

292 坪 ②3.4 ②還元焔 口縁部～体部回転ナデ。

③ (9.8) ③灰白色 底部回転ヘラ削り。

253-8 須恵器 ①(15.8) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/3 

292 蓋 ②3.0 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

摘み部径 (6.0) ③灰色 体部～口縁部回転ナデ。

253-9 須恵器 ① (15.0) ①細砂粒 ロクロ整形。右回転。 覆土 1/3 

292 蓋 ②2.1 ②還元焔 天井部回転ヘラ削り。

③灰色 体部～口縁部回転ナデ。

253-10 土師器 ①(14.8) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。輪積み痕 北壁寄り 口縁部

292 甕 ②5.4 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

253-11 土師器 ① (20.0) ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 カマド 口縁部

292 甕 ◎ .9 ②やや良好 内面ナデ。

③明赤褐色 外面ヘラ削り不明瞭。

253-12 土師器 ①(19.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁部

292 甕 @6.7 ②良好 内面ナデ。

③にぶい赤褐色 外面ヘラ削り。

253-13 土師器 ① (23.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 覆土 口縁部

292 甕 ② .2 ②やや良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り。

254-14 土師器 ① (23.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 カマド 口縁～胴上半

292 甕 ②10.9 ②やや良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 外面ヘラ削り。

254-15 弥生土器 ① (17.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 頸部に 3連止め簾状文。 覆土 口縁部

292 甕 ②10.9 ②やや良好

③浅黄橙色

図番
器 種 石材

計測値 （cm・g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

254-16 こも編石 石英片岩 ①11.0 ②3.7 覆土 完形

292 ③1.7 ④90 

254-17 こも編石 緑色岩 ①13.0 ◎16.0 全面に磨耗痕。 東壁寄り 完形

292 ③3.9 ④500 

254-18 こも綱石 角閃石安山岩 ①12.6 ②7.4 部分的に磨耗痕。 東壁寄り 一部欠損

292 ③5.5 ④邸0

254-19 こも編石 緑色岩 ①12.8 ②16.5 全面に磨耗痕。 貯蔵穴 完形

292 ③ .0 ④560 

254-20 こも編石 角閃石安山岩 ①12.1 ②6.8 全面に磨耗痕と側面に敲打痕。 東壁下 完形

292 ③5.5 ⑪籾0 煤付着。

254-21 こも綱石 安山岩 ①12.2 ②14.7 全面に磨耗痕。 掘り方覆 完形

292 ③3.8 ④450 土
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第255図 89号住居跡出土遺物

VI区89号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

255-1 土師器 ①12.8 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 西壁寄り 2/3 

292 坪 ②3.8 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

255-2 土師器 ①(19.6) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 中央部 1/2 

292 坪 (1)6.5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 体部～底部ヘラ削り。

255-3 土師器 ① (21.0) ①細砂粒 口縁部横ナデ。 西壁寄り 口縁部］／3

292 甕 ◎ .3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り。

2 
ー ～一‘| ----— 

□ 4 

□
 
口

I I | 
＼ ¥ ¥ ／こ一 ＼＼□＼〉

ヽ＼ド//9 8 

10cm 1 • 3 0 .  

!/ 6 

I, 

跡出土遺物（ 1)＼ 第256図 90号住居

220 



竪穴住居跡

¥¥ ¥ 

＼ ＼三／1

，
 

I I 

10 

＼
 

□
|
1
1
 

ローロ
。

ロ

＼

7
 

／
 

／
 

D 12 ＼ 13 

0 1 : 3 10cm 

第257図 90号住居跡出土遺物 （2)

221 



VI区

VI区90号住居跡

図番 土器種別 法量 (cm)
①胎土②焼成③色誤 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

256-1 土師器 ①13.0 ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 南壁寄り 完形

292 坪 ②4.1 ②良好 内面ナデ、 ミガキ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

256-2 土師器 ①12.0 ①細砂粒・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 南壁寄り ほぽ完形

292 坪 ② .5 ②良好 内面ナデ。

③橙色 底面ヘラ削り。

256-3 土師器 ①(11.0) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 カマド周 1/2 
292 坪 ②3.5 ②良好 内面ナデ。 辺

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

256-4 土師器 ①(11.8) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 東壁寄り 1/2 
292 坪 ◎ .0 ②良好 内面ナデ。

③にぶい橙色 底面ヘラ削り。

256-5 土師器 ① (11.4) ①細砂粒 ・赤色鉱物 口縁部横ナデ。 覆土 1/3 

292 坪 ②3.3 ②良好 内面ナデ。

③橙色 外面ヘラ削り不明瞭。

256-6 土師器 ① (21.0) ①粗砂粒 口縁部横ナデ。 カマド 口縁～

293 甕 ②23.7 ②良好 内面ナデ。 胴下半1/2

③橙色 外面ヘラ削り。

257-7 土師器 ①19.0 ①細砂粒・ 赤色鉱物 口縁部横ナデ。 カマド 底部欠損

293 甕 ②25.2 ②良好 内面ナデ。ヘラのエ具痕。

③橙色 外面ヘラ削り。

256~8 土師器 ①細砂粒 内面ナデ。 カマド 胴下半1/2

293 甕 ②15.6 ②良好 外面ヘラ削 り。

③ (3.7) ③明褐色

257-9 土師器 ①粗砂粒 内面ナデ。 北東部 底部1/2
293 甕 @ .3 ②やや良好 外面ヘラ削り。

③10.0 ③にぶい橙色 底部木葉痕。

257-10 須恵器 ①細砂粒 ロクロ整形。 カマド周 胴下半

293 空・ギ ⑫ .8 ②還元焔 胴部回転ナデ。 辺

③灰白色 内面ナデ。

図番
器 種 石材

計測値 (cm・ g) 
特 徴

出土
残存状況

p L ①全長②幅③厚④重量 状況

257-11 砥石 流紋岩 ① (7.6) ②5.0 4面使用。 覆土 1/2 
293 ③ .2 ④230 
257-12 こも絹石 安山岩 ①16.1 (1)6.8 南壁寄り 完形

293 ③5.7 ④910 
257-13 磨石 閃緑岩 ① (11.6) ②10.7 両面にも磨耗痕。 覆土 1/3 
293 ③3.9 ④籾0
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